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ー

設
定
小
閑
オ
ー
バ
ー
に
よ
り

申
込
み
小
間
を
大
幅
に
削
減

J
A
M
M
A
.
J
A
p
rM
 

A
、

N
A
O
の
τ.
協
会
仲
片
山
川

に
よ
る
第
印
刷
ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン
ト
マ
シ
ン

(A
M
)
シ

ョ
ー
は
ト
月
六
日
か
ら
:
一
H

問
、
点
以
・

晴
海
の
川
際
向
H

U
明
セ
ン

F
l幅
制
館
で
聞
か
れ

る
が
、
そ
の
企
柄
、
巡
門
的
を

進
め
て
い
る
で
一
協
会
か
ら
な

る

「
シ
ョ
l
笑
行
委
員
会
」

(実
行
委
員
長

H
:
一上

総

氏
・
J
A
M
M
A
事
務
川
長
)

で
は
じ
川
.
L
ト

.

H
.
m
h
ハ

問
の
会
A
H

で
す
で
に
締
切
ら

れ
た
出
展
申
込
み
に
つ
い
て

す
べ

て
審
泌
L
.
ん
ム
郎
で
ヒ

卜

一
一社
、
丘

Eh-
-小
聞
と
向

M
m
川
約
千
五
百
H

‘4.
卜
千
万
H
川

の
山
泌
を
倣
定
し
た

山
政
山
中
込
み
に
つ
い
て
は

「出
展
規
定
」
に
沿
っ
て
じ

月
二
十
五
日
ま
で
に
出
展
料

と
と
も
に
ス
協
会
の
い
ず
れ

か
に
巾
し
込
む
'
』
と
に
な
っ

て
い
心
.
・
1
協
会
で
は
が
妨

げ

M
HH刊で
開
対
点
検
し
、
ニ

れ
を
ま
と
め
た
む
の
を
第
六

回
会
合
で
討
議
へ
と
進
め
た

INTERNATIONAL TRADE CENTER. TOKYO 

も
の
.
そ
の
払
川市
、
山
凶
吹
山
中

し
込
み
は
昨
年
上
り
小
川
数

に
お
い
て
て
六
%
L
m
加
す

る
な
ど
申
し
込
み
小
問
削
減

は
必
至
と
な
っ
た
。

山
申
し
込
み
小
川
紋
は
へ
，

M

の
ぷ
定
例
行
h
ハ
卜

.
小
川
に

け，
し
ん
百
・
-
卜
・
ハ
小
川

『
昨

年
間
百
六
卜
.
小
川
)
と
な

リ
百
六
十
三
小
聞
の
オ
ー
バ

ー
と
な
っ
た
。
ア
万
、
大
型

微
な
ど
の
創
的
川
で
は
内
叫
ん
必

rz
・、r
I
N可

ir--Mr↑y
，司
ιヲ

'
t
v

i
、
J
:
l
t

L
F
・
九
百

.1
じ

伝
子

H

H

川
(
昨
年
千
六
行
問
卜
九
千

方
じ
)
で
約
白
“一
・l
千
万
灯

少
な
く
て
済
ん
だ
。
ニ
の
た

め
日
向
山
間
川
は
そ
の
主
ま
と
し

小
し
込
み
小
川
の
削
減
か
険

討
さ
れ
.
い
ろ
い
ゐ
号
本
の

批
判
決
丘
小
間
以
上
の
申
し
込

み
に
対
し
て

.
ネ
.
一
て
%
の

出
展
各
社
一

TUESDAY， WEDNESDAY， THURSDAY .DCTOBER 6・7・8

金
山
山
由
吹
社
じ
卜

・
叫
刊
は
次

の
と
わ
ね
リ

ア
イ
レ
ム
側
、
朝
日
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
側
、
同
也
鱗
工

側
、
倒
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

品
開
鉱
山
版
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ
ノ

ン
ト
泌

μ
u
q
附

エ
ス
コ
H
H

U

明.

エ
ー
ス
肉
動
険
側
、
大

倉
庫
業
側
、
山
側
大
阪
狭
業
機

製
作
所
、

酬
聞
大
阪
テ
ン
ト
、

大
必
活
向A
側
、
附
附
本
制
民
作

品
川
.
加
刷
れ
浴

F
酬
W
加
・
ぬ
級

品収
T
L
F
4
・
側
カ
ワ
ク
ス
‘
閃

丙
収
集
側
、
山
開
問
。内
側刷出
開制針

作
所
、

関
東
娯
楽
工
世
北
側
、

岐
与
持
機
側
、
側

コ
イ
ン
ジ

ャ
ー
ナ
ル
、

叩
防
品
開
仲
淀
川剛、

コ
ナ
ミ
仁
淀
附
‘
仰
ニ
ま
や

製
作
品
川
、
庁
、z
l仁
業
側
、

:・
備
品
開
送
機
側、

サ
ン
4
t
F

山
側
、
:
4相
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス岨
W

シ
グ

マ
尚
HWa
山
内
じ

水
貿
易
刷
w
・
川
刷
新
日
本
金
日
門

削
減
を
実
地
、

-h・
・
卜
開
小

問
削
減
し
、
最
終
的
に
五

U

-
}小
聞
と
す
る
こ
と
に
な
っ

た。

川
骨
体
的
に
は

.
h
l六
小

川
が
州
|
仁
川
小
削
に
、
八
ー

卜

lp
H
drv
l
Lト
円
・
1

'
IH
H
V
JZ

'

'

'

a

11
"
“Hr'ト

;・

J

、j
s
!
"

ー

ー

!
"
A
J閉
山

市

h

|
|

小
川
に
、
ト
六

l
二
卜
小

間
が
卜
二
十
六
小
間
に
、

一守
卜
a

一小
聞
が

l
七
小
川
に
、

十.
卜

h
i
-
-
卜
じ
小
聞
が
卜

九

-
a
l小
川
に
‘
そ
札
以

卜.の
L
人

U
で
は
-
-
・
ト

1
:・卜

・1
ト
川
吋
M
f
e

一卜
・4
J

.

ト
ト

J
'
u
t
e

'
 

問
に
そ
れ
ぞ
れ
剛
削
減
と
な
り
、

、
一
札
ら
は
す
べ
て
出
回
賞
作
汁

に
泌
知
さ
札
る
-
』
と
に
な
っ

。
，，，
 
ん
な
み
に
小
し
込
み
小
川

数
の
多
か

っ
た
出
展
社
八
れ

は‘

タY
い
方
か
ら
販
に
附
ナ

ム
コ
、
附
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
、

側
セ
グ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ゼ
ス
、
州
側
デ
イ
ト

1
・
馴
刊
紙

日
本
金
州
、
山側
エ
え
コ
貿
易
、

来
ぷ
パ
プ
コ
側、

任
天
笠
レ

ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
間
開
。

覧

(
丘
十
音
順
)

州側
ジ
ャ
パ
ン
レ
ジ
ャ
ー
.
幽
開

セ
が
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ

ベ

泉
陽
興
業
側
、
山
側
タ
イ

ト
|
、
主
化
学
山
叩
タ
ス
コ

刷
叩
側
ツ
ム
47.

側
テ
|
カ

ペ

デ

1
7
イ
ー
ス
ト
側、

浴
火
山
H
制印刷側、

ω東
京
A

V

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
東
京
パ
ブ

コ
側
、
附
ト

l
ケ
ン
、
市
恥
芸

胤
問
事
側
、
山
恥
掛仲岡帆ム川市機
側、

附
ナ
ム
コ
・
日
制再
刊
刷
機
側
、

山側
日
丸
山
1
.

日
間
叩
点
m
o
k酬叩

州
側
H
K
巾
コ
イ
ン
コ
、

日
本
版

島市
出同州
側、

日
本
物品作・
側
、
任

天
堂
レ
ジ
ャ
ー
ン
ス
テ
ム
側、

下
問
機
械
総
同
月
山
側
、
パ

l
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
山
側
、
側
パ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
、

側
ベ
J

ド
ジ
ャ

パ
ン
、

州
同
栄
広
町
業
側
・
側
ぷ

l
プ
、
刷
ポ
ナ
ン
ザ
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ゼ
ズ
‘
真
砂
工
業

側、

ミ
ク
?
産
業
側・

ミ
ゼ

ヅ
テ
ィ

て
業
側
、
明
ハ
特
係

これが世界初の運転開始した、

... 

a・‘

‘ 

一フ.口
タスコ

{写真=キングス ・アイランド提供}

こうもり

同
に
よ
っ
て
.
ょ
う
む
リ
コ

ー
ス
タ
ー
e
と
れ
づ
け
ら
れ、

今
ま
で
世
界
中
ど
・』品川
遊
附

地
に
L
な
い
叫
問
機
純
の
な
州
場

で
川
川
問
は
減
、
室
、
に

-wい
て
い

る
と
の
・

τ-HI--
J
T
v
b

リ
コ

l
Z
7
1
・
の
デ
ザ
イ

ン
は
川
同
に
よ
る
L
の
で
、

本
紙
“
川
号
脱
出
閉
め
叶
い
凶
作
初

の

サ

ス

ペ

ン
デ
イ
y

ド

・

ロ
ー
ラ
ー

コ
ー
ス
タ
ー
」
の

写
真
が
、
米
側
キ
ン
グ
ス

・

ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
本
紙
に
前

一
泊
さ
れ
て
、
J
ん。

米
側
ア
ロ
|
/
フ
ス
任
問

党
に
よ
る
-
』
の
新
出
問
日
聞
は
川

何
人
乗
リ
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
仁

制
連
総
で
次

q
と
ス
タ
ー
ト

す
る
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ン
ド
ラ

は
す
べ
て
コ
ウ
モ
リ

(B

A

T
)
の
デ
ザ
イ
ン
が
他
さ
れ

て
ね
り
.
ノ
ン
ス
ト

ノ
プ
で

約
.. 分

間

の

ぷ
収
行
仰
を
淡

し
む
・
}
と
が
で
き
る
。

品
開
業
胸
、
幽
開
反
栄
、
側
ユ
ニ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
間
開

ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
、

レ
ジ
ャ

ッ
ク

側
、
レ
ジ
ャ

ー
ト
ロ
ン
工
主

側
・
側
レ
ス
タ

l
、
側
目

ジ

テ
ヴ
ク

ま
る

f
定
に
な
っ
て

い
る
が
‘
l
p
1
パ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
が

刷
附
川
ゾ

1
ン、
取
物
機
(
小
今
例
の
会
合
で
採
決
さ
れ
た

問
、
ゾ

l
-
J
・
山
版
関
係
ド

ニ
れ
は
路
線
パ

ス
の
川
崎
被
に

つ
い
て
は
勺
日
ま
で
に
訓
杭
川
上
リ
地
応
住
民
た
ど
か
ら
.
於

さ
れ
る
こ
と
に
主
っ
て
い
る
。
叫
L

か
山
山
さ
れ
て
い
た
た
め
、

な
い
ね
既
鍬
の
と
お
リ
A
J

M

の
検
討
し
た
結
果
係
刑
さ
れ
た

A
M
シ
ョ
ー
で
は
メ
ダ
ル
ゲ

む
の
.
チ
ャ
ー
タ
ー
パ
ス
は

l
ム
附
係
を
小
川
山
下
似
で

K
点
京
駅
と
附
均
九
五
ゆ
を
.
H

分
し
な
い
ニ
と
に
な
っ
て
ね
附
仲
間
似
打
成
巡
'h

川守
る
ニ
と

り
.
従
ボ
と
比
べ
小
川
決
定

に
な
リ
・
会
場
へ
は
録
制
円
で

は
終
日
切
に
進
む
む
の
と
，
T
測
入
場
行
を
巡
ぷ
-
ア
と
に
な
る
。

さ
れ
て

い
る
・

二
れ
に
よ
っ
て
路
線
パ
ス
の

A
M
シ
ョ

l
会
期
山
¥
会

泌

維

の

緩
利
が
凶
れ
る
と
し

幼
と
点
以
駅
を
む
す
ぶ
チ
ャ

て
い
る
。

8
月
幻
日
、

d
…料
パ
ス
4

最
終
小
間
決
定

運
行
を
採
用

以

K
の
山
山
総
社
の
・7
ち
⑪

川
系
会
社
の
へ
H
i
川
お叫けれ
が
セ

ガ
社
と
エ
ス
コ
岬
H
U
切
に
認
め

ら
れ
、
@
制
限
・
耐
の
小
間
希

慢
が
明
H
H
H
付
録
必
業
と
附
本

制
副
作
所

γ
dめ
・
り
れ、

。
小

川
内
の
仙叫
H
肌
々
h
M
M

小
か
/
グ

7
.附
J
H
な
ど
六
社
に
付
し
て

必
め
ら
れ
た
。

ま
た
小
間
の
位
遣
決
定
は

八
H

川
，
卜
4

け
に
点
点
で
聞

か
れ
る
会
合
で
枇
終
的
に
決
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セ
ガ
社
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ

ョ
ー
開
催

s
h
シ
l

b
凶

He
、ノ同

〆
，
ズ
ン
主
目
。
ー

カ
ラ

l
X
Y
方
式
、
新
メ
ダ

ル
機
な
ど
発
表

附
催
、
六
行
人
を
貼
唱
え
る
業

お
い
い
よ
3

て
会
以
は
熱
気
に

包
ま
れ
た
。

こ
の
新
裂
品
川
山
川小会
は
、

米
川
川
七
ガ
付
/
グ

レ
ム
リ
ン

H刊
の
ダ
イ
ス
ト
リ
ピ
λ
l
タ

l
会
九
け

で
ハ
川

1

.
H
)
以

僚
の
米
削
か
ら
の
紙
製
品
倣

側
セ
ガ

・
エ
/
ず
l
フ
ラ

イ
、七
ス
(
本
社
市
民
点
、

ロ
ー

ゼ
ン
士
主
〕
丹
、
ま
-
・
421
4

』句

4
f
・1
、
，
I

問
日
の
新
作
発
表
会
に
刊
紙
き

仁
川
て
ト
一

川
、
点
以

-
H山

川
の
ホ
テ
ル

・
パ
シ
フ
ィ
Y

7
じ
て
こ
と
し
-

川

H
の
川

村
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ン
ョ

ー
を

セガ社展にて{左から右へ)セガ社・中山副社長、ンユレンゼル副社長、

エスヨ貿易・森従長

角

{付発引
「
ジ
ャ
ン
ピ
ュ
1
7
」
商
の
経
緯
は
本
紙
第
附
丹
既
報
と
も
に
ジ
|
ジ
1
7
イ
が
オ

日目一

隊
機
削
題
は
、
T

V
ゲ

ー

ム

の

と
お
り
で
、
こ
と
し
に
な
ル
カ
に
対
し
通
常
的
以
刷
出
慨
を

日
一
機
「
ジ
ャ
ン
ピ
ュ
l
タ
l
」

っ

て

ス
タ
ン
レ
ー
電
気
附
{本

与

え

て

い

た
。
し
か
し
な
が

け
一
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
で
社
東
京
、
北
野
後
興
社
長
)
ら
資
一
一
河
上
は
い
ぜ
ん
ス
タ
ン

回
一

あ
る
聞
こ
立
技
研

(本
社
点
か
ら
鮒
オ
ル
カ

(本
社
米
点
、
レ
l
電
気
に
あ
る
と
い
う
段

2
'一
家
、
帰
国
学
三
社
長
)
が
、

岡
本
栄
副
社
長
)
に
、

「遊
附
に
あ
っ
て
、
既
報
の
事
什

月

ジ
1
ジ
l
ア
イ
鮒

(本
社
東

闘
地
機
械
総
具
(
業
務
用
テ
ら
し
き
も
の
が
発
生
し
、
泌

京
、
小
田
市
武
夫
社
長
)
か

ら

レ

ピ

ゲ
l
ム
織
を
合
む
)」

乱
状
態
が
続
く
な
か
、
当
市中

問
題
と
な

っ
た
尚
棋
院
聞
を
七
(
第
九
類
の

一
郎
分
)
で
分
者
で
あ
る
・
ニ
A
U
T

技
研
が
七
月

月
十
五
日
付
で
買
い
と

っ
た
制
緩
波
さ
れ
、
さ
ら
に
オ
ル

十
百
H
付
で
問
権
利
を
全
面

こ
と
に
よ
り
一
応
解
決
し
た
。
ヵ
か
ら
ジ
l
ジ
|
ア
イ
に
問

的

に
綴
り
受
け
て
、
問
題
の

こ
の
尚
銀
総
問
題
の
当
初
権
利
が
全
面
緩
波
さ
れ
る
と

般
を
と
り
払
う
こ
と
に
な
っ

ゲームマシン第171号昭和56年 8月15日( 3 ) 

r奇叫
昭和何年8月15日

、rJ一
h 高

商
標
権
問

-・・・・・・・圃

「ジ

ャ

ン

ピ

ュ

l

タ

」

「フロッガー」
セガ社のもの

州
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
本
社
東
点
、

ロ
ー

ゼ
ン
社
長
)
と
コ
ナ
ミ
工
業

側

(本
社
大
阪
、
上
月
川
県
正

H
U
E
R
)
と
は
七
月

一十

一
日

に
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

し
、
セ
ガ
判
刊
は
コ
ナ
ミ
工
業

開
発
に
よ
る
T

V
ゲ
l
ム
機

「
フ
ロ
ッ
ガ
|
」
を
日
本
を

含
む
他
界
中
で
独
占
的
に
製

造
、
販
売
す
る
権
利
と
、
「
フ

ロ
ッ
ガ
l
」
に
関
す
る
す
べ

て
の
尚
際
機
、
著
作
他
(
背

楽
卜
の
も
の
を
含
む
)
そ
の

コナミ工業が契約

他
の
工
業
所
有
絡
を
使
用
す

る
掛
川
利
を
得
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

上
の
写
真
は
セ
ガ
社
に
で

契
約
を
締
結
し
た
(
左
か
ら

右
へ
)
セ
ガ
社

・
中
山
線
級

副
社
長
、
コ
ナ
ミ
工
業

・
上

月
社
長
、

セ

ガ

社

シ

ュ
レ

ン
ゼ
ル
制
社
長
。

コ
ナ
ミ

「
ハ

ス

ラ

|
」

日
本
物
産
、

R

&
D
に
も
許
諾

コ
ナ
ミ
-
上
世
南
側

(本
社
大

阪
、
上
同
対
町民
社
長
)
で
は

岡
村

r
vゲ
l
ム
機

「ビ
デ

オ
ハ
ス
ラ
l
」
に
関
し
、
園

内
向
け
発
売
元
と
し
て
蜘
セ

ガ

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

と
レ
ジ
ャ

y

ク
仰
の
プ
社
を

附
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
さ
ら
に

U
本
物
派
閥

(本

社
大
阪
、

鳥
井
末
治
社
長
)

に
製
造
泌
総
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

生
お
海
外
で
は
セ
ガ
判
刊
を

通
じ
て
、
災
関
な
ら
び
に
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
市
幼
へ
は
英
凶

ル
y
フ
ァ
l
&
デ
ィ
ス
社
(本

村
ロ
ン
ド
ン
、
ボ
ブ

デ
ィ

ス
社
長
)
に
基
板
販
売
の
形

で
製
造
許
泌
し
て
い
る
。

上の写真は参考出品と在ったr"ベース・フューリ-Jテー
フル盤。カラーXY方式、発FE棋聖織などで注目されている。

ラ
l
」
テ
ー
ブ
ル
川』
と
ゲ
i
「
ア
l
モ
ア

・
7
7
J
7
」

ム
ス
デ
ン
ド
型
、

γ
タ
リ
社
ア
ッ
、
フ
ラ
イ
ト
で
、

い
ず
れ

に
よ
る
汁
ぷ
機
「
ウ
4
i
u
も
、
小
山
日
の
出
叫日制
。

ー
ド
」
ゲ
l
ム
ス
タ
ン
ド
虫
、

T

V
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機
で

ロ
ッ
ク
オ
l
う
社
じ
よ
る
泊
は
4
段
と
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ

ぷ
機

(川刊
し
版
必
さ
れ
な
い
)
し
た
同
社

「
ニ
ュ

ー

ク

ラ

J

A

M

M

A

・
デ

イ

ス
ト

リ

ビ

ュ
ー

タ

|

部

会

ン
ド

・
ダ
ー
ビ
ー
」
を
準
以

し
符
作
権
問
題
特
別
委
け
は
会
メ
ー
カ
ー
低
価
陣
カ
式
な
ど
に
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
ー
の

い
、
川
村
附
発
の

「
ビ
デ
オ

と

協

同

歩

調

体
制
を
と
る
と
つ
い
て
活
発
な
意
見
の
交
換
市
場
は
総
少
し
つ
つ
あ
り
、

ホ
l
カ
l
」
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

と
も
に
、
「
コ
ピ
ー
で
き
る
が
行
な
わ
れ
た
が
、

と
く
に
オ
ベ

レ
ー

ン
ヨ
ン
以
外

に
侠

{ぷ
作
機
)
、
非
T

V
の
メ

も
の
は
売
ら
な

い
よ
う
」

メ

結

論

は
な
か
っ
た
。
な
お
デ
き
る
遜
は
な
い
状
況
で
あ
り
、

ダ
ル
ケ
i
ム
俄

「ル

l
レ
ツ

|
カ
l
い
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
l
の

現

コ

ピ
ー
で
き
な
い
も
の
を
メ

ト
」
改
良
版
な
ど
が
披
・
ぬ
さ
な
ど
身
え
た
い
と
の
健
常
常
が
実
に
つ
き
、
③
地
方
の
弱
少

|
カ

ー
に
行

っ
て
も
ら
う
よ

れ
て
い
る
。

あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
将

メ
ー
カ
ー
は
大
手
メ
ー
カ
ー
う
メ
ー
カ
ー
側
に

F
G4.し
た

以
と
、
シ

3
1川
日

に

ヲ

ナ

そ

の

他

T

V
ゲ
l
ム
機
で

来
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
じ

の
進
出
に
よ
り
オ
ペ
レ
ー
タ
い
ー
ー
な
ど
の
切
実
な
発
言

ミ
・
よ
業
と
の
聞
で

交

さ

れ

た

は

コ

ナ

ミ

ai業
の
「
γ

l
ジ

な

っ

た
。

l
に
転
じ
ぎ
る
を
得
ず
、
そ
が
な
さ
れ
た
。

契
約
に
必
づ
く
叫
州
製
品
川
出・
4

ア
ノ
」
テ
l
フ
ル
刷
ム
(
ぷ
作
ま
た
③

メ
ー
カ
ー
に
対
す
の
た
め
メ
ー
カ
ー
団
体

(
J

な

お

次

凶

は

全
体
会
議
と

と
、
さ
ら
に
川
社
メ
ダ
ル
ゲ

機
)
が
参
μ
町
出
品
と
な
っ
た
。
る
そ
の
他
の
間
川
崎
点
と
し
て

A
M
M
A
)
加
入
資
絡
の
有
し
て
八
月
一
-H
、
東
京
で
閃

l
ム
機

「ニ
L
・
I
-
グ
ラ
ン

T
V
ゲ
l
ム
機
以
外
の

ア

コ

λ

卜
、
泌
氏
、
版
必
価
格
、
無
ま
で
彬
抑
刊
し
て

い
る
、
⑥
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ド

・
ダ

ー

ビ

ー

」

を

中

心

と

1

ヤ

ー

ド

ゲ

1

ム

臨

時

で

は

、

1
i
l
l
i
t
-
-
I
l
l
i
-
-
!
1
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
4

L
た
内
総
と
な
り
、
七
力
社

関

例

制

問

機

製

作

所

「
サ
i
ヵ

風

営

パ

チ

ン

コ

。

超

特

電

幾

で
は
、
終
然
庁
津
港
に
沿
っ

系
列
の
仰
エ

λ

コ刊
日
幼
か

ら

ス

」

、
ぺ
品
化
下

「ザ

カ
ラ

'

・

1

・

‘

ベ

J
L
-
L

て
臼
主
規
制
を
決
定
、
メ
l

，

r
‘

・

、

・

F
F
同

E
E
Z

丸

山

町

十

日

ぬ

れ

に

ヴ

パ

九

九
月
末
ま
て
に
政
造

U
持
者
げ

川
れ
い
U
引

M
Yを
げ

「

汁

刊

に

ノ

畑

一

パ

制

限

加

え

た

新

要

件

に

順

次

変

更

A
M
M
M
M
Uド
ド

。

川

悦

ぶ

さ

れ

た

製

品

は

フ

リ

イ

ト

」
な
ど
。
{
以
上
の

う

全

図

的
に
い
わ
ゆ
る
H
フ
ぅ
，
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

調
穴
に
よ
る
と
H
超
特
篭
機
H

Y

ハ
l
、

T
V
ゲ
l
ム
機、

ち
ト
よ
な
新
製
品
に
つ
い
て
は

ィ
l
パ
l
m
H
パ
チ
ン
コ
(
業

パ

チ

ン

コ

の

オ

ベ

レ

l

ず

は

六

月

プ
十
一

u現
在
で
一
一

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l

ム

「

話

題
の
マ

γ
ン
」
で
ぬ
械
)
界
で
は
「
超
特
常
織
」
と
時
1
釧
縦
で
あ
る
全
遊
協
(
全
十

一万
八
千
二
百
九
十
一-
ム
口

機、

メ
ダ
ル
ゲ
I
ム
機
と
広

1

1
I
l

l
i
-

-

i

I

ん
で
い
る
)
の
人
気
が
統
い
凶
遊
技
業
協
同
組
合
斐
H
〈
と
と
の
こ
と
。

純
川
川
で
、
そ
の
内
%
は
次
の

紛

ダ

イ

ワ

日

以

幼

(

刷

旭

川

)

、

て

い
る
が
、
そ
の
過
熱
化
に

|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-
--

-

と
お
り
。

ま
ず
T

V
ゲ

l

ム

附

ユ

ニ

子

ノ

タ

|
ブ

げ
4
ズ

と

も

な

い
野
察
庁
で
は
六
月

J

A

M

M

A

第

2
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

機

で

は

米

同

セ

ガ

社

/

グ

レ

(

仙

台

)、
仙
川町出
川
総
山
川
(
長

卜

H
付
で
全
国
都
道
府
県
野

a

j

i

ム
リ

u
r
g
-
-

野
)
、
岐
中
村
機
附
{
岐
阜
)、
に
還

を

行

な

い

、
規
制
す

9
1
、
白
日
比
合
司
主
主

X
Y
モ
ニ
タ
ー
方
式
の

「
ス

山

叩

九

州

恥

貿

易

(長
崎
)。

A
U
巾

る

占
引
を
打
ち
出
し
た
。

1
i
r
E
金
小
恥
化
勺
宵
W
A
M
H

ベ
l
ス

・
ヒ

ュ

l

リ

l

」

テ

任

部

会

は

十

時

円
J
JH
に
附
催
、

規
制
内
谷
は
「
二
十
秒
間

ー
プ
ル
裂
が

「
ス
ペ

ー
ス
・

日
本

ア
ミ
ュ

l
メ
メ

ン
ト

同
部
会
は
J
A
M
M
A
の

一

-
-
カ
M
H
に

一一
肢
は
同
部
会
の

附
く
ア
タ
ッ
カ
l
(
人
抗
日
)

J
A
M
M
A
で
は
里
見

治

て

い

る
。

オ
デ
ツ
セ
l
」
に
絞
き
披

減

?

?
ノ
工
業
協
会

(
J

A

M

郷
で
あ
る
が
、

デ
ィ
ス
ト
リ
全
体
会
泌
を
聞
く
。

の
凶
数
は
十
白
ま
で
と
す
る
」
氏
(
サ
ミ
l
工
業
側
}
と
金
こ
れ
は
六
月
十
九
円
の
第

さ
れ
大
き
な
河
川
泌
と
な
っ
た
。
M

A
)
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ょ
ビ
ュ
ー
ヂ
ー
は
本
米
メ
ー
カ

①

同
部
会
の
巡
，
一
甲
山
に
閃
な
ど
hハ
項
目
で
、
と
く
に
七
沢
義
秋
氏

(側
ジ
ャ
パ
ン
レ

e
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
好
評

次
い
で
コ
ナ
ミ
問
先
で
七
ガ
ー
タ
ー
部
会

(部
会
長
H
森
ー
で
は
な
い
の
で
j

A

M

M

し
て
、
特
ト
い
~
ア
イ
ス
ト
リ

ビ

月

十
rR
H
以
後
新
設
さ
れ
る
ジ
ャ
|
)
が
怜
事
と
な
っ
て
を
博
し
た
の
に
続
き
、
金
一副

社
製
の

「
フ
ロ

y
ガ

i

」

テ

俄
次
郎
氏
・側
エ
ス
コ
伐
い切
)

A
い
あ
る
こ
と
'H
体
不
合
段

ュ
l
タ
l
m
会
は
業
界
必
引
機
械
は
新
要
件
を
満
た
し
て
同
会
誌
を
対
象
に
「
第
二
凶

さ

れ

た

も
の
。
す
で
に
第

一

l
ブ
ル
明
、

「
ビ
デ
オ
ハ

ス

で

は

じ
月

九
日
、

T
U
O
Rピ
で
あ
り
、
従
っ
て
将
米
デ
ィ
の

N
向
を
打
ち
出
し
た

い

、

い

る

こ

と
、
ま
た
九
月
三
ト

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
を
八

月

卜

闘

の
実
綴
が
あ
る
た
め
、
ハ

ル
に
で
第
-
一川
会
人
刊
を
開
き
、
ス
ト
リ
ビ
ュ
1
タ
l
独
内
の

と

の

意

向
で
あ
り
、
・」の
芯
日
ま
で
に
従
来
出
慨
を
新
嬰
件
九
H
、
大
箱
般
カ
ン
ト
リ
ー
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
も
設
け
ら

中
l

自
の
深
題
に
つ
い
て

λ
漁

協

会
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

川怖
で
コ
ヒ
l
問
題
な
と
に
閃
を
満
た
す
べ
く
改
造
す
る
よ
ク
ラ
ブ
で
聞
く
こ
と
に
な
っ
れ
て
い
る
。

す
る
と
と
も
に
、
将

米

的

に

そ

の
作
業
を
お
よ
そ
，
年
間

雲
FE
E
-
-
E司王
聖
書‘ZZ
E
E-雪
量
事
-E事
EF--雪
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芸
聖
書
司
王宮
豆一軍
喜
曹
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量
雪
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デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
3
1

7

1
独

と

み

て

、
こ
の
問
題
を
合
め

A

M

シ
ョ
l

入

場

に

必

要

な

「
招

待

券

」

決

ま

っ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
合
問
九
八
l
凶
七
六
七
、
N

自
の
協
会
を
作
る
と
の
ん
剣
山
て
部
会
の
問
題
を
討
議
す
る

h

F

b

j

・

'

・

1

『

，

・

ー

こ
の
た
め
本
紙
で
も
、
従

来

A

O

H

g
四
O
七
|
八
七

↑

h
hし
た

。

た

め

の

「

j
s
L
A47Fγ
土
。
当
て
d
q

大
勢
の

著

に

刈
し

「招
待

二

い
ず
れ
も
家
主

。
m

こ

の

会

合

で

は

目

立

ハ

設

定
し
、

メ
ー
カ
ー
側
、
ォ

ー

っ

金

，

ド

k
室

ロ

当

二

司

、

阜

市

?

を

送

付

し

て

き

で

入

場

容

は

一
め
ん
に
掲
載
の
と

i一
e
-
H
)
会
合
で
けん
山
山
さ
れ
ベ
レ
l
タ
l
側

の

意

見

も

参

の

便

を

図

つ

で

き

た
が
、
A
7

お
り
。

た
同
部
会
の

五

向

。
っ
け
H
身
に
し
て
進
め
る
o

「招

待

券
」

配

付

サ

ー

ビ

ス

は

制

限

へ

囚
か
ら
そ
れ
を
取
り
や
め
に
ま
た
英
文
の

d
管

r

を
基
ぬ

μ
さ
ら
に
問
題
点
を

全

凶

余
地

の

テ

イ

ス

ト

リ

第

叫
W
M
A
M
-
ン
ョ
!
の
企

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。
従

つ

に

つ
い
て
は
、

「
招
待
状
」

そ
れ
ぞ
れ
盤
則、

解
決
の
H
H
ビ

ュ
1
7

i

{
J
A
M
M
A
州
、
巡
併
を
進
め
て
い
る
シ

て
「
招
待
券
」
の
必
裂
な
人
そ
の
む
の
は
無
料
で
m
怠
す

体
化
を
阿
る
と
し
、
お
よ
そ
会

U
外
を
合
め
る
)
か
ら
次
ヨ
l
実
行
委
以
会
が
決
め

た

は

そ
れ
ぞ
れ
の
協
会
本
務
局
る
が
、
そ
の
「
封
筒
」
に
つ

次
の
よ
う
な
総
楽
な
ら
び
に
の
ト
争

社
を
常
任
部
会
員
と
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
従

米

鈍

…

な

い

し

は

そ

れ

ぞ

れ

山
山
反
社
い
て
は
発
送
寄
祉
の
負
担
と

決
定
を
行
な

っ

た

。

す

る

。

紛

争

ム

ス

コ

ロ

い

却

、

シ

料

で

配

街

し

て

い

た

ス

l

パ

に

依
頼
す
る
な
り
し
て
、

人

し

て

い

る
。

①

悶
郎
会
の
梢
成
メ
ン
グ
マ
北
川
小
中
山
側
、
胸
テ
l
カ

ン
、
l
パ

y
グ

と

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

手

す

る

こ

と

が

恕

ま

れ

て

い

「

紹

待

券

」
を
持
参
し
な

パ

l

(
l
間
社
)
が
少
な
す
仰
ナ
ム
コ
(
以
上
い
氷
点
)
、

は

有

料
と
な
り
、
七
ッ

ト
で

る

。

場
務
局
の
滋
お
窓
口
可
は
い
人
は
入
場
で
き
な
い
が
、

g
、
実
態
を
カ
バ
ー
し
き
れ
仰
カ
ワ
ク
ス
、
鰍
ロ
ー
ラ
ー

で
百
円
で
販
売
さ
れ
る
こ
と

J
A
M
M
A
H
合
五
九
亡
l
m
待
各
社
が
便
宜
を
図
る
よ

で
い
な

い
こ
と
に
つ
い
て
、

卜

口
ン
大
阪
(
以
上
大
阪
)、

に

在

っ

た

。

二

丘

hハ
一一一
、

J
A
P
E
A
1
7
指
示
さ
れ
る
も
よ
う
だ
。

独
自
の
協
会
め
ざ
す

全
国
日
社
の
常
任
部
会
を
設
置

。‘、

た
も
の
。
当
然
な
が
ら
料
品
記

上
で
で
一立
技
研
の
も
の
に
な

る
の
は
な
お
数
ヵ
月
走
裂
す

る
が
、
権
利
主
張
に
よ
る
申

し
入
れ
な
ど
の
事
態
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ー
カ
ー
の
も
と

に
同
総
利
が
あ
る
以
上
、
も

は
や
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
得
減
先
で
あ
る
タ
イ

ト
ー
が
す
で
に
機
組
名
を
「
T

T
マ
ー
ジ
ャ
ン
」

に
変
え
た

ほ
か
、
す
で
に
い
く
つ
か
機

敏
名
を
変
え
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
そ
の
必
要
は
な
く

な
っ
た
と
昔
悶
え
る
。

「ジ

ャ

ン

ピ

ュ

l

タ

」

商

標

権

問

題

で

著
作
権
協
会
に
回
答

日

本

ア

ミ

ュ

ー

ズ

メ

ン

ト

マ

シ

ン

工

業

協

会

凶
官
民
正
会
長
)
か
ら
の
七
月

十
日
付
の
抗
議
文
に
対
し
、

次
の
と
お
り
の
内
容
の
「
回

答
お
」
を
送
付
し
た
。

回
答
書

H
什
俊
昭
和
五
六
年
七
月

}
O
n
に
平
沼
京
別
氏
他

一

名
が
、
当
協
会
に
持
参
さ
れ

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
工
業
協
公

(
J

A
M

M

A
)
で
は
七
月
二
十
二
日

付
で
、
さ
き
ほ
ど
の

「
U
本

ア
ミ
ュ

ー
ズ

メ
ン
ト
著
作
椛

協
会
」

(事
務
所
H
米
-
M
小
郎

千
代
悶
区
内
響
町

一
の

一
の

一
、
常
附
ホ
テ
ル
凶
O
六
、

宮
必
八
O

|
八
八
二

て

森

オミ
ホ木

周

応
解
決

森
岡

一
氏

(も
り

・
し
申

う
い
ち
H
mm相
鉄
仁
川州
社
長
)

六
月
十
七

U
午
前
卜
時
間

4

分
、
同
H
ガ

ン
の
た
め
来
示
作品叩

市
ω
会
医
大
附
M
-
h
刑
院
で
死
去
、

八
十

.
銭
。
;
e
虫
間
町
内
日
市

市
出
身
。
自
宅
は
点
点
剛
山
北

区
志
茂
こ
の

ニ
卜

e
の
五
。

組
幹
儀
は
社
務
と
し
て
十
九
H

午
前
十
時
か
ら
'U
宅
で
行
な

わ
れ
た
。
波

LFは
長
引
森
政

一
二
、
、
昭
和
鉄
J

E
L
F
工
社
長
、

行
氏
。
務
儀
委
員
長
は
-冗
多

威
川
園
悩
臣
民
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
の
古
都
鐙

氏
。同
氏
は
明
治
三
l
e
一年
六

月
六
十
日
、
凶
日
市
市
に
生

ま
れ
、
卜
八
絞
で
南
カ
に
波

り
、
関
東
大
波
災
を
知
り
日

本

へ
一

時
帰
国
の

つ
も
り
で

神
戸
に
上
除
し
た
と
き
は
'U

動
車
を
七
台
持
っ
て
き
て
い

た
と
い
う
。
そ
の
ま
ま
日
本

に
綴
り
、
ゎ
米
京
や
川

n市
で

運
送
業
、
自
動
車
販
売
業
な

ど
を
滋
み
、
攻
以
向
島
で
タ

ク
シ
ー
業
を
営
ん
で

い
た
こ

と
が
出
刊
紙
で
昭
和
十
年
ご
ろ

か
ら
各
地
の
逃
側
地
で
遊
戯

機
械
の
委
託
公
業
を
行
♀
う

神，
... 

た
同

U
付
の
賞
協
会
か
ら
の

抗
議
文
に
対
し
、
次
の
と
お

り
凶
答
し
ま
す
。

当
協
会
は
、

『
「
ジ
ャ
ン

ピ

ュ

l
タ
」
の
商
機
権
問
題

へ
の
対
応
』
の
文
谷
中
「

ee
-
-日
本
ア
ミ
ュ
l
ズ

メ
ン

ト

・
マ
シ
ン
著
作
権
協
会
の

も
の
と
称
す
る
人
達
が
・-

」
な
る
記
述
を
為
し
た
が
、

該
記
述
は
、
当
協
会
に
寄
せ

ら
れ
た
多
く
の
事
例
及
び
資

料
を
充
分
か

つ
慎
重
に
調
査

検
討
し
た
上
の
も
の
で
す
。

即
ち
、
(
ニ
日
本

ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
卜
・

マ
シ
ン
著
作
品
慨

協
会
の
も
の
と
称
す
る
者
が

各
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
来
た
こ

と
、
(
ニ
)
そ
の
者
が
「
ジ
ャ

ン
ピ

ュ
l
タ
」
の
点
問
機
絡
に

つ
い
て
詳
し
い
説
明
は
、
設

協
会
の
電
活
番
号
で
あ
る
五

八

O
ー
八
八
二
一

に
電
話
し

て
附
略
説
せ
よ
三
述
べ
た
こ
と
、

よ
う
に
昏
っ
た
。
す
な
わ
ち

述
総
務

一
氏

(日
本
娯
楽
機

側
社
長
)
、
政
山
間
占
同

一
氏

(東
洋
娯
楽
機
側
前
社
長
)、

政
若
間
部
繁
之
助
氏

(
サ
ク

ラ
娯
楽
側
前
社
長
)
ら
と
昭

和
初
期
の
A
M
業
糾
創
成
期

を
築
き
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

同
氏
の
委
託
営
業
の
畿
矧
に

は
荒
川
遊
闘
地
が
あ
り
、
こ

こ
に
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
な
ど

小
製
品
木
物
機
を
殺
託
、
運
営

し
た
の
が
始
ま
り
で
、
当
初

タ
ク
シ
ー
業
と
の
兼
業
で
あ

っ
た
が
後
に
遊
戯
機
械
の
製

造
、
販
売
、
委
託
営
業
が
主

と
な

っ
た
。

杉
長
区
の
大
山
括
公
開
、
大

切
い
の
洗
足
池
な
ど
り
ケ
l

シ
ョ

l
ン
は
多
く
、
新
街
御

山犯
で
の
川
町
測
を
出
慨
に
M
m
利
二

十
七
年
一一
一月
に
昭
利
鉄
工
仰

を
ぷ
虫
、
多
摩
川
閑
や
各
デ

周一氏lI. 

ま
た
人
弱
に
際
し
て
必
要

な
「
州知
待
券
」
(
ネ
I
ム
カ

ー
ド
を
兼
ね
た
も
の
)
は
今

川
か
ら
山山田
山
討
に
対
し
小
間

放
な
ど
に
よ
る
測
り
当
て
制

と
し
、
刻
り
当
て
枚
数
以
上

は
有
償
提
供
と
な
っ
た
。
こ

の
紋
山
の
是
非
に
つ
い
て
は

縦
間
枕
す
る
向
き
も
あ
る
、が

a・、

(
-
ニ
)
当
該
篭
話
骨
世
田可
に
電
話

し
た
と
こ
ろ
、
同
著
作
権
協

会
と
応
答
が
あ
っ
た
こ
と
、

(
凶
)次
い
で
某
氏
が

「ジ

T

ン
ピ
ュ
l
タ
」
の
山
間
楳
機
に

つ
い
て
・
い
即
答
し
て
い
る
こ
と
、
当
協
会
と
し
て
は
食
協
会
の

そ
の
他
に
泌
づ
い

rお
り
、
謝
罪
安
求
に
応
ず
る
必
裂
は

従

つ
で
、
必
記
述
は
政
協
会
な
い
と
思
制
作

L
ま
す
。

及
び
森
山
交

正

氏

の

名

誉

を

倣

nパ

傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、

昭
和
五
六
年
七
月
-
一
}
・H

来
春
発
行
の

5
0
0
円
玉

大
一
品
扇
一
手
羽
寺
等

・
4

、
、
，
，
h

、司aF，
s
-
4
t
-
，dy咽
a-、
h
J

日
経
新
聞
の
分
析

れ
五
百
円
札
の
半
分
穏
皮
が

政
貨
に
切
り
符
え
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る。

こ
う
し
て
が
行
円
£
発
行

の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
迫

っ
て

い
る
が
、
日
本
経
済
新
聞
(
七

月

1

4
日
)
に
よ
る
と
自
版

機
関
係
者
の
期
待
は
さ
ほ
ど

盛
り
上
っ
て
い
な
い
。
そ
の

岡
山
拠
の
ひ
と
つ
は
発
行
枚
数

が
米
年

一
杯
で
ご
除ド
息
子
枚

と
な
っ
て
お
り

「か
な
り
の

退
磁
が
出
そ
う
だ
し
、
そ
の

一一、，
、P
、d
、eヨaw

割付
伎
の
発
行
日
品
で
は
山
山
凶
る

ハ
M
は
わ
ず
か
」
(
国
鉄
な
ど
)

と
引
い
叫
ん
で
い
る
た
め
。
五
百

円
よ
り
も
千
刊
札
を
ぷ
準
に

し
た
機
械
が
多
い
こ
と
も
思

闘
に
し
て
お
り
、
「
五
百
円

札
が
使
え
な
い
と
利
刑
者
か

ら
叫
官
僚
が
き
た
こ
と
は
辛
い
-

(阿
)
な
ど
、
強
い
て
血
百
円

王
の
た
め
の
改
造
を
す
る
か

ど
う
か
縦
問
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
一
般
の
自
販
機

も
問
機
で
、

一
部
で
す
で
に

五
百
円
五
則
改
造
計
画
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
全
般
的
に

は
冷
仰
な
対
応
に
終
始
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
が

注
制
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

新
五
百
円
玉
は
デ
ザ
イ
ン

材
質
、
大
き
さ
な
ど
す
べ
て

決
ま
り
、
米
司
三
月
ぶ
ま
で

に

州
国
枚
作
ら
れ
四
月
中

に

も
市
中
に
山山
阿
る
予
定
で
、

そ
の
後
も

今
ぬ
五
千
枚
作
ら

新500円硬貨

社
務
で
は
山
間
俊
夫
氏
(東
託
公
業
を
開
始
。
間
十
附
年

洋
娯
楽
機
州聞
社
長
)
、
新
川
H
本
万
国
降
覧
会
内
エ
キ
ス

川
耐
え
平
氏

(
サ
ク
ラ
娯
楽
側
ポ
ラ
ン
ド
滋
同
地
の
巡
営
に

社
長
)
が
川
市
討
を
朗
読
し
た
。
参
幽

L
、
全
日
本
遊
凶
蜘
(柄
引

伐
の
刷W
V
ン
エ
イ

7
i
ル
イ
l
)

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

の
株
、
ト
に
参
加
、
弘
前
且
役
を

1

1

1

1

‘

.

，

-
t
・

'

務
め
て
き
た
。

J
1
1広
一入

RYHLUB輿
精
J

S

U
仁
私
共
良
円
p
f機
社
長
」

開

ニ
ト
京

国

首

I

l

i

-

-

'

i

l

d

，

、

総
設
協
会
地
叫
す
円以
米
、
関
西

l

s

」

氏
。

遊
凶
純
設
事
業
側
全
円
本

-

i

l
-

-

t

一

同

氏

は

明

治

凶

十

年

ニ
月
遊
凶
純
殺
事
業
働
、

u本
遊

-h
'J
J
争、i
眠

二
十
八
日
生
れ
。
昭
和
ニ
ト
闘
施
設
協
会
、
全
日
本
遊
園

.

1
 

-L
-
円
L
P
V
K
太

.

午

二
月
焼
け
野
際
だ
っ
た
協
会

(
J
A

A
)
な
ど
に
所

-F〓
均

』

a'T』
胴

品
川柑

|

a
i
一
iH日、
円
L

I

刑
判
住
所
に
で
機
野
給
機
附
酬
の
似
し
て
き
で
お
り
、
攻
在
も

-
a
E，
d
也
、

-+au
映
写
機
部
品
工
場

「
山
口
製

J
A
P
五
A
、
J
A
M
M
A
、

I

l

i

-

-

」

作
所
」
を
側
人
で
営
心
。
一

N

A

O
に
そ
れ
ぞ
れ
所
以
し

山
口
松
太
郎
氏

(や
ま
ぐ
十
六
年
機
肝
精
機
倒
M，u
い
よ
て

い
る
。
と
く
に
M
J
A
O
で

ち

・
ま
っ
た
ろ
う
H
附
け
興
り
、
全
面
的
に
引
縦
、
ぎ
映
一
与
は
攻
市
、
近
畿
柄
引
:
-支
部
副

総
機
社
長
)
七
円
十
川

U
午

機

製

造

、
組
立
、
阪
じ%
を
継
支
部
長
を
務
め
て
き
た
。

後
十

，
M川
}
十
分
、
消
化
管
続
す
る
。
ニ
l
ニ
午
三
月

、

同

氏

は

ま

た

土

井

川町…
子
氏

出
向
肌
h
M
の
た
め
兵
戚
県
忠一
山

U
興
新
出
岡
山
酬
に
例
人
総
営

か

(

閃
凶
娯
奈
川仰
社
長
)
、
末

-M
病
院
で
死
去
、
七
十
一一
成
。
ら
改
組
、
お
じ
の
会
社

・
土

佐

官
秘
-
氏

(仰
ジ

ェ
イ
ア

l

大
阪
市
出
身
。
，U
宅
は
大
阪
弁
文
化
巡
動
機
製
作
所
と
北
ハ
ル
イ
l
社
長
)
の
そ
れ
ぞ
れ

市
浪
速
区
冗
州

-
の
ニ
の
ト

同
で
飛
行
俗
、
メ
リ
i

ゴ

i

い
と
こ
に
あ
た
る
。
な
お
同

一ニ。

務
儀
は
十
七
日
午
後
四

ラ
ン
ド
な
ど
大
担
遊
凶
機
械

社
の
後
任
社
長
に
は
同
氏
次

時
か
ら
，次
迷
区
元
町
一一
の
八
の
製
造
を
開
始
。
三
十
五
年
明
の
山

n修
:
e氏
が
就
任
す

十
二
、
法
照
寺
に
で
行
な
わ
に
は
九
州
の
別
府
鶴
見
闘
一向
る
こ
と
に
な
っ
た
。

れ
た
。
袋
主
は
婆
山
口
い
く
聞
に
伴
な
い
遊
悶
狗
殺
の
委

パ
ー
ト
屋
上
な
ど
で
の
委
託

蛍
業

に
本
絡
的
に
釆
り
出
し

た
。
附
和
四
十
六
年
ご
ろ
は

同
社
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
・
ー
で
ヒ

ッ
ト
し
て
い
る
。
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O

シ
ョ
l
則
附
中
各
伎

が
独
自
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

を
行
な
う
劫
AH
は
、
シ
ョ

ー
の
行
が
に
支
附
仰
を
き
た

さ
な
い
よ
う
目
的
以
降
に

し
て
ド
さ
い
。

な
い
打
、
協
会
h
似
の
惣

級
会
が
行
な
わ
れ
る
刊
は

幻
時
以
怖
に
し
て
ト
さ
い

。

協

会

K
附
の
シ
J
|

川
川
山
中
の
則
聞
を
含
む
2

ヵ
川
以
前
の
川
川
内
及
び

終

f
後
ω
H
川
は
、
山
山
泌

さ
ま
せ
ん
@

打
独
自
の
川出
aH小
会
は
附
俄

@

ノ

ダ

ル

ゲ

i
ム
機
で
し
な
い
で
下
さ
い
。

現
令
で
の
ペ
イ
ア
ウ
ト
出
問
機
③
規
定
以
上
の
山川
州
酬
な

が
つ
い
て
い
る
も
の
、
リλ
は
M
M
U州
又
は
直
披
附
述
の
な
い

そ
の
よ
う
な
状
態
に
谷
日
切
に
尚
品
は
M
肢
が
で
き
ま
せ
ん
。

変
更
で
き
る
む
の
は
出
展
で
@
沼
矧
の
悦
供
、
小
聞

き
ま
せ
ん
。

内
の

人
場
出
品
制
又
は
芯
念
日
山

②

#

・句
、
と
憾
行
為
に
M
V
の
配
布
は
絶
対
に
行
わ
な

シ
ョ

!
委
員
会
で
は
第
"

使
用
さ
れ
る
よ
う
な
機
械
は
い
で
下
さ
い

。

同
A
M
シ
ョ
l
開
催
に
み
た
出
展
で
き
ま
せ
ん
。

@

出
展
者
以
外
の
む
の

リ
、
出
展
各
社
に
次
の

よ

、

ヲ

②

こ
の
ほ
か
、

他
の

出

は

山
品
業
活
動
は

，
切
で
さ
ま

な
「
山
田
慌
の
規
制
』
を
定
め
展
祉
に
迷
惑
を
及
ぽ
す
よ
う
せ
ん
。

て
そ
の
徹
底
を
凶

っ
て
い
る
@
な
山
山
田
悦
折
独
自
の
行
恨
等
は
、

・

巡
反
等
に
対
す
る
情
芯

也

市

本
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堅
〈
ご
遠
慮
願
い
ま
す
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ω
屯
川A
川
口
附
取
締
法
で

⑦

基

本

的

に
倫
理
に

反

な

お

‘
次
の
事
項
は
必
ず

川
止
め
る
‘
仰
い
叫
に
山
め
た
子

し
、
青
少
年
の
健
全

育

成

上

厳

守

し

て

下

さ

い
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総
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て
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な
い
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の
及
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後
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車
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後
期
劇
団
ゆ
・
?
え
ん
ち

(
点

点
都
文
京
医
、
州
側
後
狭
間
ス

タ
ジ
ア
ム
経
営
)
で
は
‘
地

下
鉄
丸
の
内
線
後
期
市
開
釈
前

の
約
五
百
九
十
平
方
H
M
の
敷

地
に
一
階
往
て
の
「
大
観
覧

車
ピ
ル
」
を
建
設
、
回
陸
上
に

高
さ
五
十
H
M
の
大
観
覧
車
、

二
階
層
に
ミ
-
フ
l
ハ
ウ
ス
を

設
置
し
.
七
月
二
十
五
日
そ

れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
た
。

大
観
覧
車
江
東
洋
銀
楽
機

山側

(
本
社
東
京
、
山
間
俊
夫

社
長
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建
設
に
よ
る
む
の
で
、

直
筏
三
十
幻
の
ホ
イ
ー
ル
に

凶
人
来
り
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
一

卜
六
例
取
り
つ
け
ら
れ
‘
六

本
の
鉄
仲
代
に
支
え
ら
れ
て
い

..、，、

問
題
が
あ
る
と
忽
わ
れ
る
ゲ

ー
ム
機
及
び
映
像
、
デ
ザ
イ

ン
、
車
内
向
な
ど
に
よ
る
表
現

が
品
位
を
欠
き
、

社
会
的
良

俗
の
範
附
を
逸
脱
す
る
も
の

は
、
山
山
総
で
き
ま
せ
ん
。

@

明
ら
か
に
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制
川
町
等
取
締
法
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触
れ
る
(的

機
攻
令
を
ゲ
|
ム
の
川
H
H
と

し
て
使
川
す
る
}
機
械
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山
山

総
で
さ
主
せ
ん
.
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ど。
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十
A
用
品
取
締
法
検
丘
委

員
の
検
伐
に
不
A
H
絡
と
な
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
.
理
由
川

の
如
何
を
問
わ
ず
出
展
を
お

断
り
す
る
と
と
む
に
、
直
ら

に
ぬ
去
を
命
じ
ま
す
{
倹

kz

の
結
果
A
n
絡
と
な
っ
た
機
械

に
は
検
炎
委
員
に
よ
リ
定
取

法
適
A
H
機
織
の
シ
ー
ル
を
貼

付
し
ま
す
)
・

ω
山
山
M
町
縄
問
日
開
明
細
冷
を

定
め
ら
れ
た
H
m
m
ま
で
に
川
崎

山
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
連
時
刊

に
立
附
仰
を
米
し
ま
す
の
で
シ

ぷ
抗
さ
れ
て
い
る
・
』
と
で
、

ピ
ル
処
ぷ
と
と
む
に
大
統
覧

ボ
i
d
池
内M
さ
れ
た
・
.
帥
吋
州

中
l
た
リ
ハ

-
a
・
M
転
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・
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b
F
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-
h
7
L
i
g
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叶

A
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則
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与
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則
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円
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;』磨

ら
が
政
拶
に
しが
みち
、
子
1
7
刈
ケ
l
ツ
の
民
肱
m
h
県
波
と
伐
…
ま
つ
り
の
期
間
中
、

同
内
で

|
ツ
カ
ノ

卜
し
た
後
、
パ
ル
一
以
に
品
川
子
が
送
ら
れ
た
。
絞
J
r
H
は
a
・
川
演
じ
ら
れ
る
。

セ
ロ
ナ
火
山
。
子
氏
ハ
f
m
ツ
ナ
怖
い
て

・
流
ダ
ン
サ
ー
、
ヵ
l
ま
み
に
こ
の
似
し
に
は
ス
ベ
イ

究
会
の
メ

ン
バ

ー
が
似
統
民
ラ
ト
式
表
に
よ
る
本
場
プ
ラ
メ
ン
政
附
、
同
観
光
川
も
協
力

泌
を
披
践
し
た
。
こ
の
「
ツ
ン
コ
鑓
紛
の
迫
力
で
、

閑

吟

し

て
お
り
、
了
ル
パ
レ

ス
刷

ナ
」
と
い
う
の
は
、
学
生
だ
い
瓜
の
盛
り
上
が
り
は
瓜
上
に
領
事
、
文
化
判
中
」
官
レ
ニ

ヤ

け

μ
日汗
さ
れ
た
求
愛
の

民

活

透

し

た
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氏

、
ム
I
イ
L
ル
観
光
い
M
L
U

(
H
本
で
は
初
公
開
)
で
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フ
ラ
メ
ン
コ
と
ツ
ナ
ば
日
以
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出
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し
て
い
る
。
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本
娯
楽
機
械
寸
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レ
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ヵ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る

す

l
仰

(ト
小
川
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点
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加
茂

川
削
工
仰
で
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、
こ
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ど
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的
引
氏
、
J

O
U
}
で
は

業
的
肱
仮
に
と
も
な
い
業
白
川

仁
川

.
け
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勺
八
川
J・
卜
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仰
と
サ
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ス
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向
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ま
で
の•. 

h
川
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「
れ

川

の

と

め

本

社

事

務

所

全

八

川

少
午
を
非
行
か
ら山
小
る
川
以

卜
川
よ
り
H
川
山
に
移
.
恥
し
た

川
誠
住
地
問
問
』

1
A
J、
J
A
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M
A
主
催
で
8
月

初

日

に

創
出
ド内
躍
は
交
泌
の
州
制
げか

J
V故
山
小札
と
と
も
い
「
と
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よ
く
地
ド
欽
削
船
時
的
側
外
化
的

た
行
へ
の
呼
び
か
け
ハ
ト
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5
Z
O内

K比
四

国

川

園

町

、

品

哀

の
hq
ぐ
そ
ば
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ま
た
川
市ド
傍

ι
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ι
1
iド
ル

割

問

宵
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ど
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巴日一
.42

1
Jれ
業
所
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し
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モ
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キ
λ
ホ
ラ
ン
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大
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ニ
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そ
の
拡
を
別
け
た
。

行
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叫経杭
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1
と
の
北共
ハ
悩
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
は
総
m
-
M
が

七

叫

す

H

-A中
γ
ミ
ー
l
λ
メ
ン
ト
取
締
法
説
明
会
」
を
聞
く
。

は
次
の
と
む
り
。

凶
円
に
な
る
}
判
例
の
「
一
反
ま
今
年
は
で
ヒ
パ

〆・

λ
ベ
イ
ン
"
る
七
川
の

「H
川
少
年
を
非
行

マ
シ
ン
工
業
協
会
{
本
泌
ボ
こ
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は
従
米
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ぽ
何
年
J

点

目
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郎
泌
似
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m
N
山
・
・
の
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E
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t
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彩
な
か
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す

市

議

川

附
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ぃ以
、
小
村
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会
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、
J
A

A

A
が
似
し
て
き
た
も
号

、

ト
川
の

l
μ
、
H
H
山
デ
ワ

八
月
ぶ
ま
で
聞
い
て
い
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
繰
り
広
げ
て

泌
品川
い
ひ
き
続
き
、
仰
が
少

M
M
A
)
で
は
八
川
4
J
l

u

一2
帆

l
ピ
ル
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、
合
同
O

-
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初
日
に
附
岡
崎
式
を
脱
出
し
、
関
い
る
。

開
場
式
で
は
エ
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ス
年
行
成
国
以
会
減

(林
帥
阻
ん
点
点

・
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が
閃
の
東
海
大
山
下

一目
悌

・ハ

八

.
、
安
縦
覧
社
長
。

係
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に
よ
る
盛
大
会
オ
l
プ
ポ
ラ
ン
ド
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山
閉
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郎
社
長
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友
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こ
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一
変
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「
冷
夏
予
報
」
夏
も
の
ぷ
料
、
本
荷、

サ
ン
と
さ
れ
て
お
り
、
気
ぬ
が
-
H
川
に
な
り
え
た
の
か
も
知
れ
な

制
州

が
見
事
に
は
ず
れ
、
気
滋
は
グ
ラ
ス
な
ど
か
ら
果
て
は
ス
い
と
什
以
フ
|
ル
と
の
併
問
い
次
々
と
絞
入
さ
れ
る
鋪

犬
山

述
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上
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舟
し
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だ
る
よ
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激
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収
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。
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っ
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。
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れ
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伐
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し
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回
世
ボ
一
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に
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反
し

て
出
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れ
た
場
合
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委
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の
指
示
に
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つ

℃
い
た
だ
き
ま
す
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し
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指
示
に
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な
い
場
合
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す
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刷
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受
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。
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川
}

附
仰
心
の
眺
明
日

号
ゆ
っ
く
リ
犯
し
め
る
.

ミ
ラ
ー
ハ
ウ
ス

「
ミ
ラ
ー

ワ
ー
ル
ド
』
は
附
ん
村
じ
ぷ

社
に
よ
る
む
の
で
‘
後
決
附

ゅ
う
え
ん
ち
が
仏
m
n
に
仰
は
ι

し
た
.
レ
ー
ザ
ー
光
線
や
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
な
ど
を
使
っ

て
利
用
客
の
錯
覚
を
誘
い、

.幻
怨
の
迷
宮
守
防
'
を
つ

く
リ
山
山
す
。
迷
路
全
長
六

l

打
、
所
妥
時
間
六
な
い
し
じ

分。

利
用
科
令
ニ
rH
v
h
ト
門
。

問
問
は
五
四
年
か
ら
-
年

連
続
し
て
、
い
わ
ゆ
る
大
引

絶
叫
7

シ
ン
を
湾
入
し
、
ワ

イ
ド
む
の
の
鉱
充
を
阿
っ
て

き
た
が
、
今
年
は
老
何
日
機
械

の
人
総
え
.
公
共
刈
分
の
改

常
汁
な
ど
，
m
脱
税
備
の
年
仰

に
そ
っ
た
設
側
役
資
を
行
な

い
、
一
一
腕
の
グ
レ
ー
ド
ア
Y

7
を
湛
め
て
き
て
い
る
。

や
パ

キ
ル
を
従
来
か
ら
間
川
窓

し
て
い
る
が
、
こ
の
期
間
は

そ
れ
-勺
の
表
示
を
通
じ
て

汗
少
年
亡
対
し
純
金
で
明
る

い
惣
い
の
ぬ
を
提
供
し
ピ
い

き
、
策
し
い
反
休
み
を
過
し

て
あ
ら
う
よ
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
符
削
刊
の
似
化
を
行
な
う
と

し
て
い
る
。

，一智呈，
TOKEN 

妓術と信頼を誇るメダルメーカー
;
'

l

l

r
|
!
・

そ
れ
4
.
J
A
M
M
A
b
lfJ削叩

い
〆
形
に
な
必
が
、

A

M
-ン

i
l
開
山
川
に
あ
た
り
沼
山
明
以

途
一
以
の
今
い
よ
-
J
r
州
知
徹

ば
1
る
た
め
聞
か
れ
、
川
訟

の
山
他
行
、
内
山村、

F
総
に
つ

い
て
出
H
M
州
L
小
ル
ト
l
w
公

低
ポ
暢
品
川
政
山
川

A
の
州
山中l
I

が
け州
帥
と
な
J
て
説
明
す
る

も
の
ゆ

川
法
の
総
出
岬
な
ら
び

に
お
必
が
あ
り
、
何
年
M
m

の
必
川
会
と
な

~
て

い
る
。

演

奏

者

。y

へ-

7 

、1・t公シ

，~ 11 J 
A 

ひ T'一ろ ，v

(. i・1み l総作ズ

λ 

_. /]主

J) 

7 イ i 暁I~ 甜11
4 

111 J(:高 111ジン}11 i 1: 
3γ 

fr}f !~ ;¥'( I I f語
J 

(.式

M 

ìl~ 近総

A の
撤
去
を
九
州
じ
ま
す
。

間

厳

守
市V
削引
の
励
ぬ
窃

又
は
、

⑤
に
途
反
し
た
州
場
合

は
、
シ
ョ

ー
委
員
会
の
指
示

に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
.

も
し
、
指
ポ
に
従
わ
な
い

州場
A
H
は
、
出
回
収
を
お
断
わ
り

い
た
し
ま
す
。

刷

厳

守

事

項
の
@
に
進

反
し
て
、
独
自
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
又
は
、
展
示
会
を
行
な

っ
た
州場
A
けも
し
く
は
②
又
は

⑦
に
述
以
し
た
州場
合
は
、
シ

守
|
会
日
会
の
桁
.爪
に
従
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
・
む
し
、

新
ぷ
に
仰
向
わ
な
い
均
A
H
は
惜
別

7
m
の
風
俗
を
巡
川
し
ま
す
・

例
以
し
し
の
川
訟
に
従
わ

な
い
場
AH
は
、
シ
ョ
l
A
K
U
H

会
よ
り
明
広
川
町
川
を
拠
出
し
、

次
川
の
シ
ョ

ー
山
川
棋
を
お
断

り
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
.

8
月
ロ
日
に

合
同
総
会

N
A
O
近
畿
支
部

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(N
A

O
)
の
近
畿
第

て

第

二

、

第
ス
支
部
で
は
八
月
十
一
日

大
阪
駅
前
約
7

一ビ
ル
の
制
袋

小
闘
に
て
『
合
同
臨
時
総
会
」

を
聞
く
。
議
題
は
「
支
部
規

約
制
定
の
件
、

そ
の
他
』
と

な
っ
て

い
る
。

.‘ .... 

旭精工が

本社移転
8月10日から青山で

株
式
に
改
組

山
側
ル
ピ

コ

/
H
h以
ボ
船
新

山
川
似
本
府
川
町
会
の
じ
、

F
防

ピ
ル
、
合
:
fh
.九
1
.
L
ハ
O

、、

1
・日
:lv
，

ιE
軍て
。

J

aJ
UU引
41
'

も

令

官

E

事
務
所
移
転

ア
イ
レ
ム
州

・
「
袋
-
M業

所

H
A胤
川
市
H
H
れ
・
:
空

O

州
じ
h

ハ
)
:
-九
1
.
じ
-
-九
・

山口内帆
川
什
.所
長
。

地
番
表
示
変
更

o n'全
J、 ~ JlIコ
'. 0 '. ~r 
、}Lの叫
己i八二 %
.t4-t}L l' f1'!i 
1.1 :七会
繁 )の 11
fI:.八;れl'
l長 | 卜制s 全日本地区 :7月4日-7月17自の2週間

.~--

定価オ 5万円

定価60万円
定価46万円

シグマ商事株式会社
干150東京都渋谷区宇田川町13-11
TLX 242-2266 TEL 496-9933 
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「スパイターJ

画期的な映像で趨魅樋錨の世界を演出F
ユニークなキャラクターに話題集中F

シク‘マ・オリジナル

TVゲーム

酬.，、

ユノ
ヤ

ユ

ン
ピ

ー
タ
!
に

関

し

て

a:. 
lI=l 

当

社

製

テ

レ

ビ

ゲ

l

ム

機
「
ジ
ャ

ン
ピ

ユ
|

タ

」
に

っ

さ

ま

し

て

は

発

売

以

来

各

位

よ

り

ご

好

評

を

賜

リ
辱

〈

必

礼

申

し
上
げ
ま
す
。

本
ゲ

l

ム

機

は

、

当

社

が

独

自

で

考

案

、

開

発

、
製

品

化

し

た

も

の

で

あ

リ

ま

す

が

、

そ

の

使

用

に

か

か

る

商

品

名

H
商

標

が

調

査

不

十

分

に

て

目

黒

区

中

目

黒

ニ

丁

目

九

後

十

三

号

ス

ア

ン

レ

|

電

気

株

式

会

社

が

昭

和

五

十

年

七

月

九

日

出

願

し
た
商
標
登
録
一

三

五

ニ

五

二

O
号

の

一

部

と

松

触

し

て

お

り

発

売

以

来

各

位

に

対

し

混

乱

を

生

じ

さ

せ

大

変

ご

迷

迭

を

お

か

け

し

た

『
-
と
を
深
く
お

詫
び
申
し
ょ
げ
ま
す
。

こ

の

允

ぴ

、

ス

7

ン

レ

|

電

気

株

式

会

社

か

ら

登

録

に

か

か

る

ホ
削
除
僚
の
分
割
浪
波
を
受
け

た

品

川

区

よ

大

崎

ニ

T
回

二

十

四

番

十

二

号

株

式

会

社

オ

ル

カ

か

ら

史

に

そ

の

様

淡

を

受

け

た

千

代

田

区

旭

町

五

丁

目

セ

谷

地

ジ

|

ジ

!

?

イ

株

式

会

社

よ

り

昭

和

五

十

六

年

七

月

十

五

日

付

契

約

合

に

基

づ

主

当

社

が

全

面

的

に

そ

の

ぷ

波

を

受

け

現

に

そ

の

登

録

手

続

を

わ

袖
し

つ
つ

あ

リ

ま

す

。

大
変
ご
心
配
を
い
れ
か
け
欽
し
ま
し
た
が
、

以

よ

の

し

だ

い

に

よ

リ

テ

レ

ビ

ゲ

l

ム

後

「
ジ
ャ
ン
ビ
ュ

1

7

」

は

機

械

本

体

、

商

標

捻

、

と

も

に

当

社

に

専

属

的

に

帰

属

す

る

こ

と

と

公

り

、
類

似

商

品

の

製

造

、

販

売

、

宣

伝

、

広

告

も

当

社

の

正

当

な

縫

利

の

佼

客

と

な

リ

ま

す

。

当

社

で

は

こ

の

般

の

権

利

佼

客

に

対

し

ま

し

て

は

必

要

に

応

じ

法

律

上

の

伶

置

を

議

ず

る

所

存

で

あ

り

ま
す
。

関

係

各

位

に

レれ
か

れ

ま

し

て

は

前

記

の

趣

旨

を

ご

理

解

の

上

、

テ

レ

ビ

ゲ

l

ム

機

フ

ゾ

ヤ

ン

ビ

ュ
ー
7
」
の
ご
愛
用
を
閥
均
リ
度
く
、

お

詫

び

か

た

が

た

必

殺

い

申
し
上
げ
ま
す
。

な
レ
ね
念
の
允
め

、

当

社

が

譲

り

受

け

た

商

標

権

の

内

窓

は

左

記

の

通

リ

で

す

。p」
a
z
o
 

商

標

登

録

議

号

商

標

登

録

第

一

意
向
口
叩
の
区
分
訪
中
九
頴

比

制

定

商

品

遊

園
地
機
械
添
日
品
川

機

を

合

む

)

三
五

二

五

二

O
|二
号

(
業

務

用

テ

レ

ビ

ゲ

ー

ム

昭

和

五

十

六

年

七

月

ニ

十

日

-L
・
1
u
p
巳
川
・
1
r、.口鳩
町
ι叶
.H川い
い
門，

JU4
・L
4
u
h
担
Jγ
廿

luv
J
V
SKT'd恥
1
1
6

0) 

有
限
会
社

一一一
立

技

研

代
表
お

指

幸

一ー一

匠i
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，、

「
間
同
少
年
条
例
」

は
長
野
県
宇
除
き
印
|
人

都
道
府
県
仁
お
い
て
、
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
与
が

ら
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
ω

こ
う
し
て
青
少

年
条
例
は
昭
和
一
十
万
年
丘
月
仁
制
定
さ
れ
た

岡
山
県
条
例
以
来
、
三
イ
付
・
に
し
て
全
問
的
な

完
成
を
み
た
こ
と
に
な
る
ο

こ
れ
ら
の
多
く
U

、
¥ 

¥ 
¥ 

な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。

B

残
念
な
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
で
こ
の
件
、
が
務
者
い
た

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
そ
の
健

全
営
業
委
員
会
は
な
に
か
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。

A

少
な
く
と
も
一
度
も

委
員
会
は
聞
か
れ
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
先
日
の
J
A
A
解
散
ま
で

で
す
か
ら
ね
。
で
す
か
-勺
当

業
界
で
「
委
員
会
」
と
い
う

の
は
「
闘
か
れ
な
い
の
は
、

事
件
、
が
起
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
良
い
こ
と
な
ん

だ
」
と
い
う
何
と
も
言
え
な

い
認
織
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

問
題
が
あ
っ
た
の
は

む
し
ろ
業
界
側

W

B

当
時
行
政
当
局
と
の

や
り
と
り
の
中
で
、
ひ
と
つ

明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
つ
ま
り
「
ピ

名

Jff. 

青少年条例制定年月日と名称

E主

n 

uM終
改
正

.ö~ 

1'i 

市l

定

，h
少
2
・
の
保
"
品
、
健
全
合
成
な

F
4
8的
に
し

た
己
主
法
で
、
規
制
事
項
の
主
な
も
の
と
し
て

は
有
害
本
興
行
、
広
u
a
口
物
、
岡
市
町
回
、
'
坑
R
h
の
線

長
、
販
売
の
制
限
|
|
1
r
o
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

い
く
つ
か
の
県
条
例
で
U
ゲ
ー
ム
場
に
対
す
る

規
制
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
』
う
し
た
ゲ
ー
ム

場
へ
の
規
制
は
〈
十
回
レ
ベ
ル
で
み
た
場
合
わ
ず

か
し
か
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
と
U
い
え
、
H
有

官
口
な
“
由
回
同
協
の
ひ
ど
っ
と
さ
れ
て
い
る
実
例
が

あ
る
だ
付
に
依
然
問
題
点
を
残
し
て
い
る
と
言

え
る
の
そ
こ
で
今
回
U
編
集
部
に
よ
る
解
説
を

対
談
形
式
で
行
な

っ
た
。

全国ネット化された青少年条例|

カ
デ
リ
l
サ
ー
カ
ス
」
タ
イ

プ
の
も
の
は
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

機
で
あ
り
、
ド
同
少
年
に
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
い

う
判
断
で
す
。
そ
れ
ま
で
は

は
っ
き
り
せ
ず
、
ゃ
れ
子
ど

も
用
だ
か
ら
と
か
シ
ン
グ
ル

(山
内
政
)
聞
だ
か
ら
と
メ
ダ

ル
ゲ
ー
ム
機
の
焼
定
を
逃
れ

る
向
き
の
あ
っ
た
の
が
、
は

っ
き
り
し
た
。

A

脂
頗
ロ
ケ
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
全
日
間

シ
ン
グ
ル
ロ
ケ
協
議
会
(
A

S
L
)
が
五
十

一
年
に
設
立

さ
れ
(
後
に
解
散
)
、
シ
ン
グ

ル
で
あ
っ
て
も
払
い
出
し
メ

ダ
ル
の
金
品
と
の
交
挽
鶴
市
止

な
ど
自
主
規
制
を
積
み
承
ね

て
い
る
途
中
で
し
た
の
で
、

大
い
に
役
す
つ
判
断
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
「
ピ
カ
デ
リ

ー
サ
ー
カ
ス
」
で
な
く
と
も

メ
ダ
ル
の
払

い
出
し
の
あ
る

A

H川
少
午
条
例
が
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
に
ま
で
及
ん
で

術
的
引
を
り
え
た
の
は
川
町
利
，b

l
a
年
九
川、

つ
ま
り
附
山

県
で
条
例
が
昨
施
行
さ
れ
、
M
m

N
が
ゲ
ー
ム
均
に
忠
人
制
査

に
き
た
と
き
で
し
た
ね
。
そ

れ
ま
で
地
花
の
ゲ
l
ム
場
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
も
合
め
、
払
た

ら
業
削
什
側
で
は
条
例
の
こ
と

は
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
。

日

そ

う

。
ほ
ん
と
う
に

知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
地

花
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
も

「い

き
な
り
胞
行
ど
と
い
っ
て
一夫

絡
す
る
と
は
け
し
か
ら
ん
。

明
日川
に
よ
く
知
ら
せ
る
べ
き

り
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
出械
の
巡
パ
円

で
あ
る
こ
と
を
明

ぶ
し
て
い

る
し
、
広
山
県
、
滋
口
県
で

い
う
「
布
小川
口
辺
投
機
」
も
メ

ダ
ル
ゲ
l
ム
機
で
あ
る
こ
と

を
行
政
勺
川
は
明
肱
慨
に
附
合
え

て
い
る
。

メ
ダ
ル
ゲ
!
ム
機

を
設
也
、
…
必
山
加
す
る
場
合
は

業
界
側
の
“
主
胤
制
「
メ
ダ

ル
ゲ
l
ム
幼
~
池
山
れ
基
準
」
に

治

っ
て
、
当
然
な
が
ら
庁
少

年
は
似
泌
占
の
附
帥
け
の
な
い

判叫ん
n
ゲ
l
ム
判
明
に
立
入
ら
せ

て
は
♀
ら
ず
、
ま
た
ゲ
l
ム

山
川
業
委
ハH
会
が
聞
か
れ
た
わ

け
だ
が
、

「
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム

出
械
が
今
・l
h
以
ド
な
ら
泌
uM

基
準
の
総
川
外
だ
」
と

い
う

な
H
ん
が
山
山
た
り
、
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
と
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の

「併
説
ゲ
l
ム
川
崎
巡
託
基

滋
」
を
ぷ
楽
し
た
り
し
て
銘

綜
し
た
が
、
結
局
も
と
u
L
以

っ
て
「
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
刑
判
通

れ
基
地
中
」
を
守
う
?
と

い
う

内
線
必
に
終
っ
た
。
も
と
に

反
っ
た
こ
と
自
体
は
市
し
い

今
後
こ
う
い
う

に
し
て
も
、

泌
乱
が
ね
枯
ら
な
い
よ
う
い
す

る
た
め
の
将
米
的
な
付
添
は

を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
わ
け

だ
か
ら
、
間
条
例
と
も
川
じ

こ
と
を
.
吋
い
っ
て
い
る
に
r
uき

だ

と

-
H
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
な
い
わ
け
で
す
。

け
れ
ど
ね
、
純
行
に
な
る

B

あ
る
附
山
の

S
C
ロ

ヵ
川
も
前
じ
附
山
県
治
会
で

ケ

で

ゲ

l
ム
川崎
を
経
山
内
し
て

条
例
は
州
制
定
さ
れ
て
い
た
の
い
た
大
阪
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

だ
し
、
広
報
も
さ
れ
て
い
た
の
幼
合
、
オ
ー
ナ
ー
側

(S

ん
だ
か
ら
、
ど
う
し
よ
う
も

C
}
か
ら
の
波
情
で
ス
ロ

y

な
い
。
U
川
山
県
、
か
ほ
ん
と
う
ト
マ
シ
ン
な
ど
の
メ
ダ
ル
ゲ

は
治
初
の
例
だ
っ
た
が
、

川川

山
県
の
ぬ
A
H
は
な
入
制
査
が

具
体
的
い
一尖
鈍
さ
れ
た
の
で

、
ン
ヨ
Y
7
は
大
き
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
ね
。

ー
ム
出
慨
を
入
れ
て
ま
も
な
く

こ
の
立
入
訓
査
を
交
け
、
大

変
立
似
し
て
い
ま
し
た
ね
。

も
っ
と
も
こ
の
オ
ペ

レ
ー
タ

ー
は
来
物
機
中
心

μ
脳
附
し

て
い
た
の
で
、
臼
分
は
メ
ダ

ル
ゲ
ー
ム
な
ど
関
係
な
い
と

い
う
μ
う
え
で
い
た
し
、
自
分

A
鼠
山
、
問
山
、
滋
賀
、
の
糾
し
て
い
る
A
K
M
本
遊
閣

利
秋
山
と
こ
の
問
山
県
で
脊
少
協
会

(
J

A
A
)
の
決
め
た

年
条
例
が
ゲ
l
ム
場
に
刈
す
「
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
均
巡
常
ぷ

る
規
制
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
泊
中
」
な
ど
一
矧
じ
な
か
っ
た
か

よ
く
け
ん
る
と
、
業
料
側
が
向
ら
、
状
似
必
織
が
浅
い
ど
こ

主
規
制
と
し
て
定
め
て
い
る
ろ
か
以
れ
な
訴
と
ィ
リ
え
ま
し

「
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
川
崎
連
活
基

準
」

(
前
日η
お
而
で
全
文
相
均

級
)
の
仙
宮
円
に
合
わ
せ
て
、

ま
あ
念
の
た
め
に
粂
例
で
規

制
し
て
い
る
に
す
ぜ
な
か
っ

た
。
附
山
県
や
利
秋
山
県
の

場
合
は
胞
行
規
制
で
は
っ
き

メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
か
ら
子

ど
も
を
離
す
の
は
当
然

よ
、
ヲ
。A

い

い

え

、
そ
れ
ど
こ

ろ
じ
ゃ
な
く
当
時
の
令
円
本

選
間
協
会
の
対
応
は
、
も
っ

と
ひ
ど
か
っ
た
。
こ
の
事
件

に
よ
っ
て
と
り
あ
え
ず
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
卸
会
の
中
の
健
全

自

，、

ゲ
ー
ム
雌
慨
は
未
成
年
お
に
遊

ば
せ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
が

大
人
の
務
め
な
の
だ
ー
ー
と

い
う
こ
と
が
こ
こ
で
吋
慨
す
一
し

な
わ
け
で
す
。

今
後
は
ゲ
ー
ム
の
内

容

で
も
配
慮
が
望
ま
れ
る

な
ゲ
l
ム
機
で
遊
ば
せ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ゲ
l
ム
内
容
が
行
少
年
の
中

に
ひ
そ
か
「
組
然
性
、
残
品
市

悦
」
を
助
長
す
る
も
の
か
ど

う
か
を
抜
本
に
し
て
い
る
点

で
、
従
来
の
規
定
を
さ
ら
に

一
歩
広
げ
た
も
の
と
言
え
る

わ
け
で
す
。
し
か
し
、
で
は

日
パ
体
的
に
ど
う
か
と
言
う
と

さ
っ
ぱ
り
判
然
と
し
な
い
。

B

「ヂ
ス
レ
ー
ス
」
の

場
合
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

T

V

幽
両
内
の
車
を
操
作
し
同
じ

く
T
V
幽
間
内
で
小
慾
泌
を

ひ
き
殺
す
と
い
う
の
だ
が
、

こ
の
H
ひ
き
殺
す
ω

の
が
交

通
市
般
の
多
い
円
本
の
剣
山
人

か
ら
し
て
h
粗
暴
、
出
問
政
付

と
い
う
品
川
V

じ
を
り
え
る
も
の

ら
し
い
。
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
は
こ
れ
以
上
拡
張
解
釈

す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

般
の
ガ
ン
ゲ
l
ム
、

ド
ラ
イ

ブ
ゲ
ー
ム
は
山
市
l
M
m
に
健
全
娯

川
市
と
さ
れ
る
べ

き
だ
ろ
う
。

A

そ

う

l

l
l
。
し
か
し

そ
う
明
確
で
な
い
長
で
、
は

た
し
て
こ
れ
ら
の
糸
例
の
焼

定
が
怠
昧
を
持
つ
の
か
ど
う

か
縦
問
だ
ね
。
逆
に
考
え
れ

ば
、
ど
う
見
で
も
そ
の
ゲ
ー

ム
内
彩
、
が
イ
ヤ
な
副
知
じ
、

つ

ま
り
明
ら
か
に
制
排
と
か
残

成
寺
感
じ
を
与
え
る
よ
う
な

も
の
は
、
や
は
り
培
ま
し
く

な
い
と
言
え
る
わ
け
ど
。
俄

際
な
笑
い
な
ら
ば
だ
れ
も
文

句
は
.A
わ
な
い
。

B

そ
の
山
山
、
現
古
代
山町」菜

料
の
れ
流
は
あ
く
ま
で
も
他

人
世
?
な
似
※
だ
か
ら
、
な
に
も

こ
れ
ら
の
粂
例
に
以
し
て
い

な
い
し
、
心
配
合
い
。
今
は

夏
休
み
シ
ー
ズ

ン
だ
が
、
々
什

仙
川
で

f
ど
も
た
ち
の
相

T
を

し
て
泌
こ
ば
れ
て
い
る
現
実

こ
そ
大

ωで
し
ょ
う
ね
。

B

そ
の
後
、
昭
和
五
十

三
作
に
は

「
デ
ス
レ
i
ス」

騒
ぎ
が
あ
っ
て
、
形
式
と
し

て
は
電
取
法
違
反
事
件
に
な

っ
た
け
れ
ど
、
宮
内
一
行
は
モ
-
フ

ル
に
反
す
る
ゲ
l
ム
と
い
う

の
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
し

ょ
・
7
。
こ
の
「
デ
ス
レ
l
λ
」

は
青
少
年
粂
例
に
も
以
映
し

て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

A

広
烏
同
町
、

由同
織
的
川
の

脊
少
年
条
例
で
は
従
来
の
射

伴
心
云
々
の
ほ
か
、
「
デ
ス

レ
ー
ス
」
問
題
を
ふ
ま
え
て

「
許
少
年
の
粗
暴
性
又
は
残

民
性
を
助
長
」
さ
せ
る
よ
う

メ
タ
ル
ゲ
ー
ム
機
に
関
す
る
規
制

5

M
人
も
、
阿
川
少
年
に
布
市
古
遜
妓

機
に
よ
り
遊
技
を
さ
せ
な
い
よ
う
努
め

♀
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

富
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

第

一
二
条

川
市
ド
は
‘
泌
山
は
い
川
い

る
機
械
メ
は
川
市
川
ハ

(
以
ト
こ
の
条
に
お

い
て

「遊
校
機
」
と
い
う
)
の
遊
川
叫
ん

法
令
か
ら
み
て
中
l
ぷ
近
同
訳
出
叫
が
符
し
く

H
N
少
汁
の
射
作
心
を
説
先
し
、
J

入
は
助

長
し
、
そ
の
他
A
し
な
山
川
成
を
m
J
ー
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
沈
め
品
と
き
は
、
中ー

砧
同
遊
以
後
を
斤
少
年
に
布
市
川
主
遊
技
般

と
し
て
桁
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
逃
叫
松
地
慨
を
川
河
川
部
し
て
-
併
に
遊
技

を
さ
せ
る
公
業

(風
俗
以
来
守
取
締
法

第

一
条
第
じ
り
じ
縦
定
ず
る
，
一
円
業
を
除

く
)の
、'N業
計
又
は
校
仰
忘
れ
{以
卜

「託

業
お
ち
」
と
い
う
)
は
、
中g
紘一ヤ
ハ
業
の

場
所

μ
前
川
引
の
総
定
に
よ
り
桁
屯
さ
れ

た
遊
技
機
(以
下
こ
の
h
h
M
に
お
い
て
「
μ

山
町
リ
遊
技
機
」
と
い
う
)
を
設
問
し
て
い

る
と
き
は
、
中
l
w同十
引
山
刀
遊
技
臨
時
に
よ
り

遊
技
を
し
よ
う
と
十
る
行
の
M
L
や
す
い

と
こ
ろ
に
巾
l
u
d
t
川
内
止
の
あ
っ
た
行
及
び

庁
少
似
の
わ
れ
わ
乃
遊
同
問
機
の
山
山
川
先
日
間
以
化

コ

~ 

噛

(昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
五
日
)

富
山
県
青
少
年
保
護
育
成

条
例
の
指
定
、
命
令
に
関

す
る
認
定
基
準

。る

行
の
jM 
I)、
を
し
な
l-t 
tl 
1よ
な:
勺

な

3
知
事
は
、
，
M
業
お
等
が
十
引
さ
遊

朴
問
機
を
設
問
し
て
い
る
川崎
ム
円
に
お
い
て

H
川
少
年
に
吋
拶
行
山
川
口
遊
以
機
に
よ
り
逃

伎
を
さ
せ
て
い
る
と
き
は
、
中
3
山
政
ハ
川
業

病
勺
に
け叫
し
、
品川
少
年
の
帥
叫
ん
し
♀
育
成

を
附
る
た
め
に
必
要
な
勧
の
を
行
・7
こ

と
が
で
き
る
。

4
知
事
は
、
前
川引
の
川
制
定
に
よ
る

仙
制
作
を
受
け
た
も
の
が
そ
の
叫
制
作
に
従

わ
な
い
で
庁
少
年
に
の
守
口
遊
技
出
慨
に
よ

り
逃
校
を
在
せ
て
い
る
と
き
は
、
行
少

年
の
他
人
仁
な
山
H
成
を
阿
る
た
め
に
必
喫

主
的
自
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

第

三
一
糸
に
ぷ
づ
く
有
容
遊
校

出
憾
の
指
・
疋
に
附
す
る
ぷ
市

遊
投
機
の
遊
伎
の
+
刀
法
ち
か
ら
み
て

表
し
く
H
H
少
年
の
射
体
心
を
一
説
経
し
、

又
は
助
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

川
遊
技
地
時
の
的
治
や
約
一
枚
の
方
法

か
ら
み
て
、
偶
然
性
が
品
川
く
H
H
少
h
q

の

一
時
の
削
刷
出
掛
の
程
度
を
仰
担
え
る
も

のω
逃
叫
日
出
刊
の
山
刑
造
や
滋
叫
棋
の
ト
刀
法

か
ら
み
て
、
ルポ
し
く
ほ
少
年
の
射
伴

心
を
祉
制
俗
、
助
長
し
、
合
銭
濫
山Mが

谷
川
蹴
的
に
，
y
怨
さ
れ
る
も
の

岡
山
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

(昭
和
五
十
二
年
六
月
一

日
)

{ed引
業
行
附
干
の
内
ト
仁
川
崎
制
)

第
九
条

例
代
引
を
取
り
微
・
7
業
お
、

興
行
を

1
山
川
十
る
丹
、
が
ん
H
円
、
薬
品

級
そ
の
他
の
物
品
を
似
必
す
る
名
、
広

作
物
を
仰
向
ボ
し
、
一
え
は
管
制
叫
す
る
行
、

遊
技
幼
を
0.
円
む
行
そ
の
他
.
一
日
業
を
，
M
む

お
は、

州
f
H
"
に
協
力
し
、
汗
少
年
の
健

全
企
山
円
成
を
咋
さ
な
い
よ
う
白
下
的
な

州
制
法
を
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(深
夜
い
お
け
る
興
行
川崎市
伊
へ
の
人

均
然
止
}

第

一
三
条

興
行
を
主
似
す
る
行
及

び
設
備
を
設
け
て
存
じ
遊
妓
又
は
ス
ポ

ー
ツ
を
行
わ
せ
る
託
業
で
知
事
が
別
に

定
め
る
も
の
を
バ
む
者

{次
凶
引
に
お
い

て
「
興
行
行
等
」
と
い
う
。

}
は
、
深

仮
に
お
い
て
、
正
当
主
埋
山
が
あ
る
山崎

A
H
を
除
き
、
そ
の
興
行
又
は
"
m
品
化
法
の
山崎

併
に
庁
少
年
を
人
幼
さ
せ
て
は
告
ら
寺

、
。
.、

業

{付

ω川叫帥哨)

2
前
川
引
の
岱
帳
戒
を
円
山
中
む
者
は
、
知

事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
入

場
し
よ
う
と
す
る
者
の
比
や
す
い
場
所

に
背
少
年
の
入
場
を
似
む
旨
の
嶋
示
を

し
寺
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

岡
山
県
青
少
年
保
護
育
成

条
例
施
行
規
則

2
深
伐
に
お
い
て
興
行
又
は
前
一引

の
必
業
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
興
行
者

等
は
、
知
市
γ
が
別
に
定
め
る
と
ニ
ろ
に

よ
り
、
人
以
し
ょ
・
7
と
す
る
者
の
比
や

す
い
場
所
に
派
候
は
均
少
年
の
入
場
を

版
む
円
の
お
ぷ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
。
t
 

(
深
夜
に
お
け
る
人
同災
前
止
営
業
の

舟
定
令
〉

第
五
条

条
例
第

-
=
粂
第
一
項
の

知
事
が
別
に
定
め
る
，
uH
崎市は
、
次
に
仰
向

げ
る
も
の
と
す
る
。

け
硬
貨
又
は
メ
ダ
ル
を
役
人
す
る
こ

と
に
よ
り
作
動
す
る
遊
投
機
を
設
置
し

て
%
に
遊
校
を
行
わ
せ
る
も
の

叫

設
備
を
設
け
て
符
に
水
泳
、
ス
ケ

ー
ト
、
卓
球
、
泌
球
、
昨
川
叫
悼
の
打
思
線

開
、
ゴ
ル
7
の
線
料
、
と
ま
っ
き
、
ボ

ー
リ
ン
グ
文
は
7
1
チ
4

リ
ー
を
行
わ

せ
る
も
の

2

条

例

第

一
一
条
第
二
瓜
の
刷
m
a疋

に
よ
る
賜
ぶ
は
、
深
夜
に
わ
た
る
興
行

メ
は
沢
崎
北
の
終
了
時
ま
で
の
問
、
M
悼
式

第
二口
吋

(時
)
け
い
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(有ホ回
路川
一叫
ザ
，
の
指
定
及
び
仰
向
示
)

第
六
条

(
1
、
2
M附
)

3

条

例

第

e
凶
条
第

}
坂
第
三
回吋

の
必
業
で
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
は
、

鋭
化
H
又
は
メ
ダ
ル
を
校
人
す
る
こ
と
に

よ
り
作
動
し
、
'巡
叫
怯
の
結
果
に
応
じ
て

(
有
害
均
投
ち
へ
の
人
間
制
然
止
)

第

一
四
条

次
に
船
げ
る
，
W
業
で
、

KH少
司
の
健
全
な
山
口
成
を
中
uれ
す
る
む
そ

れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
別
に
定

め
る
も
の
を
訂
む
お
は
、
H
H
少
年
を
↓yt

u
品
川
一
品
世
止
を
"
百
む
施
'
ぷ
メ
は
山
崎
山
附
に
入
場

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

け

ぷ
備
を
設
け
て
得
に
射
付
心
を
そ

そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
遊
殺
を
さ
せ
る
包

d島

綱、

(昭
和
五
十
三
年
十
=
月
二
十
三
日
)

符
少
年
の
健
全
企
育
成
を
制
官
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
別
に

定
め
る
も
の
を
符
む
お
は
、
青
少
年
を

当
該
純
A
M
又
は
酬
明
記
川
に
ぶ
ち
人
ら
せ
で

は
な
ら
な
い
。

一

、
二
、
問
略
}

一

設

備
を
設
け
て
存
に
遊
技
を
き
ぜ

る，
U
業

メ
ダ
ル
が
払
い
も
ど
さ
れ
‘
当
務
メ
ダ
が
で
き
る
逃
抜
出
慨
を
設
践
し
て
す
世
に
遊

ル
を
使
m
し
て
叫
ば
遊
技
を
行
う
こ
と
伎
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

滋
賀
県
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

条
例

{布
伸
行
遊
技
の
制
限
}

第

一
八
条

遊
技
機
を
設
れ
し
て
遊

技
を
さ
ぜ
る
こ
と
企
業
と
す
る
者
(
風

俗
託
業
等
取
締
法
第

一
条
第
七
u
h
に
規

定
す
る
パ
円
Z

旧
来
を
，
M
U
F
r
除
く
。
次
瓜

に
お
い
て
同
じ
)
お
よ
び
そ
の
供
腿
者

は
、
。
少
年
に
射
怖
心
を
一
議
後
す
る
お

そ
れ
の
め
る
，
泌
投
機
一
」
よ
り
遊
技
を
さ

せ
寺
い
よ
う
に
館
内
め
奇
け
れ
ば
な
ら
な

、
。

2
知
事
は
、
遊
技
出
械
の
叫
制
送
お
よ

び
逃
伎
の
万
泌
が
恋
し
く
宵
少
年
の
射

伴
心
を
活
発
L
、
ま
た
は
助
長
し
、
そ

の
他
A
1
寺
山
川
成
を
附
常
い
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
川
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
遊
技
陥
慨

を
設
践
し
て
遊
技
を
さ
せ
る
こ
と
を
業

と
す
る
お
ま
た
は
そ
の
管
川
崎
お
に
付
し

て
、
青
少
年
・
の
立
入
り
然
止
ま
た
は
遊

技
ト
刀
法
の
改
持
そ
の
他
必
要
な
情
訟
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育

成
条
例
施
行
規
則

(深
夜
興
行
等
の
臨
制
定
等
)

第
七
条

条
例
叫
叫

.0
条
第
}
J岐に

削
呪
定
す
る
知
市引
が
定
め
る
も
の
は
、
次

に
仰
向
げ
る
，
一
円
崎
北
と
す
る
。

一

硬
貨
又
は
メ
ダ
ル
を
殺
人
す
る
こ

と
に
よ
り
作
作
動
す
る
逃
H問
機

(次
粂
第

五
引
に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)
を
設

山
出
し
τ
%
に
遊
技
を
さ
せ
る
も
の

.
一

設
備
を
設
け
て
存
に
水
泳
、
ス
キ

ー、

λ
ケ
i
卜
、
必
球
、
泌
球
、
野
球

の
練
習
、
ブ
ル
7
の
線
開
、
ぷ
突
き
、

ボ
ー
リ
ン
グ
又
は
7
1
チ
ム
リ
ー
を
行

わ
せ
る
も
の

2

条

例

部

e
一O
条
第
一
岐
に
総
定

す
る
ぬ
一爪
は
、
深
併
に
わ
た
る
興
行
又

は
，M
業
が
行
わ
れ
る
H
の
午
後
・ム
叫
吋
か

ら
当
該
興
行
又
は
ぷ
業
の
終
了
す
る
ま

で
の
川
、
別
記
議
問
川
げ
Mm
式

(叫町
)
に

よ
り
れ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(純
投
写
の
桁
定
)

第
八
条

{
l、

2川町
}

3

条

例
第
二

7
4訴第
一
瓜
第
一三
可

の"一円
業
で
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
は
、

滋
校
の
結
果
に
・
め
じ
て
メ
ダ
ル
文
は
f

y
プ
世
帯
が
払
い
も
ど
さ
れ
、
中
」
ぷ
メ
ダ

ル
又
は
チ
y
プ
与
を
使
m
し
て
何
度
遊

校
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
遊
侠
出
械
を
設

山
抗
し
て
等
に
遊
技
を
さ
せ
る
も
の
と
す

ザ
令
。

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

{川
内
政
興
行
持
へ
の
a
ザ
入
禁
止
)

第
二
O
条

興
業
者
及
び
容
に
遊
技

又
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
わ
せ
る
，
官
業
で
知

市ド
が
定
め
る
も
の
を
，
M
む
省
{
以
卜
「興

行
自
宜
野
」
と
い
う
。
)
は
、
深
夜
(
午

後

一一

時
か
ら
午
前
川
吋
ま
で
の
仰
を

い
う
。
以
ド
同
じ
。
)
に
w
品
業
を
ω
目
む

場
合
は
、
当
該
治
業
の
場
所
に
狩
少
年

を
す
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

(昭
和
五
十
三
年
十
月
十
九
日
}

2
興
行
岳
等
は
、
深
伎
に
，
M
業
を

，W
む
酬明
人
口
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
常
止
止
の

附
刷
所
に
人
以
し
よ
う
と
す
る
者
の
Hん
や

す
い
的
所
に
、
H
H
少
年
の
深
夜
に
お
け

る
人
均
を
祭
止
す
る
白
の
仰
向
，
不
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(指
定
施
設
等
へ
の
立
入
禁
止
)

第
二
一

条

次
に
街
げ
る
必
業
で
、

「
ゲ
ー
ム
内
容
の
粗
暴
性
な
ど
の
規
制

L一一一

広
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

(
M

4

R
U

阿
川
の
販
売
等
に
係
る
'
M
主
総

制
)第
一
六
条

閃
官
制
刷
の
販
売
又
は
貸

付
け
を
業
と
す
る
者
は
、
川
内
山
知
の
内

市
什
の
全
部
又
は
仰
が
次
の
各
臼
げ
の
い

ず
れ
か
に
ぷ
当
す
る
と
沈
め
る
と
き
は
、

当
日
放
闘
引
け泌
を
行
少
年
に
版
光
し
、
頒

布
し
、
贈
与
し
、
交
換
れ
し
く
は
貸
付

け
を
し
、
え
は
こ
れ
を
脊
少
年
に
日
比
せ
、

聴
か
せ
、
約
し
く
は
読
ま
せ
な
い
よ
う

に
勿
め
な
け
れ
ば
♀
ら
♀
い
。

庁
少
年
の
刊
的
感
情
を
刺
激
し
、

そ
の
他
人
K
な
行
成
を
肌
存
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
も
の

白川少
午
の
制
操
作
一
又
は
銭
成
制
刊
を

一
減
免
し
、

X
は
助
長
し
、
そ
の
他
全
な

』

H
成
を
m
k
け
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

(遊
技
出
械
に
よ
る
い
山
菜
に
係
る
れ

R

規
制
}
第
一
?
ぷ
ポ
逃
同
問
機
を
投
開
悩
し
て
w
b

に
滋
技
を
さ
せ
る
こ
と
を
業
と
す
る
者

は
、
遊
H
問
機
が
そ
の
椛
治
及
び
遊
伎
の

わ
刀
法
か
ら
み
て
、
第

一
六
条
第
二
号
に

い
松
山
丹
す
る
と
山
認
め
る
と
き
又
は
行
少
年

の
射
中
心
を
誘
発
し
、
"
析
し
く
は
助
長

(昭
和
五
十
四
年
三
月
十
三
日
)

し
、
そ
の
川出
品
h
な
育
成
を
胤
書
す
る
お

そ
れ
が
ゐ
る
と
収
め
る
と
き
は
、山
町寸付時

逃
校
出
川
に
よ
り
KH
少
年
に
遊
技
を
さ
ぜ

な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青
森
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

(昭
和
五
十
四
年
十
二
月
二
十
四
日
}

{遊
妓
機
い
一
川
崎
品
)

第

一
六
条

遊
妓
出慨
を
設
け
て
存
に

遊
技
を
さ
せ
る
，一日
業

(胤
俗
w
品
業
等
取

締
法
(
昭
和
-
一1
一七
年
法
律
第

一
二
こ

り
)
第
〕
粂
に
規
定
す
る
胤
俗
伝
業
(以

下

「
胤
俗
沿
業
」
と
い
う
。
)
を
除
く
。}

を
悦
む
お
は
、
遊
技
機
の
帥
例
冶
及
，ひ山町」

山
政
逃
役
出
慨
に
よ
る
逃
伎
の
ト刀
法
か
ら
み

て
、
中vi
M
附
遊
技
出
慨
に
よ
る
逃
肢
が
青
少

年
の
州
削
減
性
又
は
伐
必
仲
間
を
助
長
し
、

か
つ
、
行
少
年
の
健
全
な
脊
成
を
削
容

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
涼
め
ら
れ
る
と

き
は
、
青
少
年
に
吋
ぷ
逃
校
出慨
に
よ
る

遊
技
を
さ
せ
な
い
よ
う
いい
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

2
叫
肥
川世
出問
を
設
け
て
容
に
遊
技
を

さ
せ
る
引
業
(
胤
俗
注
業
を
除
く
。
}

を
治
む
お
は
、
よ同
少
年
に
そ
の
営
業
場

所
に
お
い
て
逃
役
出慨に
よ
る
遊
技
の
た

め
金
銭
の
滋
賀
を
さ
せ
幸
い
よ
う
に
努

め
岳
け
れ
.
ば
な
ら
♀
い
。

(深
復
興
行
令
}

第

一
九
条

興
行
を
行
う
者
又
は
設

備
を
設
け
て
容
に
遊
技
w
も
し
く
は
λ
ポ

l
ツ
を
さ
せ
る
常
業
{
風
俗
常
業
を
除

く。

)
を
，
U
む
告
は
、
深
夜
(
午
後

-

一
時
か
ら
翌
円
の
日
の
出
の
時
ま
で
を

い
う
。
以
下
問
じ
。
)
に
お
い
て
、
正

当
な
腿
山
が
あ
る
助
合
を
除
き
、
そ
の

お
業
助
一
附
に
m
H
少
年
を
存
と
し
て
立
ち

入
ら
せ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

・句冷。
ぃ
。
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柑
ド
山
心
'
T
配
っ
て
む

り
、
そ
の
努
力
は
地
・
応
ド

h
d

め
ら
れ
安
心
し
て
遊
べ
る
応

と
の
信
用
を
得
て
、

P

T
A

や
小
中
学
校
な
ど
か
ら
感
謝

状
が
岡
町
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
ど
。

な
お
同
社
の
地
道
な
遂
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保
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レ
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大
川
ば
市
川
い
い
山
肌
叩
叫
す
る
ム
川
崎
が
制
を
-転
べ
た
。
ソ
1

4

川
川
は
、
以
内
川
制
大
の
お
間
業
ム
に
敏
感
な
緒
川
だ
が
、

地
区
で
あ
る
。
と
く
に
制

鉄

時

プ

l
ム
に
な
り
今
は
ド
火

消
間
以
と
東
急
部
制
収
は
怯
慨
に
寄
っ
た
凶
明
日
日
ス

uγ
ト
に

し
て

一
つ
の
大
き
な
駅
ピ
ル
対
し
て
は
民
府
知
親
し
、
必
魂
も

(大
刑
E
S
C
)
と
な
っ
て
お
さ
る
こ
と
な
が
ら
先
見
の
明

り
、

こ
の
釈
ピ
ル
を
中
心
に
も
な
か
舎
か
の
も
の
。
た
だ

繁
山
下
衡
を
形
成
し
て
い
る
。
数
軒
は
や
は
り
嵐
山
辺
ス

uγ

こ
の
地
域
で
は
彼
球
ブ

i

ト
山
柏
に
転
向
し
た
山
も
あ
る

ム
の
川
は
雀
球
川叫
が
札
k
，L
、
が
、
A
J
は
ハ
チ
ン
ゴ
「
7

f

イ
ン
ベ

l
ダ
l
プ
l
ム
の
時

l
パ
l
」
に
完
全
に
食
わ
れ

「
ス
ペ
ー
ス

・
イ
ン
べ
て
い
る
状
態
だ

の
み
ぷ
叩
川
の
ゲ

l

ゲ
l
ム
酬
明
数
い
つ
い
て
は

イ
ン
ベ

l
ダ
l
プ
l
ム
川
町
に

飽
初
状
態
と
な
リ
、
そ
の
後

.、

J
.
U
判
滅
寸
た
が
、
司
ゆ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
態
で
掛
川

修
し
て
き
で
お
り
、

rの
山
帆

L
M況
を
川
h
し
て
い
る
‘

「
プ
レ
イ
-
7
ン
ド
L

ば
ニ

の
別
汁
川
川
で
必
も
芝
舗
の
ケ

l

ム
均
で
、

1
1
U午
前
か
・
勺

ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
化
的
を
始
め
、

卜
年
明
暗
ど
前
に
ピ
ル
を
抽
出
て

暢

令

ゆ

ー
ダ

l
」

U

T
に
ナ
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ル
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の
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。
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長
川
品
川
.
い
・か
け

T
N
C

「
ロ
ー
ズ

・
イ

ン

」

時

ま

で

の

の

山
業
だ
が
、・
凶
作
山

ブ
ル
明

T
Y
ゲ
ー
ム
地
問
の
み
山
川
が
わ
似
八
時
以
に
閉
山
す
る

:
卜
五
台
設
訟
だ
が
、

7

ロ

の

で
、
そ
れ
以
後
は
俳
五
が

7
は

.
階
と
一

-m
耐
に
分
か
れ
、
多
い
と
の
こ
と
。
本
多
出
U
h
R

-
一
時
間
を

.b卜
川
コ
ー
ナ
ー
と
は
「
既
成
ゲ
l
ム
の

T
V
ゲ

し
て
い
る
。
な
お
こ
の
-
軒

l
ム
化
で
あ
る
ジ

γ
ン
ヒ
ュ

の
あ
る
一
角
は
米
年
じ
ピ
ル

ー
タ
i
や
ハ
ス
ラ
ー
に
人
気

も
T 

地
元
に
信
頼
を
得
な
が
ら

共
存
共
栄
図
る
ゲ
ー
ム
場

ド
」
舎
オ
l
フ
ン
さ
せ
、

れ
で
ゲ

l
ム
川
崎
:
.
日
付
、
シ
ン

グ
ル
ロ
ケ
・
九
併
の
一
日
食
と

e

-色。
ラ
デ
ン
も
と
『
U
1
λ

・

イ
ン
L

は
.
内
川
駅
前
の
.
白
川
町

地
に
隊
後
し
て
託
業

L
て
む

り
、
と
も
に
存
の
絶
え
仰
が

な
い
が
、
ブ
ロ

7
ば
淡
い

「
ラ
タ
ン
」
は
府
内
照
明
が

か
寺
り
陥
く
、
約
十
回
汁
の
フ

ー，

ー

が
枝
々
さ
れ
る
，

r・疋
だ
が
、

ゲ
l
ム
川
崎
が
人
る
か
ど
〉
か

は
い
市
内
生
と
の
こ
と

『ゲ

l
ム
λ
ボ
ノ
卜
」
は

判
川
畑
拙
附
泊
り
尚
山
川
山
川
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中

二
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ハ
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，
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・
・
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ゲ
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を
絞
れ
ツ
ラ
イ
ト
刷
HT

V
ゲ

l
ム
機

と
し
て
今
日
に
ポ

っ
て

い
る
。
h
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド

川
ゲ

i
ム
均
は
約
六
卜
却
の
ゲ
ー
ム
出
間約
川
ト
ム
H

、
多
人

フ
ロ
一
F

で
、
テ
ー
ブ
ル

M
T
数
川
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
・
台
、

Y
ゲ
ー
ム
捕
時
五
ト
ム
u
を
山
中
心
パ
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ー
ス
ロ

y
ト
六
台
、
計

約

6
・
・
ト
ム
H
設
位
。
叫
刷
機
的

と
従
米
の
ゲ

i
ム
機
と
を
う

ま
く
と
り
ま
ぜ
て
レ
イ
ア
ウ

ト
を
し
て
い
る
。
品
川
フ
レ
イ

ラ
ン
ド
の
小
限
盆
業
部
長
は

「今
ま
で
テ
ー
ブ
ル
則
子
宮
中

心
に
米
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

チ
ど
も
向
け
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
機
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た

い
。
吋
府
は
フ
ァ
ミ
リ

ー
い
泌
し
く
遊
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
を
モ

y
ト
ー
に
し
て

お
り
、
川
県
内
せ
ず
地
道
に
巡

MM
し
て
い
く
必
針
」
と
踊
る
。

と
く
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向
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で
は
HH少
年
の
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、
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し
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、
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付
人
守

l
ム
川
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ど
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出
阿
川
開
台
以
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約
バ
十
台
。

カ
〆
/
出
川
'
川
が
怖
く
、
他
の

ゲ
l
ム
坊
と
は
也
告
別
に
し

て
い
る

ニ
の
州
山
の
山
一
肢
を
液
ね

る
千
件
げ
氏
は
「
他
の
池
山
叫
で

は

ゲ

1

ム

.K卜
川
の
山
が

多
い
よ
・
J

だ
川
町
、
川
州
川
じ
は

.
、
白
川
刊
し
か
な
い
よ
・
7
〆・
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4
ベ
レ
ー
ヂ
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の
共
作
共
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、

ま
た
業
り
の
将
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。
ど
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い
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が
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っくり人るサイズグ
先の先を読んだつも 1)が窓外な苦戦をしいら

れることが少なくないのがレジャー ・

あなたのプランをよりスムーズに運ぶた

めに、世界の情報を ~I り尽くした私たちをぜ

ひパート ナーにお選び下さい。業界全体の流

れをいち早 〈説み、あなたの一歩一歩をしっ

かりと凡守り、械かなお手伝いをいたします。

業界のトッフランサ二一
ピジネ

川
出
で
は
M
刊
出
阿
川
聞
を
従
光
と

川
時
に
設
約

r，m
T
】
と
に
主

り
、
少
し
L
J
地
条
件
の
必
い

の
を
十
分
カ
バ
ー
し
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
れ

d
J
i
ス
に

よ
る
泌
の
強
味
で
あ
リ
、
岡

山
信
に
は
セ
ガ
柱
、
タ
イ
ト

l
、

ナ
ム
コ
、
任
天
な
の
聞
社
が

リ
ー
ス
し
て
い
る
。
伝
川
崎

長
冷
「

T
Y
ゲ

l
ム
ぬ
サ
イ

ク
ル
が
非
常
心
向
い
ニ
れ

ー
ゲ

i
ム
内
谷
に
も
よ
る
が
、

ど
の
応
に
も
同
じ
機
絡
が
設

山
ほ
さ
れ
て
い
る
F

-

と
も
.
つ

の
係
附
で
、
人
気
機
同
開
が
少

な
過
ぎ
る
ニ
と
に

t-q
と

が
め
る
が
、
ニ
れ
・
勺
は
し人
人
ほ
川
る

の
ゲ

l
ム

の

た

め

従

米

い

比

「

ゲ

l
ム
シ
ョ
ッ
プ

・
7

ベ
て
「
ど

-Lの
4
4
山
が
少
な

y
ブ
ル
』
は
子

1
7
ル
明
日
T

〈
告
っ
と
よ
-
Y
H
~
」
と
め
る
〈

Y
ゲ
l
ム
出向
・
戸
ト
れ
が
小
心

「
ナ
ポ
リ
」

1
約
:
・
十
即

ど
が
、
人
口

γ
フ
リ
ソ
ハ
ー

の
ツ

u
f
p、
γ
l
ゾ
ル
明
・
九
台
昏
-
峰
べ
外
か
勺
桁
内
の

γ
Vゲ
l
ム
剛
間
約
:
・
ト
ム
け
を

よ

-
J
Y
か
H
見・
4
J
1

、
そ
れ
k
f・

小
心
に
フ
リ
y
ハ
l
、

γ
ノ
け
フ
リ
ー
'
ハ
ー
の
一
γ
t
λ
フ

フ
ラ
イ
ト
刷
L
T
V
ゲ
ー
ム
幽
刊
し
イ
効
川
市
が
大
き
く
会
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
一
台
、

T
V
ド

ラ

い

る
二
の
た
め
同
山
の
存

イ
プ
ゲ

l
ム
地
収

一ム
H
を
設
山
氏
。
M
引
は
他
的
と
少

L
速
い
、
フ

リ
y

ハ
1
7
.
ン
だ
が

T
V

ゲ
l
ム
も
や
る
と
い
う
存
が

多
い
そ
・
7
だ
約
:
-
ト
坪
の

フ
ロ
了
で
総
機
械
ム
u
殺
は
約

J

ト
ム口
。

「
シ
ル

7
ハ
y
ト
」
ば
駅

東

μ
と
西
日
と
の
，
一
的
あ
り
、

両
院
と
も
-
一
l
問
時
間
市
民
業

州
け
の
{
阪
は

-
酔
附
か
ら
J
4
m
m

そ
れ
ぞ
れ
約
噌
-
十
・
九
凶
吋
の
フ

ロ
7
で
巡
“
一
円
.
献
は

7

l

ケ
l
ト
ゲ

l
ム出問、

.. m
削
は

パ
リ

i
λ
υ
y
ト
な
と
メ
ダ

GOLD LlNE 
""守っτご使廊下阜、、。

GOLDEN POKER 
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川
肌
俗
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円
泉
川
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叶
必
定
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マ
タ
ハ
リ

l
令
官
気
仰
は

「
、ン

ル
ク
ハ

y
ト
」
を
部
内
で
.h

-M
常
業
し
て
い
る
。

「
タ
イ
ム
」
は
約
川

l
w

の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
州
品
T

V
ゲ

l
ム
機
約
・-一l
ムH
を
中

心
に
、
娘
一際
に
フ
リ
ッ
バ

1

.A台
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

m一T

V
ゲ
l
ム
機

i
台
な
ど
を
い
悦

べ
、
H
川
約
ド九
十
台
を
設
氏
。

全
体
に

mmMmと
し
た
レ
イ
ア

ウ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
附
凶

で
は

.
ヵ
月
間
の
ス
コ
ア
を

ま
と
め
、

一
位
か
ら
二e
佼
ま

で
に
ポ
ス
タ
ー
や
刊
記
念
品
を

進
呈
し
て
い
る
。

「ワ

ー
ル
ド
ゲ
l
ム
」
は

駅
ピ
ル
来
館
(
パ
リ
オ
)
五

mm
の
約
十
河
で
の
運
気
。

T

V
ゲ
l
ム
場
で
テ
ー
ブ
ル

mMF

十
ご
台
、

7
y
プ
ラ
イ
ト
型

四
台
を
設
置
。
同
応
の
周
聞

に
は
お
も
ち
ゃ
尿
や
荻
チ
一回

な
ど
チ
ど
も
を
対
象
と
し
た

ム
均
を
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の

怠
向
が
あ
り
、
こ
の
た
び
の

巡
び
と
寺
っ
た
も
の
。
同
山
川

は
約
州
十
川
町
の
フ
ロ
ア
に
テ

ー
ブ
ル
型

T
V
ゲ
ー
ム
機
約

十
ム
け
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た

レ
イ
ア
ウ
ト
で
設
置
。
そ
の

ほ
か
ゴ
ル
フ
の
「
パ

ッ
テ
イ

ン
グ
メ
イ
卜
」
を
，

一ムuu朴
べ

て
お
り
、
こ
れ
が
符
寄
せ
に

役
す
い
っ
て
い
る
と
い
う
。
山地

引
に
当
た
る
セ
ガ
科
大
附
山
一
九

業
所
の
棋
倒
刷
所
長
は
「
二
郎
m

の
，M
業
は
不
利
だ
が
、
以
前

の
ゲ

l
ム
均
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
こ
と
白か
ら
、
第
の
人
り

は
い
い
よ
う
だ
。
ま
た
一
併
が

米
て
峰
れ
ば
、
す
ぐ
に
コ
ー

ヒ
ー
や
コ

l
ラ
な
ど
を
サ
ー

ビ
ス
し
て
い
る
こ
と
が
'
科
ば

れ
て
い
る
。
と
く
に
ゆ
っ
く

り
と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
ゲ
ー

ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
」
と
語
る
。

こ
の
ほ
か
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

の
ゲ

1
ム
コ

ー
ナ
ー
が
-
一つ

あ
る
。

「
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル
」

一
階
の
ゲ

l
ム
コ

ー
ナ
ー
は

約
七
十
即
と
広
く
、
テ
ー
ブ

ル
m
T
V
ゲ
l
ム
機
約
四
十

て
い
る
。
私
は
当
応
に
来
る
台
の
フ
ロ
ア
と
、
そ
の
他
ナ

子
ど
も
た
ち
を
付
税
の
立
場

l
ケ
|
ド
ゲ

l
ム
機
約
五
十

か
ら
も
面
倒
を
日ん
で
い
る
の
台
の
フ
ロ
ア
と
に
分
か
れ
て

で
、
当
山
胞
は
・
お
母
さ
ん
ん
か

い
る
。
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム

ら
信
用
を
得
て
い
る
。
ま
た

機
は
e

一十
六
台
の
フ
リ
ッ
パ

夕
方
五
時
頃
に
な
る
と
、
小

ー
が
中
心
と
な

っ
て
い
る
。

山
下
生
に
は
帰

っ
て
も
ら
う
よ
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
寸
年
前

う
に
し
て
い
る
」
と
諮
る
。

に
オ
ー
プ
ン
し
、
ゲ
ー
ム
出
械

な
お
同
応
は
吋
マ

i
プ
レ
ゼ
は
六
年
前
か
ら
設
託
し
て
い

ン
ト
と
し
て
、
夏
休
み

期

間

る

。
久
門
支
配
人
は

「ゲ
l

中

-
ゲ
l
ム

r
A
l円
に
設
定
。
ム
出
慨
は
あ
く
ま
で
ボ
ウ
リ
ン

「ゲ
l
ム
プ
ラ
ザ

・
カ
マ
グ
の
般
需
待
ち
の
人
の
た
め

タ
」
は
、

一
年
半
ほ
ど
前
に
に
殺
決
し
た
も
の
な
の
で
、

応
を
閉
め
た
「
ス
ペ
ー
ス
パ
判
刷
機
稀
導
入
よ
り
も
機
械
維

1
7
」
が
こ
の
七
月
二
十
五
持
の
た
め
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

目
、
唐
名
を
変
え
装
い
も
析
に
霊
長
を
置
い
て
い
る
」
と

え
に
両
オ
ー
プ
ン
。
以

前

は

語

る
。

一
階
と
プ
附
で
の
運
営
だ
っ
「
東
急
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

た
が
、
今
度
は
二
階
の
み
の

l
」
三
階
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

巡
営
と
な

っ
た
。
な
お

一
階

フ

ロ

ア

の

一
郎
、
約
二
十
呼

は
印
刷
公
λ
ロ
γ
卜
専
門
的
だ
が
ゲ

i
ム
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ

が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
則
正
T
V

芳
し
く
な
い
の
で
再
度
ゲ

i

ゲ
l
ム
機
十
州
ム
μ
を
中
心
に

右
の
写
真
は
-
』
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
た

?ケ

I
ム
プ

ラ
ザ

・
カ
マ
タ
』
の
底
内
の
よ
う
す
。
空
間
を
広
〈

と
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
さ
わ
や
か
な
感
じ
。
ょ
の
写

真
は
伺
底
を
連
営
す
る
勝
セ
ガ

・
エ
ン
7
1プ
ラ
イ

ゼ
ス
大
自
営
業
所
の
蔽
田
誠

一
所
長
。

応
が
議
ん
で
い
る
た
め
、
ゲ

ー
ム
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
全
部

チ
ど
も
ど
。
い剛
人
の
山
納
長
で

あ
る
大
島
さ
ん
は

「む
容
は

全
部
小
中
学
句
を
の
で
、
不

良
や
大
人
は
全
く
入
り
に
く

い
ぷ
聞
白
れ
が
あ
る
が
、
そ
れ

が
か
え
っ
て
健
全
き
と
な
っ駅ピルik館5階にある rワール ドゲームJ

ーーー/

世

，.. 

n、

戸、

『イモンボウルJ 1階にあるゲーふコーナーのようす

多
人
数
問
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機

な
ど
計
二
十
五
台
を
殺
叫
位
。

ま
た
デ
ー
タ
に
も
地
閃
に

も
入
れ
な
か

っ
た
が
、
駅
ピ

ル
屋
上
に
こ
れ
判
の
遊
園
地
が

あ
る
。
東
急
プ
ラ
ザ
底
上
「
フ

ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
」
は
大
型

小
型
乗
物
機
八
十
数
台
、
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ

i
ム
機
約
丘
十

台
を
設
置
。
駅
ピ
ル
凶
紙
屋

上

「
サ
ニ

i
ラ
ン
ド
」
は
小

型
乗
物
機
十
丘
台
、
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ

i
ム
機
ご
十
数
台
を

:東怠プラサヨ東急う色主系長急目蒲

東急プラザMJ巳にある『ファミリ ーランド』の禁物フロアにて

設
院
。
向
応
と
も
鮒
ナ
ム
コ

(
駅
前
東
U
に
本
社
が
あ
る
)

の
迩
作
一
向
に
よ
る
も
の
で
、
こ

の
界
限
で
乗
物
機
放
出
回
は
問

庖
だ
け
と
あ
っ
て
、
終
日
家

族
述
れ
で
に
ぜ
じ
わ
っ
て

い
る
。

こ
の
界
隈
で
は
ほ
と
ん
ど

の
ゲ
ー
ム
場
が
地
味
な
運
営

を
続
け
て
お
り
、
地
尤
の
人

た
ち
か
ら

「安
心
し
て
遊
べ

る
」
と
の
抑
制
を
得
て
い

る

応
も
多
い
よ
う
だ
。

~~p圏中学

7吉田の巻

⑤ 

② 新会国}了こム場カ月ド

品o{ ¥"スi邑リ

五色、
¥ 
街 、、

蒲旬庖碕

@干540大阪市東区内本町 1丁 目 48番地
TEL. (06)946-0181-3 
TELEX 5297019 MAX 5C J 

〒670兵庫県姫鈴市安田1丁目28番地
TE し (0792)82-6081 (代表}

@北日本代理底 株 式会祉レジャーサ ー ビス

干983宮綬県泉市街光台東一丁目30番 1号
T E L. (0222) 52ー 1711側

一

@姫路支底
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ポ
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カ
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ヲ
ッ
シ
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マ
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ヲ
4
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マ
t
ヲ
叩

ス
i
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t
-

ウ
イ
ナ
E
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ザ

t
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H

ビ
ッ
ワ
シ
ョ
ッ
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ス
ペ
シ
ヤ
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かわすも敵の追
「アベンジャー」4場面続くユニバーサル

カ
ト
ウ
か
ら

側
カ
ト
ウ
製
作
所
(
本
社

H
東
京
穆
世
田
谷
区
北
烏
山

七
の
四
の
一

、
宮
三

O
九
l

O
三
三
一

、
加
古
蹄
イ
サ
ム
社

長
}
か
ら

「お
し
ゃ
べ
り
オ

ー
ム
」
が
発
売
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
ゲ

l
ム
の
結
果
カ

プ
セ
ル
に
入
っ
た
食
品
が
払

い
出
さ
れ
る
も
の
で
、
ま
ず

ιl円

.Kを
技
人
す
る
と
ル

l

昭和56年8月15日月2回 (18.15[1)発行

疋塁

----OB 

ゲ
ー
ム
は
電
光
点
滅

デ
コ

D
S

シ
リ
ー
ス

「
お

し

ゃ

べ

り

オ

ー

ム

」

レ
7
ト
状
の
電
光
が
走
行
し
、

下
の
ス
ト

y
プ
ボ
タ
ン
を
拙押

し
て
四
ヵ
所
あ
る
赤
い
オ
ウ

ム
に
合
え
ば
カ
プ
セ
ル
が
出

て
く
る
と
い
う
も
の
。

ル
1
レ
y
ト
の
奥
に
は
オ

ウ
ム
の
人
形
が
見
え
て
お
り
、

少
し
動
き
な
が
ら
「
む

nr
ょ

う
』
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
し

ゃ
べ
っ
て
愛
帥
酬
を
ふ
り
ま
い

--、

-h. 旬、
、、

コスミッヲ ・アベンンャー {テーフル}

ど
ん
山
札
幌
す
る
ず
ン
7
(
fH

:
・
ト
山
…
}
が
H
u・刈
す，
9

出
岬
の
剥
く
つ
の
川
崎
・品川
で
は

川
川
水
総

(.白山
ご
、
機
前
(
日
九

卜
山
…
)
様
a
中山

(川
}
が
笠
刷帽

す
る
尚
山
の
あ
る
川
崎
両
で

は
J
l
ス
が
さ
ら
に
入
り
込

ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
コ
ー

ス
の
外
側
に
ぶ
つ
か
ワ
て
も

ん
千
山
総
は
彼
決
さ
れ
て
し
ま

う
。

各
削
場
面
に
ラ
ン
ダ
ム
に

管
織
す
る

X
基
地
(
て
肖
点
)

を
や
っ
つ

1
る
と
間
合
P

幽
-血

内
の
敵
を
全
滅
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

幽
}向
上
却
に
レ
ー
ダ
ー
で

全
体
像
が
ぶ
さ
れ
る
。
-
ゲ

ー
ム
宇
宙
船
三
機、

一
定
得

，22 
合入手
5用意
三受了
7互ミ
t操ど
争作

個、

ゐ
ヱ
と
ぶ

デ
ー
デ
イ
ー
ス
ト
徐
(
本

社
点
点
、
縮
問
掛
け
夫
社
長
)

か

ら

ヂ

コ

カ

セ

y
ト
シ
ス

テ
ム
の
新
カ
セ

ッ
ト
「
フ
ラ

ッ
シ
ュ
ポ

i
イ
」
が
八
月
上

旬
完
売
さ
れ
る
。

「
フ
ラ

y
シ
ュ
ホ

i
イ
」

の
ゲ

l
ム
内
-M
骨
な
、
宇
宙
宅

聞
を
飛
ぶ
ロ
ボ
ノ
ト
“
フ
ラ

ツ
シ
ょ
ボ
ー
イ
"
を
前
進
ま

第171号昭和56年8月15日)
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総
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
裂
の

T

布
へ
布
へ
と
続
い
て
い
く
。

V
ゲ
l
ム
機

「
コ
ス
ミ
ッ

7
・
そ
れ
ぞ
れ
似
の
合
迫
が
迫

つ

ア
ベ
ン
ジ

T
l
」
が
ユ
ニ
パ
で
く
る
と
注
意
・材
と
一削
節
サ

ー
サ
ル
版
必
附
(
本
社
点
京
、
イ
ン
で
制打
倍
さ
れ
る
。

が
で
き
る
。・

問

問

相

生

社

長

)

か

ら

析

発

ミ

サ
イ
ル
山崎

地

の

あ

る

山

崎

タ

イ
ム
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

売

と

な

っ

た

。

而

で

、
迎
叫
核
ミ
サ
イ
ル
法
地

保
作
す
る
間
減
少
し
て
い
く
。

こ
れ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

レ

(
八
十
点
)
と
尚
川
別
的
問

(
瓦

う

ま

く

相

了

し
た
均
合
加
算

パ
i
で
下
街
船
「
ア
ベ
ン
ジ

J
Z
G
)

は
卜

へ

攻

喰

す

る

の

さ

れ

る

が

、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

T
l
」
の
ス
ヒ

l
ド
と
ト刀
向

み
。
治
相
ド
ミ
サ
イ
ル

{
八
卜

l
m
F
の
と
き
コ
ン
ビ
ュ
ー

を
撚
作
し
、
フ

ァ
イ
ア

l
d小

山
…}
は
吋
初
斜
め
い
姶
射
さ

H
-本
物
派
判
明
{
本
社
大
阪
、
対
械
と
な
る
が
、
.
.
 
人
川
で

す

l
側
が
利

f
れ
ば
フ
レ
イ

9
ン
と
傑
抑
ボ
タ
ン
で
、
行
れ
、
め
と
水
干
に
移
り
令
市

白
川
介
ボ
リ
m
u
n
Hど
か

ら

テ

l

使
用
す
る
と
・
・
人
が
交
日
に
十
|
州
は
占
ら
に
減
切
さ
れ

く

F
を
は
ば
じ
品
酬
を
や

っ
つ

船
を
迫
っ
か
け
て
く
る
。

攻

ゾ
ル

m-
T

V
ゲ
l
ム
出
向
『H
川
プ
レ
イ
で
き
、
利

f
し
と
川明

品

。
タ
イ
ム
が
マ
イ
ナ
ス
に

け
る
と
い
う
し
の
。
全
体
の

快
し
て
く
る

U
F
O
は
行
点
。
川

γ
l
シ
ャ
ン
」
が
仁
川
-

-

A
H
あ
が
り
得
点
は
ス

コ

γ
と

な

れ
ば
ゲ
ー
ム
オ
ー
バ
ー
。

コ
l
λ
は
地
上
ミ
サ
イ
ル
必
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
ふ
う
の
州
総
ト

-huか
ら
品
川
光
に
な
っ
た
.
タ
イ
ム
い
加
派
さ
れ
る
と
と
配
側
、
防
例
、
ツ
モ
な
ど

地
の
あ
る
川
崎
刷
、
す
ン
タ
の
必
地
は
H
M
も
通
過
が
川
問
削
臓
に
・
』
れ
は
a

・
人
川
マ

l
シ

ャ

も

に

利

F
側
が
叫
州
旅
さ
れ
て
す
べ
て
ボ
タ
ン
剛
山
作
可
能
で
、

あ
る
川
崎
.
山
、
海
の
川
く
つ
の
な
っ
て
い
る
。

Y
ン
ク
の
あ
ン
で
、

a

人

mで
使
川
し
た
い
く
と
い
う
も
の
。

リ
l
チ
も
で
き
る
。
リ

i
チ

川
崎
両
、
必
山
が
あ
る
均
耐
と

る

刷
刷
で
は
お
作
方
向
に
ど
ん
均
A
U
J
ン
ヒ

A
l
タ
l
と
の

-

J

人
の
・
7
ら
ど
ち
ら
か
の
で
ウ
ラ
ド
ラ
、

2
ゾ
ロ
。
フ

Z5
2
2
5
Z
S
EE
S
-E
a
g
a
E
E
E
Z
E
E
-
B
E
E
t
E
E
E
E
，E
Z
eg鍵
E
E，E
Z
E
S
E
E
-
-

タ
イ
ム
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

リ
テ
ン
で
は
り
ン
は
も
ち
ろ

し

ゃ

べ

る

プ

ラ

イ

ズ

マ

シ

ン

て
い
る
。
ゲ
|
ム
作
動

後

は

の

叫

査
で

五

色

あ

え

た

山
吻
合
、

そ
の
ま
ま
だ
と
マ
ん
で
き
な
い
が
、
ナ
キ
デ
ン

「
あ
た
り
」
「
は
ず
れ
」
と

遊
戯
料
金
は
二
十
円

に

変

イ

ナ
ス
側
の
み
ゲ
ー
ム
終

f
o
あ
り
、
役
満

(縦
一二
万
六
千

の
声
も
山山
る
。
こ
れ
ら
は
す
出
入
可
能
。
カ
プ
セ
ル
別
売
、

硬
貨
投
入
す
れ
ば
さ
ら
いい
ゲ

点、

チ
プ
H
H
川
千
点
)
あ
り
。

ベ
て
音
声
ポ
l
ド
に
よ
る
も

三
百
個
ま
で
収
納
可
能
。

-

ム

を

二

人
で
続
け
る
こ
と

定
価
五
十
一
万
円
。

の
。
カ
プ
セ
ル
は

や

や

卵

状

定

価

四

十

一
万
円
。

コミカルなカエルの動作で

向うの家まで
新タイプも「ダービー」セガ4士

ロ
ボ

ッ
ト
U

フラ yシニ包第一イaocシλテム

----OB 

，.、

λ
ヒ
l
ヵ
I
M州
で

m
F
2

‘、・・
万一有司

ニニ，-・クランド ずーピー司、司、
、、

コスミッヲ・アヘンシザー

点
以
上
で

}
機
追
加
。

定
価
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
七
十

州
万
円、

テ
ー
ブ
ル
製
六
卜

万
円
。

おしゃべリオーム

ウ
ム
イ

・
λ

ビ
ー
カ
ー
を
保

川
、
立
が
さ
ら
日
よ
く
な
り

低

・
山
川
・
巾
け
の
色
川
州
戦
も
可
能

に
な
り
、
迫
力
あ
る
λ
テ
レ

寸
サ
ウ
ン
ド
と
な
っ
た
。
テ

l
フ
デ
γ
キ
は
で
台
、
ま
た

テ
1
7
H
十
送
り
で
出掛
け十
く
創

出
し
が
で
き
る
。
エ
コ

ー
は

ぷ
新
式
に
な
っ
た
。

有
線
と

A
カ
ラ
オ
ケ
と

B
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
動
作
が
点
心
さ
れ
て

い
る
。
秋
川
川
松
市
ま
で
の
七

y
ト
で

し
正
届
刷

L1're
正
リ
H
1
0

}

I

'

d

l

 

E主コ
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A3‘冶川辺
WAゅ
dwId可
，‘
.，‘，
，涯
、，
，dw
事

v

mv

ゆ
七
ガ

・
エ
ン
タ
ー

γ
ラ

イ
七
λ

(
本
社
以
ぷ
、

u
ー

セ
ン
社
長
}
か
ら
新
製
品
が

滋
多
く
発
点
在
れ
た
が
、
こ

れ
ら
の
う
ち
「
ニ
ュ

l
・
グ

ラ
ン
ド

・ダ
ー
ビ
ー
」
と
「
フ

い
主
た
倣
の
件
現
川
内
情
惣
に

は
休
中
，
り
反
町
F

が

釘

効

ム

ネ
ル
ギ

l
メ
ー
タ
ー
が
.
ぶ
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
令
く
な

る
か

F
出
川
鉄
失
・
?
と
ゲ

l
ム

た
は
反
転
さ
せ
、
山
や
似
石
、
喰
し
て
く
る
の
で
、
す
ぐ
占
オ
ー
バ
ー
。

ピ
ル
な
ど
の
附
容
物
を
遊
け
ま
反
転
し
な
く
て
は
な
ら
な
・
辺
悩
ペ
万
八
千
円
。

な
が
ら
、
友
布
の
パ
ン
チ
と

i
z
i
i
3
E・E・-
i
3
2
2
1
3
2・a
g
i
l
i
-
-z
f
i
z
z-

休
中
，
り
で
倣
を
削
半
減
す
る
と

・

l

-
-

E

l
・・

'
l
;
‘

2
ウ
ェ

-
2
8
E
ヨ
E
-
t
b
コ
玄
て

い
う
も
の
。

操
作
は
八
点
向

』
冨
『
『
』

dEFZ=『
晶

==Mh'

レ
バ
ー
と
政
令

mmV7ン。

ィ

で

-
z
n
p
Z
E居
E
Z
当
日
高
司
4

八
K
M
向
レ
バ
ー
で
進
行
方
向

タ

イ

ト

|

「
カ
ラ
オ
ケ

・
シ
ル
バ
ー

・
工
イ
ト
」

な
ら
仰
述
、
反
対
必
向
な
ら

反
転
、

小
央
は
汗
通
の
λ
ピ

仰

す

イ

ト

l

(本
従
来
点
、

i
ド
飛
行
、
そ
の
他
は
此
パ

づ
l
グ
ン
批
円
ど
か
ら
川
社

調
続
。
攻
略
ド
川
ポ
デ
ン
の
う

h
号
オ
ケ

・
テ
|
ツ
ジ
2
l

ち
み
ホ
デ
ン
は
必
れ
の

ハ

ン

デ

の
析
製
品

「
カ
ノ

4
ケ

・

チ
で
仰
は
刊
品
酬
を
叩
く
、
門
川
ボ
シ
ル
バ
ー

・
エ
イ
ト
」
が
品
川

タ
ン
で
は
体
中
，
り
川
刷
述
で
巡
り
刈
さ
れ
て
い
待
。

ん
だ
〉
え
で
八
み
向
に

ミ

ザ

ず

で

い

川
社
h
ノ
オ
ケ
は

イ
ル
を
絶
叫
引
「
る
も
の
(
川
川
刷
出
水
明
い
い
あ
る
と
さ
れ
て

し
よ
み
ル
干
ー
を
消
粍
4
る
}。

い
る
が
、e
』
の
『
シ
ル
バ
ー

-

前
十
H
か
ら
収
不
て

rれ
ち
が

L
イ
ト
L

で
析
し
く
加
わ

っ

サ
た
敵
は
、
後
日
川
っ
て
伸
明
た

W
微
は
次
の
と
む
り
c

一

au‘油ザ‘
am幡、du程
waa‘
A3唱
4
ω昭
明

ιザぜ
WJVぜWJU‘
edぜw，，‘，
J

‘ι，d、
、

克

服

‘

a3‘
aa認
可

り
ッ
ガ
|
」
の
内
山
作
は
次
の

ゲ

l
ム
内
存
は

M
Lど
が
次
|
ム
機
「
フ
U
γ

ガ
l
」
は

と
hu
り
。

の

山

一

で

変

ぽ
に
な

っ
て
い
る
。
コ
ナ
ミ
仁
策
州
開
発
、
七
ガ

「ニ

ー
i
・
グ
ラ
ン
ド

・

mvM
.
迷
信
へ
の
メ
ダ
ル
笠
祉
が
紙
発
光
ぺ
と
な

っ
て

い

ダ
ー
ビ
ー
」
は
「
グ
ラ
ン
ド

U
M
が
-
一
ケ
夕
、
問
段
附
ま
で
る
も
の
u

川
み
向
レ
バ

ー
で

ダ
ー
ビ
ー
」
を
ベ
|
ス
に

ニ
で
き
る
よ
う
に
令
り
、
ま
た
カ
エ
ル
を
ヒ
ョ
ン
ピ

ョ
ン
と

ュ
i
マ
シ
ン
と
し
た
も
の
で
、
ぜ
録
タ
イ
ム
も
附
段
階
ま
で
ジ
ャ
ン
フ
さ
せ
な
が
ら
、
向
こ

柑刷
終
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
う
の
日
系
に
入
れ
て
い
く
と
い

②
従
未
の
七
段
陪
ヘ
イ
7
ウ

う

ゲ

l
ム
内
容
。
カ
エ
ル
は

ト
ネ
に
一
O
O
%
、

一
て
O

前
後
方
a

れ
に
ジ
T
ン
プ
す
る
。

%
の
二
段
階
が
加
わ
っ
た

A
W
的
中
し
た
酬
明
A
H
の
即
ベ
イ

γ
ウ
ト
と
メ

l
u
y
l
加
算
が

切
換
え
で
で
き
る
主
・
7
に
な

ー
た
。
仲

7
レ
・
ン
ー
，
ト
メ
ー

タ
ー
は
托
ケ
デ
ド
な
り
、
ま

た

E
ご
タ

l

L

T

ピ
-
F
J

ト
内
仁
も
イ
ン

γ
ウ
ト
-
-
つ

の
メ
ー
タ
ー
が
加
わ
1
t
f

六
人
川
微
小
仕
同
開
「
ム
ペ
北
側

・・!
・:
J
l

J
f
a
'
H
r
 

a

火
・帽

r
1
1
"
v
w
r
v
γ
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'

t

-

i

g

-

-
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カヲオケ・ シルバー・エイト

州
耐
ド
か
ら

l
へ
行
く
が

ま
、
ず
ド
却
の
滋
叫
聞
い
は
巾
が

行
き
か

っ
て
お
り
、
こ
れ
に

ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
い
す
る
。

ゲ
ー
ム
逆
行
に
つ
れ
、
h
H
M

迷

で
迫
っ
て
く
る
市
も
登
場
す

る
。
上
却
の
川
で
は
流
木
や

カ
メ

(時
に
は
沈
む
)
、
そ

し
て
ワ
ニ
の
背
中
じ
釆

っ
て

進
む
が
、
川
に
務
ち
る
と
ア

ウ
ト
。
へ
ピ
、
か
わ
う
そ
、そ

し
て
ワ

ニ
の
円
に
ぶ

つ
か
る

と
ア
ウ
ト
。

.
ゲ
ー
ム
カ
エ
ル
e
t
川
一
で

.
白人止
タ
イ
ム
以
内
に
向
う
の

家
じ
味
付
か
会
い
と

.
限
ア
ウ

ト
と
去
る
ほ
か
、
ワ
ニ
が
家

に
人
っ
て
き
て
も
ア
ウ
ト
に

な
る
。
流
水
は
す
べ
て
れ

へ

流
れ
て
い
る
が
、
カ
メ
は

t

山刊
が
わ
化
へ
流
れ
て
い
る
J

肌川
内
…
は
カ

エ
ル
が
a

川
ジ

ャ
ン

7
4る
ご
と
に
卜
点
。

山
本
に
人
る
と
戸
川
十
点

フ
ラ
λ

伐
り
タ
イ
ム
分
、

ラ
ノ
ダ
ム

に
山山
て
く
る

h
ワ
イ
コ
チ
ヘ

ン

・
カ
ぷ
ル
と
a

岬
刊
に
ん
単
に

人
る
と
品
行
山…ポ

l
ナ
λ
。

山
山
の
い
る
(
単
に
人
る
と
ミ
メ

テ
リ

l
得
点
。
令
部
の
家
に

入
れ
る
と
下
点
ボ
ー
ナ
ス

の

う
え

7
イ
マ

ー
が
ベ
に
一反
る
。

定
側
ハ
ハ
ト
万
円
。

フロッガー

謹
平:t.1ま格別のご高配を賜 1)辱〈必キLrf'しょげます。このた
ぴ事字社にて発売いたしました新製品 「ドンキーコング」 は華字

社独自の研究開発によるオ・リジナル商品であリ、これらを無

断で模倣または類似する商品として製造、改造、販売 (国内

輸出 とり するこ と、およぴニれらの機械を使用して営業す

る 行為は、エ業所有権法に捻触し、理事ヰ土の諸機 ~IJ を俊す とと

もに、当業界の秩序をも苦しすことにな リますので、これらの

行為のないよう 、十分な:ご配慮.をお械、、申しょげます。

万一違反行為があった場合は、これらの行為を不正な競業

行為とみなし断固たる法的手段を もって臨む所得でございま

すのであ知らせいたします。

当業界の健全な発展のためにこ・理解とご協力をが頼、、申 し

ょげます。
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カラーディスプレイモニター

@ 

④ 

@ 

①
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①
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カラーディスプレイモエター14型、同型、20M、22彊
カラーディスプレイモヱター基板だ付
スイッチンゲレギュレータ-3電諌

・申5V5A.95V1A.12V1A
・命5V6A.骨5V1A.12Vl.5A
. <S6VM. e5V1A‘12V1A 

2方向・4方向・8方向レパースイッチ
号ニター周絶縁トランス・書種付属品
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⑨ 
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20インチ
テーフル型キャビネット1
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TV機郎昂も別焼売cpです

. +字レバー

. 八方向レバー

.発射ボタン
・ スイッチングレギュレター

・錬作パネル(各稜)

イ

液製談:E551E15芸JE滋賀援護主務22
14インチから20インチまでのどのキャビにも合い、 発射ボタンは5カ所に移動可能で、

保準型コントロールレバー取付期ビスが付いている. (その他別注パネル製造可}
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取
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あのグランド ・ダービーがさらにレベル ・アップ.FY

新しい魅力を秘めた本格的な競馬TVメタソレゲーム。

このゲーム複は，運営基準に沿った

メダルゲーム場にてご使用下さい。

特に取得メダルの財物への交換11、

賭博行為となりますので， 絶対に鈴

止して下さい。

。

セガ・ニュー・グランド・ダービー

SPACE FURV 
宇宙人が話しかけるf

XYカラーモヱターを初めて採り入れた

ニュー・スペースTVゲーム。新発売

セガ・スペース・フューリ

JUNGLE LORD WARLORDS HUSTLER VIDEO VIDEO POKER 

M

ペ
カ
社
製
品

二〉。
ツ
ガ

¥

ピョンo

ゆかいなカエルの冒険旅行。

ピョン，ピョン，
TO ‘ 

ジャングル・ロード

ウィリアムズ社製ウ
ォ

l
口

l
ド

-
人

1
4
人
で
プ
レ
イ
が
楽
し
め
る
こ
ュ
ー

の
T

V
ゲ
l
ム
。
リ
l
ス
も
致
し
ま
す
。

米
国
ア
タ
リ
社
製
造
釣
銭
製
品

-
タ
イ
プ

ビ
デ
オ
・

ハ
ス
ラ
|

ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
つ
い
に
ビ
デ
オ
に
な
っ
た

y

ゲ
|
ム
ス
タ
ン
ド
型
は
リ
ー
ス
も
致
し
ま
す
。

コ
ナ
ミ
エ
撲
綿
製
造
桂
川
諮
製
品

セ
ガ
・
ビ
デ
オ
・
ポ
ー
カ
ー

実
際
の
ド
ロ

l
・
ポ
ー
カ
ー
の
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る

メ
ダ
ル
・

T
V
ゲ
l
ム
〆
ネ
ク
ス
ト
・
ゲ
ー
ム
も
楽

し
め
ま
す
。

長特

.初J級と初(2'があリ、ボタ
ンで選択します・sをたた〈と .of.p且釘い
てがラえの'1・向子が動o
J{.を弘司 1)ます・Jiが途中までだとド的経
僚が夫:ぃ全部;明jれると泣

き占す.

.たたき鍛は 2fUli亦(55}
!~W~i )があ り 、子供でむ
女性でもi笠べます.

君主
も
タ
フ
な
勺

や
つ
で
告
でき， 

謹

昌ュ
CI 

昭
和
五
十
六
年
七
月
二
十
一
日
妹
式
会
社
セ
ガ

・
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
と
コ
ナ
ミ
工
業
株
式
会
社
と
は
、
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
を
締
結
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
勝
社
は
コ
ナ
ミ
工
業
株

式
会
社
か
ら

「
フ
ロ

ツ
ガ
l
」
の
名
称
で
知
ら
れ
て

い
る
遊

厳
岨
僚
を
世
界
中
で
独
占
的
に
製
造
、
販
売
す
る
権
利
、
並
び

に
フ
ロ

ツ
ガ
l
に
関
す
る
す
べ
て
の
商
標
権
、
著
作
権

(音

楽
上
の
も
の
を
合
む
)
及
び
そ
の
他
の
工
業
所
有
権
を
使
用

す
る
織
利
を
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

弊
H
R
で
は
、
フ
ロ
ツ
ガ
ー
の
発
売
に
際
し
、
問
刷
出
品
並
び

に
必
板
(
プ
リ
ン
テ
ッ
ド

・
サ
ー
キ
ッ
ト

・
ボ
ー
ド
)
に
界

祉
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
鉦
」
又
は
「
製
造
併
館
経
」
を
貼
付
放

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
製
品
並
び
に
恭
板
を
無
断
で

際
倣
、
叉
は
こ
れ
に
鎖
似
す
る
商
品
と
し
て
製
治
、
改
治
、

販
売
す
る
こ
と
、
及
び
こ
れ
ら
を
使
用
し
て
営
業
す
る
等
の

違
法
行
為
を
防
止
し
、

帥抑
H
祉
の
工
業
所
有
織
法
上
の
諸
織
利

を
僚
議
す
る
た
め
の
惜
別
置
で
す
・

融
押
祉
は
今
後
右
犯
の
取
突
を
世
界
的
に
周
知
徹
・
ほ
さ
せ
て

い
く
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
前
線
術
、
端
引
作
山
畑
、
及
び
そ
の
他

の
工
来
所
布
織
を
、
検
械
的
に
出
時
蝿
慨
す
る
た
め
に
、
万

一
か

か
る
総
利
を
無
断
で
仙
波
別
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
問
機
法、

野
作
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
及
び
そ
の
他
の
給
法
に
法
づ

〈
底
止
め
紛
求
、
川
制
常
H

賠
償
筒
古
小
説
ぴ
に
仮
処
分
等
の
保
全

指
m
眠
、
さ
ら
に
例
法
上
の
告
訴
手
続
等
を
申
先
行
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
.

昭
和
五
十
六
年
八
月

FROGGER 
東
京
部
大
凶
灰
羽
岡
一

T
U
--番
十
一
号

徒
話

o
z
a
(七
凶
ニ
)
一
-二

七

株
式
会
社
セ
ガ
・エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

代
表
取
締
役

中

山

雄

隼

フロ ッガー

ゆかいなカエルの大冒険

コミ カルタッチの楽しいTVゲーム。 TELEX J27181 〒108東京都港区三回3-5・16
TEL 03(455)6511(大代表)

〒140東京都品川区東品)111・32・15:0ーシ ・ー ビル3F
TEL 03 (412) 6刊5(代表)

干556大阪市，良速区元町2・12・24・106
TEL 06 (6・7)“お{代表)

〒464名古屋市千纏区今泡4・t・11岩田ビル
TEL 052(732) 2611(代表)

ヰ土
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術
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筏
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，，‘、

んけい
ハ
ト

.れ
と
な
り
、
パ

リ

l
社
の
肘
・
巾
人
卜
a

前
日
に
大

き
な
版
光
は
と
も
る
と
の
'
一

と
。M
C
M
ホ
テ
ル
/
カ
ジ
/

は
じ
け
に
は
川
オ
ー
プ
ン
す

1
1
ズ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
を
ま
と
パ
リ
!
日刊
は
仁
川
九

る
が
、
同
カ
ジ
ノ
は
平
パ
ダ

似
閉
し
て
き
で

い
る
。
レ
ジ

ハ

、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
M
C
M
州
で
初
め
て

.
0

0
Mm
A
レ

ャ
l
シ
λ

テ
ム
H
H

は
符
泌
を
ホ
テ
ル
/
カ
ジ
ノ
に
八
行
九

ク
ト
U

ニ
y

ク
・
λ

ロ
y

卜

小
心
に
、
レ
ク
レ
l
-
ン
ヨ
ン
、
1
・・・
h
-r引の
λ

u

ッ
ト
マ
シ
マ
シ
ン
を
川捌え
た
も
の
に
な

レ
ジ

ャ
ー
の
ピ
ジ
、千
λ

に
束
、
/
(祈
H

川
)
を
似
し冗
し
た
こ

る
。
ま
た
そ
の
う
句
川
l
九

紛
が
あ
り
、
今
ま
で
に
も
米

と
を
川
ら
か
じ
し
た
。
川

社

台
は
M
C
M
カ
ジ
ノ
の
ん
め

同
の
大
企
業
と
の
合
弁
引
業

に

よ
る
と
、
さ
ら
に
・

U
じ

の
ね
製
の
新
製
品
が
波
山
内
さ

で
多
大
の
成
川市
を
あ
げ
て

い

l
ム
け
も
の
納
品，
b
J

ん止
が
M
G
れ
る
|
|
と
パ
リ
l
社
は
説

る
と
の
ニ
と
で
あ
る
。

M
に
あ
り
、
A
H
討
す
る
と
下

問
し
て

い
る
。

:
0・ei
--
ei
;
;
;
;-e
・e
・-
'i
・e
・‘;
1
1
;
:
;
;
;

ア
ジ
ア
ヘ
ゲ
l
ム

拡

米
国
バ
リ
|
社
、
香
港
の
会
社
と
合
弁
事
業
を
開
始
へ

(16) 発行

阪凶宣ゆE沼走1
( 1 11・1511) 

米
川
パ
リ
l
社

(本
社

ン

カ
ゴ
、
ロ
パ

ー
ト
-
uL

・
ミ

斗

1
レ
ー
ン
社
e

わさ
で
は
仁

川
八

υ、
作
治
の
レ
ジ
T
ー

シ
ス
テ
ム
H

刊
(
ン
リ
ル
ブ

ン
会
長
)
と
A
H
弁
会
社

「パ

リ
l
-
レ
ジ
ペ

l
シ
ス
テ
ム
」

を凡
d
J
一
寸
る
こ
と
で
介
浴
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
合
弁
会
批
は
、
パ
リ
i

社
系
ゲ
l
ム
均
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
会
社
で
あ
る
「
ア
ラ
ジ

ン
ズ
キ
ャ

y
ス
ル
」
を
、
ア

ジ
7
へ
と
延
長
さ
せ
る
も
の

で
、
待
機
の
ほ
か
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
カ
オ、

マ
レ

ー
シ

ア
、
中
国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

ィ
な
ど
へ
広
げ
る
出
刑
判
心
ど
。

合
弁
市
下
暗
止
の
第

一
仰
は
す

ぐ
さ
ま
符
手
さ
れ
て
お
り
、

八
対
に
は
芥
泌
で
合
弁
事
業

と
し
て
の
ゲ
|
ム
坊
が
オ
ー

プ
ン
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
ゲ

ー
ム
場
は
パ
リ
1
社
と
レ
ジ

守

l
シ
ス

テ
ム
社
が
折
半
で

山山
山い
し
た
パ
リ
l

-

レ
ジ
ャ

ー
シ
ス
テ
ム
社
が
所
有
し
、

ヰ
ベ
レ
ー
ト
す
る
わ
け
だ
。

な
お
「
7
ラ
ジ
ン
ズ
キ
ャ

ッ
ス
ル
」
は
パ

リ
l
祉
の
チ

会
社
で
、
米
国
内
で
七
に
シ

ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

(S

C
)
な
ど
で
.
一両
J

十
M
W
以

L
L

も
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

-
ア
ミ

ゆ
C
B@
崎
お

M
M
""長
R
混

wwae
aw胸
aean史
認
認
"

"
む
勿
A
W凶
漢
誕
鉱鍋

wwe
eaw旬実
M
M舗
W
W&
@沿

w切
e
'a

米
国
セ
ガ
社
(
本
社
ロ
サ

ン
ゼ
ル
λ
、
ロ
l
ゼ
ン
会
長
)

と
グ
レ
ム
リ
ン
社

(本
社
サ

ン
ジ

エ
ゴ
、
ブ
ラ
ウ
社
長
)

が
さ
き
ほ
ど
の
デ
ィ
ス
ト
リ

ピ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
会
合
で
発

一一法
寓話

丹2回

.固・・・・・・

米国セガ社/グレムリン社が、発表

カラ-Xyモニターの新ゲーム
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^ 

る
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
そ
の
小
に

と
け
こ
み
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て

い
る
点
を
指
摘
し
て

い
る
。
従

っ
て
、
遊
び
方
以

外
の
外
見
上
の
相
川
失
点
は
ほ

と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
判
断
は
従
米
よ

り

一
歩
進
ん
だ
も
の
で
、
十

分
に
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
と
忠
わ
れ
る
。

，... 

A 

，、

と
つ
T

V
ゲ
l
ム
機
の
丹
作

権問陣
立
の
拠
点
が
山
来
た
。

こ
れ
は
ス
タ
ー

ン
社
が
問

機
に
附
し
て
、
州制似
出慨
を
販

光
し
て
い
た
①
オ
ム
ニ

・
ビ

デ
オ

・
ゲ
l
ム
ス
社
、
②
フ

7
1
ン
ク
レ
ス
ト

・
デ
ィ
ス

ト
リ
ピ
ュ

1
7
l
社
、
③
フ

ラ
ン
ク

・
ガ
リ
オ
ン
と
ケ
ビ

ン
・
マ
y
ク
イ
ン
ず
イ
ア
ー

の
同
名
の
四
省
を
相
手
ど
っ

て
起
こ
し
て
き
た
民
事
訴
訟
。

述
邦
裁
判
所
は
ス
タ
ー
ン
社

の
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
と
オ

ム
ニ
・
ビ
デ
オ
の

「
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
」
を
実
物
で
見
比
べ

た
り
、
関
係
者
の
証
言
げを
附

米

国

ア
タ
リ
社

(本
社
カ

い
た
あ
と
、
ゲ
i
ム
内
谷
が
リ
フ
々
ル

ニ
7
州
サ
ニ
l
ベ

同

一
で
あ
り
著
作
総

(
コ
ピ
イ
ル
、
カ
サ
l
ル
社
長
)
の

|
ラ
イ
ト
)
を
俊
害
し
た
絞
ゲ
|
ム
機
約
門
の
社
長
だ
っ

倣

(
コ
ピ

I
)
品
と
判
断
し
、
と
ジ

ョ
l

ロ
ピ
ン
ズ
氏
が

オ
ム

ニ
材
グ
ル

ー
プ
が
「
ス
こ
の
ほ
ど
附
社
を
織
れ
、
彼

グ
ラ
ン
プ

ル
」
を
販
光
し
な
の
り
ホ
l
ム

・
シ
テ
ィ
H

で

米
同
ス
タ
ー
ン
社

(本
社
い
よ
う
仮
処
分
命
令
を
出
す
あ
る
ン
カ
ゴ
へ
品
川

っ
た
も
よ

シ
カ
ゴ
、
ゲ
l
リ
l

・
ス
タ

と
と
も
に
、
判
決
が
磯
志
す
う
で
あ
る
。

-
ン
社
長
)
で
は
、
同
社
が
る
ま
で
オ
ム
ニ
社
グ
ル
ー
プ

関
係
者
筋
に
よ
る
と
ロ
ピ

コ
ナ
ミ
工
業
側
か
ら
弛
引ぷ
を

の

「
ス
7
47
ノ
プ
ル
」
を
全
ン
ズ
氏
は
ア
タ
リ
社
の
役
以

受
け
て
い
る
同
社
T
V
ゲ
l

Mm押
収
す
る
こ
と
に
な

っ
た
J

に
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
μ
町
内

ム
機

「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」

に

同

裁
判
所
は
ゲ
ー
ム
内
谷
き
で
残
っ
て
お
り
、
ま
た
グ

関
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
に
に
つ

い
て

「
恐
れ
を
知
ら
な

l
ム
機
部
門
の
社
長
と
し
て

あ
る
巡
邦
裁
判
所
に
コ
ピ

l

い
飛
行
士
が
宇
宙
船
を
繰
縦
の
契
約
は
な
お
有
効
と
の
こ

訴
訟
を
怨
こ
し
で
き
た
が
、

す
る
よ
-7
に
、
銀
総
省

(ピ
と
だ
が
、

附
氏
内
身
は
シ
カ

こ
の
ほ
ど
T
V
ゲ
l
ム出
恨
の

ュ

1
7
1
)
が
そ
れ
を
共
に
ゴ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
な

オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
ジ

ュ
ア

ル
(視

す
る
映
画
」
と
規
定
、
そ
の
お
同
氏
は
、
米
国
A

M
機
メ

勝
覚
的
)
な
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
場
合
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ジ
ュ
ア

l
カ
l
の
協
会
で
あ
る
A

D

(
表
示

・
表
現
)
は
箸
作
総

ル
な
創
作
の
中
心
は
遊
戯
方

M

A
の
会
長
で
も
あ
る
が
、

で
係
議
さ
れ
う
る
も
の
と
の
法

(プ
レ
イ
モ
l
ド
)
に
あ

A
D
M
A
会
長
峨
は
今
後
も

決
定
を
引
き
出
し
、
ま
た
ひ
り
、
守
作
物
の
思
必
を
受
け

続
け
る
と
の
こ
と
な
。

Ax
v
o
o
λ
v
。。
λ
xnvo
x
v
。o
xv
o
o
xv
。“xx
v
h
x
v
o
o
x
v
。ωλynvoλynvoλyooλxovoxvAvoxv
。o
x
v
。oxv
。。
λ
y
o
o
λ
yo
o
x
v
。oxvAVOλvooλxvovへ

o
b
ス
ド

月

i
J
u
Iレ
も
「
|

スターン社の訴えで連邦裁が判断

ム性に著作ミ

ロ
ビ
ン
ス
氏

社
長
を
辞
任

ミゲー
オム二社グループのコピー機押収

ア
タ
リ
社
ゲ
ー
ム
機
部

新今
ル年
lか
Jレ勺

音
規
制

叩
月
お
日
か
ら
聞
か
れ
る

A
M
O
A
シ
ョ
ー

(
シ
カ
ゴ
)

米
国
の
A
M
O
A
エ
キ
ス

ポ
は
こ
と
し
、
十
月
二
十
九

H
か
ら
三
十
一
白
ま
で
例
年

ど
お
り
シ
カ
プ
市
内
の
コ
ン

ラ
ッ
ド

・
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

の
地
階
フ
ロ
ア

(L
L
ロ
ビ

ー
、
イ
ー
ス
ト
ル
ー
ム
、
ウ

エ
ス
ト
ル
|
ム
)
と

一
階
フ

ロ
ア

(
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

・

ル
|
ム

)
を
フ

ル
に
使
用
し

て
聞
か
れ
る
。

こ
の
ホ
テ
ル
は
来
年
か
ら

建
て
伴
え
コ
事
の
た
め
取
り

凶
概
さ
れ
る
の
で
、
A
M
O
A

エ
キ
ス
ポ
が
こ
の
ホ
テ
ル
で

聞
か
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
最

後
と
な
る
。
な
お
コ
ン
ラ
y

ド

ヒ

ル

ト
ン
ホ
テ
ル
は
隻

数
二
千
と
一

時
は

世

界

の

規
織
を
誇

っ
て

い
た
こ
と
も

あ
る
巨
大
な
ホ
テ
ル
で
、
ア

メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
王
と
呼
ば

れ
た
故
ヒ
ル
ト
ン
氏
の
傑
作

と
さ
れ
て

い
る
。

「スペ
ー
ス
ヒ
ュ
l
リ
l
』
の
函
函
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トマシン売上10倍増グノユース、メノミ

自動紙幣収納器付き識別器紙幣アータックネ士

単体にて販売中グ

女
圏
内
販
売
代
理
屈
募
集
中
ROLLER TYPE (巻取式)
MODEL: CAT -.JN-1500 
1000円札 500円札商用

ENTE~pn'SE$，しτo~
東ビルデイング T E L (045) 212-1890 

時
代
の
要
求
す
る
紙
幣
識
別
総
は
今
や
ゲ

l
ム
業
界
で
も
必
要
目
聞

と
な

っ
て
い
ま
す
。

ア

1
ダ
ツ
ク
祉
は
世
界
総
ヵ
闘
の
各
種
紙
幣

識
別
総
を
製
造
し
て
い
る
世
界
第

一
の
専
用
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、

勝
社
は
こ
れ
を

ω年
前
日
本
に
初
め
て
紹
介
、
以
来
極
東
総
代
理

腐
と
し
て
織
統
的
に
輸
入
、
既
に
刊
万
台
以
上
の
販
売
笑
綴
を
有

し
て
い
ま
す
。
自
動
紙
幣
収
納
器
(
Z
。
z
ω
g
n
r
S
は
実
際
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ

ン
に
鼠
大
の
威
力
を
発
制
押
し
て
い
ま
す
。

-ー、

ー
ー
l

M
叫

E

戸、一

E 

E誕出島田旦U盟些
山 川幡.，I.tvn 

、
也

さ
て
A
M
O
A
エ
キ
ス
ポ
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
調
和
こ
に
入
る
。

と
か
ら
、
今
白
か
ら
飲
食
物

は
、
全
米
の
A

M
オ
ベ
レ
ー
の
と
れ
た
似
し
が
聞
か
れ
る
そ
の
他
こ
と
し
定
め
ら
れ
の
展
示
場
へ
の
持
ち
込
み
を

タ
|
純
縦
で
あ
る
A
M
O
A

こ
と
に
な
る
。
出
展
ル
|
ル
た
新
ル
l
ル
で
は
、
①
駿
皆
禁
止
す
る
ー
ー
と
な
っ
て
い

の
そ
の
年
最
大
の
縦
し
で
、

で
円
本
と
異
な
る
の
は
、
前

を

規
制
す
る
た
め
刈
デ
シ

ベ

る

。
な
お
本
紙
で
は
A
M
O

総
会
、
役
ぬ
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
午
の
山
山
展
祉
に
は
そ
の
ブ
|

ル

以

i
の
音
を
山
さ
な
い
よ

A
悦
察
を
中
心
と
し
た

「第

大
一
長
会
な
ど
の
俄
し
と
と
も
ス
の
脱
得
権
が
あ
る
と
い
う

う

に

す
る
、
②
出
展
ブ
ー
ス
六
回
米
国
A
M
業
界
祝
祭
旅

に
世
界
的
な
股
示
会
が
附
か
点
。
従
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
が

(
小
川
)
や
通
路
に
食
べ
物
行
」
を
今
年
も
災
施
す
る
(誇

れ
る
も
の
。
こ
の
股
不
会
は
で
て
か
ら
新
脱
出
展
社
が
そ
の
カ
ス
な
ど
が
山
山
て
い
る
こ
刷
酬
は
本
紙
ま
で
)。

従
米
フ
リ
ッ
パ

l
、
ジ
ュ
ー

2
5
2
2
z
z
z
z
z
Z
2
5
2
5
z
z
E
Z
Z
Z
Z
E軍
事

E
R
E
E
Z
Z
Z
E
E
E
E
2
2
3
z
z
Z
E
E
-

7
ボ
ッ
ク
ス
が
A
M
の、
t
流

で
あ
っ
た
こ
と
と
そ
れ
ら
の

メ
ー
カ
ー
が
シ
カ
ゴ
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
H
M
い

ぽ山人
と
権
威
を
持
つ
版
示
会

と
し
て
発
成
し
て
き
た
。

展
示
会
の
ド
山間
は
当
然
な

が
ら
A
M
O
A
で
オ
ペ

レ
ー

タ
ー
の
机
織
で
あ
る
が
、
山山

日
出
祉
の
多
く
は
メ
ー
カ
ー
と

刊
が
園

間いで
R
H

J
.
Y
M
4叫
白

.置
し窃
vutJr…

英
国
の

T

V
機

メ
ー
カ
ー
9
社

一
杯
に
な
る
英
国
T

V
機
市
場
の
危
機
を
訴
え
、

脱却柑

(第
附
固
と
の
と
お

り
災
関
サ
プ
エ
レ
ク
ト
ロ
付

(
タ
ロ
ッ
チ
社
長
)
の
川
町
び

か
け
に
よ
り
計
一附
さ
れ
た

T

急
場
に

vゲ
ー
ム
織
メ
ー
カ
ー
協
会

は
附
月
二
十
円
の
初
会
合
で

見
事
に
流
産
し
、
英
国
の
A

M
協
会
で
あ
る
B
A
C
T
A

の

一
分
科
会
へ
の
方
向
づ
け

で
終

っ
て

い
た
が
、
こ
の
ほ

ど
新
協
会
へ
の
動
き
が
ま
た

ぷ
り
か
え
し
て
き
た
。

7'-~'Y ク祉が日本の.1.;)に
新たに開発した、 1000円札
500円札両用議~IJ録。
1000円札、500円札が別々に
岳々 9切級、250枚(107、5
万円)収納出来ます。

表
し
た
新
ゲ
l
ム
改
造
、
ン
リ
λ

々
トれ
μ
綻
川
さ
せ
な
が
ら
、

テ
ム

H

コ
ン
バ
ー
ト

・
7
・
発
射
ボ
デ
ン
で
数
級
制
削
の
陥

ゲ
l
ム
H

と
と
も
に
、
同
社

石

川川
を
や
っ
つ
け
て

い
く
も

初
の
カ
ラ
l
x
Y
点
式
の

T

の
。
ま
ず
場
而
ご
と
に
プ
レ

V
ゲ
l
ム
機

「
ス
ペ
ー
ス

イ
ヤ
l
いい
対
す
る
メ
y

セ
l

ヒ
ュ

l
リ
i
」
が
発
表
さ
れ
ジ

(川
本
総
も
川
忠
さ
れ
て

た

(
日
本
で
は
七
川
二
十
二

い
る
)
が
音
戸
ボ
i
ド
か
ら

自
の
セ
ガ
社
新
製
品
発
表
会

川
て
く
る
ほ
か
、
宇
宙
人
の

で
仙世
話
さ
れ
た
)
。

-倣
が
現
わ
れ
る
。

同
出
慨
は
h

カ
ラ
l
ピ
|
ム
H

山
付
加
が
は
川
む
と
時
総
が

と
呼
ば
れ
る
カ
ラ
1

・
ベ
ク

呪
わ
れ
て
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ

ト
ル

・
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
る
。
い
ず
れ
の
ほ
船
も
そ
れ

X
Y
方
式
の
カ
ラ
|
化
が
進
ぞ
れ
方
向
の
異
な
る
発
射
点

め
ら
れ
た
も
の
。
遊
び
方
は

向
を
も
っ
と

い
う
J

つ
の
械

ボ
タ
ン
で
宇
宙
総
を
前
進
、

船
を
使
い
切
る
と
、
最
初
の

3
5君
主
電
器
S
E書
2
5

パ
タ
ー
ン
に
灰一
る
。
発
射
K
M

米
国
エ
キ
シ
ヂ
ィ
社

(本

向
は
①
前
方
へ
三
本
、
②
前

社
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ザ
ニ
と
布
左
の
一

一本
、
③
前
方

一

ー
ベ
イ
ル
、
カ
ウ
フ
マ
ン
会
本
と
後
へ
本
の
一J
M

似
矧
で

長
)
が
七
月
六
日
発
表
し
た
ど
ん
ど
ん
迎
然
で
き
る
の
が

新
機的制

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

。

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
ま
せ
る

川
府
に
も
な
っ
た
通
路
を
伝
ょ
う
で
あ
る
。

っ
て
、
主
物
の
あ
る

(必

人

カ

ラ
i
効
果
は
似
石
鮮
の

も
い
る
)
郷
町
を
次
々
と
走

級制叫
を
区
別
し
た
り
、
宇
宙

叶慨
し
て

い
く
T
V
ゲ
ー
ム
。

総
と
母
船
の
ド
ッ
キ
ン
グ
を

何
Mm
M州
も
の
山
川
市古
一物
を
娘
り
鮮
明
に
さ
せ
て
い
る
な
ど
の

こ
え
て

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ノ
ド
へ

。
点
で
持
制
さ
れ
で
い
る
。

• 

&NANZA 
横浜市中区本因T1ーフ

TRAY TYPE(狩込式)
MODEL・TNT-.JN-l000 
1000門礼用

日本市場に10年間の実績を
有し優も信鎖性のある鎌~IJ

銭。1{問。円札が900牧(割}万
円}叡納出来ます。

句き極東総代理屈F 

へ

.' . ....， #・ ・・

七
月
六
日
に
発
表
さ
れ
た
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
家

内
容
に
よ
る
と、

英
国
の

T

態
に
迫
ら
れ
て
い
る
ー
ー
と

V
ゲ
l
ム
機
メ
ー
カ
ー
九
社
考
え
ら
れ
て
い
る
。

が
結
束
し
、
新
協
会
A
B
C

「
九
社
は
す
で
に
非
公
式

V
M
(
ア
ソ
シ
エ

ー
シ

ョ
ン

・
な
三
回
の
会
合
で
、
各
新
ゲ

オ
ブ

・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

i
ム
機
を
検
討
、
う
ち
十
機

コ
イ
ン
オ
ベ
レ
l
テ
ィ
ッ
ド

・
磁
の
導
入
間
山
否
を
申
し
合
わ

ビ
デ
オ
ゲ
l
ム

・
マ
ニ
ユ

フ
せ
で
き
て
お
り
、
こ
う
し
た

7
7
チ
ュ
7
4
7
1
ズ
)
を
設
会
合
は
今
後
も
続
け
る
予
定

立
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ

ー
は

で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
私
た
ち

B
G
ビ
デ
オ
社
、
ゲ
ー
ム

・

の
う
ち
の
だ
れ
か
が
、
な
ん

ワ
ー
ル
ド

・
グ
ル
ー
プ
、
ゲ
ら
か
の
新
ゲ
ー
ム
に
と
り
か

イ
ト
ン

・
ゲ
ー
ム
ズ
枇
、
サ
か
る
の
を
妨
げ
る
も
の
は
な

ミ
ッ
ト
コ
イ
ン
社、

コ
イ

ン

い
。
し
か
し
、
そ
の
だ
れ
か

マ
ス

タ
ー
社
、
ダ
γ
チ
フ
ォ
は
ま
ず
協
会
へ
そ
の
こ
と
を

i
ド
社
、
サ
プ
エ
レ
ク
ト
ロ
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

社
、
エ
レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
、
と
い
う
協
会
ル

l
ル
に
液
縛

ニ
チ
ブ
ツ
U
K
の
九
社
で
、
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

粉
よ
そ
次
の
よ
う
な
共
同
声
う
し
て
私
た
ち
は
新
ゲ
l
ム

明
を
発
表
し
て
い
る
。

が
洪
水
の
よ
う
に
ご
奇
に
出

「新
協
会
は
、
英
国
の
楽
団
わ
る
の
を
避
け
、
で
き
る

料
に
対
し

(新
ゲ
l
ム
の
)

だ
け
そ
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く

独
占
肱
怖
を
持
つ
外
国
企
業
が
さ
せ
、
よ
り
よ
い
ゲ
l
ム
機

行
な
う
侵
略
行
為
に
対
し
、
を
提
供
し
よ
り
よ
い
利
溢
を

防
御
者
と
し
で
ふ
る
ま
う
こ
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
い
く
の

と
が
望
ま
れ
る
。
創
設
メ
ン
で
あ
る
」

パ
ー
の
主
な
目
的
は
、
当

業

「

英
国
で
T
V
ゲ
l
ム
機

界
な
ら
び
に
会
員
の
利
縫
に
の
著
作
権
法
上
の
権
利
は臨時

な
る
よ
う
協
制
し
、
共
同
で
定
し
て
い
な
い
が
、
裁
判
所

決
定

(申
し
合
わ
せ
)
し
て
に
よ
る
T
V
ゲ
l
ム
出
恨
の
著

い
く
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に

作
健
機
立
の
時
期
ま
で
は
、

新
協
会
は
国
の
内
外
を
問
わ
新
協
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
機
械

、
ず
他
産
業
で
の
パ
タ
ー
ン
を
を
貨
っ
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

見
明
円
い
、
そ
し
て
世
界
で
こ

は
新
協
会
、
が

こ
の
間
泌
に
関

番
目
に
大
き
な
購
買
力
の
あ
す
る
保
瑞
脱
走
行
な
う
」

る
グ
ル
ー
プ
に
な
る
こ
と
を
い
さ
さ
か
不
サ
分
で
わ
か

目
線
に
し
て
い
る
」

り
に
く
い
共
同
戸
明
で
は
あ

新
協
会
A
B
C
V
M
に
よ
る
が
、
T

V
ゲ
l
ム
機
が
英

る
と
、
会
員
九
社
は
過
去

一

回
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
満
杯
に

年
間
に
七
万
台
も
の
T
V
ゲ

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況

l
ム
機
を
生
産
し
て
お
り
、
を
時
円
祭
に
、
と
り
あ
え
ず
い

こ
れ
は
英
国
の
T

V
ゲ
l
ム

く
つ
か
の
メ
ー
カ
ー
が
会
合

機
メ
ー
カ
ー
の
七
五
%
を
代
を
重
ね
、
そ
の
結
果
ま
が
り

表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
な
り
に
も
ル
l
ル
作
り
を
急

い
う
。
ま
た
英
国
で
は
こ
こ

い
で
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る

数
ヵ
月
先
に
、
災
な
る
T
V

と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
九
社

ゲ
ー
ム
機
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
の
う
ち
ニ
チ
プ
ツ

U
K
、
エ

般
紙
の
多
さ
で
オ
ペ

レ
ー
タ

レ
ク
ト
ロ
コ
イ
ン
社
を
除
く

ー
を
混
乱
さ
せ
る
と
い
う
事

七
社
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
コ
ピ
i
メ
ー
カ
ー

{
「
ス
ク

て
お
り
、
同
時
に
メ

ー
カ
ー

ラ
ン
プ
ル
」

だ
け
は
許
諾
料

側
も
ど
ん
ど
ん
い
ろ
い
ろ
な
を
支
払
っ
た
よ
う
だ
)
と
う

機
殺
を
開
発
、
発
表
し
て
い
わ
き
さ
れ
て
い
る
。

" ・・ u 



発行ゲームマシンゲームマシン (18) 

令

hub中
遊
州
総
A
M
協
会
{
本

部

H
東
川
以
附
叩
渋
世
汁
・
Hm
仙川穴
H

S

の

卜
の
a

、
川
ピ
ル
、
公
開
九
八

l
州
七
六
じ
、
会
ハ
H
U
l
-
-
.
H川
、

略
称
J
A
P
・t

A
)
は
、
川

-

A
L
H
本
逃
附
協
会

(J
A
A
)

の
解
散
い
と
も
な
い
川
・
巡
同

船

mdmAμ
を
も
と
に
品
川
辺
、

川・・

1
K
M
に
点
以
で
没
占
総

会
が
聞
か
れ
山
此
れ
的
仁
川
川
守
さ

れ
た

附

1 本会のJ2i担当初の役tH主、有~IZ;佐治 1 rtiの総
定にかかわらず、別紙役Uf.jlのとおりとし、
その任期1! ，，";14~W，1 stiの縦定にかかわら'mz
有157if.3 1131日までと1る。

興リ

(委任)

ヨ'137粂 この定紋のnI!i行について必療な す11((1<1:、l'p.
事会のよ轟決により1tl止が〉どめる。

員リ

P 

3 前1貨による収支l車、新たにhlt屯した予1'，(にJS;
づくものとみなす。

4 会長は第 1lJ'iの耶淀川両又1<1:f"ll:を変!l!Lよ

うとするときは、理事会のI;'U!，を得たうえ、総
会の議決を経主lすればならなも、。ただし低微な

変更についてはこの限りでない。

(事業報告、決算、 llf皮FlU及びu俗対照&)
第34粂 本会の事業骨if昔、決算、その年末の財産目
主義及び貸借対照表Iよ、会長が作成L.f1ft'lf会のIf<.;.g
を総て年度終了後60日以内iニ官官・l'のE主任を総て、
総会の承認を得金ければ者ら~い.

第6掌定款の変更及び解散

{定教の変更)

第35;長 このZEZ主は、総会において tl.""，:正会i~の 3
分の2以上の爪泌をl!Tなければ変i1!することはで
きない。

(解散及び残余MJ'71の処分)
?;ß 36~ 本会(;1'.、以iJ，第68条首'1J l!i~\ 2けからh14
勾まで及び|日l条首12stlの胤之により解散する。
2 1-;: il， ~\68条"i2 stlのM・4:により、総会の議決
に~，!iづいて解散する助作 l主、 .'Iw市'，'JE会oの 3 分

の 2 以上のIPW: を 1~~なければなら~ぃ。
3 J91H放のときに作する7.11余MJJ'nIよ、総会のJ晶i.k
を総て、処分するものとする。

第7章

月2回 (1 11・15日}

雑

遊園施設を

A 

する

E 

基本に

A 

151 I晶'lfの経過の慨婆及び結来
(61 ;伶l~鉱物名人の選出にI渇する事項

2 1Jl.1~J.止に l阜、 t量投及び出席したt高成員の中か

ら選任したJ韓併銃器名人Z名以上が署名しなけ
れ1Iなら~ぃ.

{委員会及び~μ)

高m~ 本会(;1:、思事会のoiikを経て特定の君事項に
っき、 ~U会をô"i くことができる。

2 委u会の袋w阜、里盟事会の議決を経て会長が
委嘱する。

3 ~U会及び4'UにI刻する事項l立、型事会の議
i.kにより別にこれを定める。

資産及び会計

(伐or:の附成)
第30条 本会の資1'll(主、設立当初l受け継いだ財産自
$，k，l己般のl材波及び次(;41.)(ずる収入いよって生じた
'teNlをも って榊)&:す告。
(l)会資収入及び入会金収入

(2 )寄付合収入
(3) t'(jlaから1:ずる似人
(4) -' 1 1 11から 'I~ずる収入

(5) tの他の収入
(~J1nのWf'll)

~i3 1 糸 本会の資産l卓、会長が管J~!オーる。

そのWf~UJilH車、思'11会のJli淡を総て定める。

(可111$I'.).if) 
W，32条 本会のが来年度は、毎年4Jll日に始まり
:':S!ij'.3 } 13111 (二絞る。
十l'l'Ut両及び fo'm
話m~ 本会の'11~.It幽&.ぴ fom卓、会長が作成し. 
.pn・11会のIf<.泌をi地たうえその事業年度開始前に総
会の』轟i.kを i!トなければなら~い。

2 if.l.if I制始以Iに(.fT.が成立し幸いときは、成立
するnまでが'1if. 1ft (. ~を姥行する。

J 

つ
い
で
六
月
-
十
六

U
に
和

歌
山
県
勝
浦
で
第
一

州
通
常
総

会
を
附
俗
、
定
叫
軌
を
変
史
し
た
。

上
に
絡
げ
た
の
は
、
従
っ
て
H

刷

新
版
の
定
紋
で
あ
る
。
こ
の
定

以
に
ぷ
づ
き
、
川
協
会
は
「
哨
組

閣
施
設
を
所
ゎ
付
し
、
ぷ
は
竹
内

泌
山町
す
る
も
の
、
ま
た
は
逃
附

随
波
及
び
附
泌
機
仰
の
製
作
、

阪
光
明
J

を
す
る
も
の
し

(
第
r
H

粂

m
・
項
}
を
山
中
心
と
し
た
、

第5章

泌
す
る
に
逃
凶
昨
施
設
の
メ
ー
カ

ー、

(

P

侵
犯
ぬ
れ
を
合
む
)
4

ベ
レ
ー
タ

l
、
.
敗
光
業
お
を
中

心
メ
ン
バ
ー
と
し
え
業
♂
同
体

と
削
明
石
さ
れ
る
。
な
む
仙
山
川
H
は

次
の
と
お
り
。

公
民
H
H
山
川抽出
火
氏

{点
作
印

刷
削
別
刷
機
州
側
)
、
刷
会
民
H
小
的

政
ド
川
氏

{
・
・
制
輸
送
機
山
側
}
、

山
川
・
・
郎
氏
{以
防
興
業
側
)。

川川島

m引
H
似
治
史
郎
氏
{川H巾

助
役
ハ
H
}

。

州
市

VH
大
命
的
氏

{大
品
川
点
m

業
側
)
、
加
山
崎
臨
骨
，
氏

(加相腺

級
金
-l
業)、

ト
.
弁
照
チ
氏
(
附

.
内
似
※
州
州
)
、
粂
実
氏
(
久
竹

船山市川開
)、
花
山
部
厄
幸
氏
(
サ

ク
ラ
娯
楽
附
)
、
末
位
喜
一
氏

(
州
側
ジ
エ

イ
・
ア
i
ル
・イ
l
)、

山
山
茂
綬
氏
(
千
円
い
遊
技
繍
)
、

山
ハ
ハ
砂
卒
男
氏

(此
ハ
砂
工
業
側
)
、

問
本
u
口
…
明
氏

(
明
日
臼
特
殊
産
業

側
)
。
肘川市

VH
池
川
幸
口
氏

(刷側池

川
製
作
所
)、
小
眠
判
定
良
氏
(山側

ホ
ー
プ
)。

な
お
同
協
会

・
闘
争
内
支
部
は

次
の
仙
川
成
と
b
u

っ
て
い
る
。

い正

mMMHU4佐
川
刊

一
氏

(仙側

ジ
ぷ

イ
・
ア
ー
ル

・
イ
l
)
。

支

mw池
公
安

u
u永
別
掛
川
雌
八

氏

(m
V水
斤
・淀
川
州
)
、
川
小
正

H
H
C

、
『
‘，、
1
8
血膚，.帥
w
d

、
れ
U
出
M

U
S
E
'

F
，s
d
n
N
r島
4

1
J
品
切
、

-m氏
(
:
・
利
欽
[
州
側
)
。

高m粂 総会は、この定款に別に定めるもののほか、
次の事項を議決する。

11)事業計画の決定及び事業報告の本m
121 その他本会の運営に関する111要な事項
2 埋事会{主、この主主款に別に定めるもののほか、

次の事項を決定する。

11)総会の議決した事項の執行lニl渇する事項
(21総会に付議すべき事項
(31 その他総会の議決を委しない会務の執行
(会ぷの1瑚俄)
話m~色 通常総会iま、毎年5月に1制f躍する。
2 臨時総会Iま、次の各号の土晶合に間{躍する。
(1) JIP' !Il会が必要と認めたとき
121 J[会員の5分の1以上から会議の目的を;己似
した 2~箇をもって開催の請求があったとき

131 LIt:法穿~59条第 4 号に是正づいて軍ZZFがlllJ.長する

とき

(会織のm集)
第23条総会l止、lÌíf糸~121rH4';3分の均合を除いて
会長がj7{!t-tる。
2 会長は、liil糸瓜2{~m 2 ;.;のJ場合lまw求の円
から111:1以内に矧集しなければならない。
3 総会をtIl!Rするには、会議の円l時、均所及び
11的たる11'lJ'iを記載した容而を少なくとも 5円
Jiif 1二会uに送付しなければならない。
4 1盟邪会l立、会長が干i'l~する。

{会織の級長)

~24~長 総会のよ轟長{卓、その総会にお・いて111附した
正会Hの中から選任する。
2 F理事会のよ轟長i立、会長がこれに当たる。

(会議の定足数}

第25条 会議11、指成員の2分の l以上のl'j1.11官が{t
ければ附会することができない。

(会滋の議決)

ヨm粂 会戊の議事f主、この主主・3主に別に定めるもの
のほか、会滋1よ出席した傍Iil<!lの過半数の!日1:也を
もってikL、ロ[、百fuf数のときはよ轟長の決すると
ころによる。

2 会泌!よ1'$いて、出席正会員または理事はお l
i開のよ昆決継を有するものとする。
(tFI偏による表決等)
;i'l27粂 やむを得ない唆自のため、会嫌に出席でき
ない情r&:H(主、あらかじめ通知された事ti1につい
て 、 2F而 をもって表i夫し又はf也の.h\~fJH~ を (!;:f!J!，人

として表決を委任することができる。この均合に

おいて、 1FI耐表決夜叉(;1'.表決委任者は会J轟にJ11Nd
したものとみ告す。

01刊惨.~)
h128条 会議の級事については、次の事)}lを紀、1世し
/とjh詫Z匝重品をf1!IiAしなけれ(;f>;tらない。
(l) 会j阜のUJ侍及び場所
( 2 ) ，f，11J&: L~のI.Q.花数

(3) 総会にあっては出席した会員の数、捜本会に

あっては111席した政司王の氏名(:!.'商袋決者及び
ぷ決委任者を含む。)

(41 I轟決事項
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{入会}

第6粂 本会の会uとしてこの会に入会しようと r
るものは、入会巾込書を会長に総出し、Jlll'!'会の
承認を受け矧lに定める入会金を納入しなければな

らない。

(会.m
第7条 会W1、総会で別に定める1';1~を納入し企

けれは?なら岳、、。

(退会)

1.08条 会民I阜、退会しようとするときは会伐を〉.己
納のうえ、お函でその行を会長{二，，1，け n l• なければ

なら♀い。

2 会wが次のおりの ]に.i真当するとき は、.iil会
したものとみなす。

111予t亡したとき
(2)解散したとき
13)首'i9粂のm定により除名したとき
(除名)

第 9粂会員が、次の~手?のいずれかにぷ・'H- ると

き(;1:、総会において :t~J市会uの 4 分の 3 以上のホ

認を得て、これを除名することができる。

111会貨を 1年以上納入しないとき
(2J 本会の名誉をきmし、本会の1I 0~Jに I;i，する よ

うな行為をし、又は本会の朕1芋を乱したとき

131本粂ln2号の総定により会nを除名しよう と
するときは、総会において決泌の前に弁明の機

会を与え在ければならなt、
(会資等の不返還)

liH 0粂 退会し又.主除名された会nが、 i反Iニ納めた
会'l'eその{也会民と Lての筏務に)1;づく金AJ，Iよ返還
しない。

第3章

(役員の緩類)

第11粂本会{二次の役討をi泣く 。
(11会長 ]人

(2)副会長 3人以外1
13) 特務皮~I' )人

(4) ;常務F~!lli )人

(5)浬 '11 10人以上15人以内(会必、刷会
長、専務fll!.'JI及び常務.f1P'II'を合
む。)

2人(6) 監 'J(
(役員の選任)

第12条理事(専務理事、官tf~l'P'//I を除< . )及び
隊司王は、総会において選任する。

2 会長及び副会長は、f'P.引のI/]躍とする。

3 理事及び軍主事は4担任に若宮ねることができない.
4 専務理事及び常務理事は、思事会の承認をω

(19 ) 

役員及び駿員

全日本遊園施設協会定款

6112渇11変更}

JAPEA 

(II{!卯56年3JI2511制定.

( f，紘)
l.o I ;条 この法人は、令II.{>:・逃1"1絢J党協会(英文字
.JAPAN AMUSI・:MI'::"<T PARK EQUIPMENT 
ASSOCI ATI 0:-1.園高狩‘:.IAPF.A) という。
(堺筋所)

白12条本会Iよ、本2HfF414f自iU決行1>((;;0'(<。
2 必l)ltゐるときはJlf!・11会のJJti.kを総て、r;Eたる
事務J析 をí~l<ニとができるの
(11的)
lo3粂 本会{よ遊戯施，!!l:&びこれらに世nするi遊戯機
日出 (以下滋l<:lllfl!i.l!l:という)い|制する事業の制Vt.♀
る逃)j.<~~l章、ìl11世1 ~1!i，!立の'b;令附i(混と適切なる維持

ill行の'jvi'llの実)j1!i，lfi.びlニ会W'1I1iHiIの.i!l!絡を凶る
とともにI!lH，f:il，縦のAlli円 ~'II.k;巡~O)a-実純L，公主義
的i史命の.iJ!成をJYIすることを以ってI-l(J11とする。

(，~~) 

~14 条 本会はliil粂のII(J¥J:をi量hltするために、次の
'11 ~きを行う 。

(11遊間経設の安全対策tニl刻する調i主研究
(2) 巡l司施設の定期検盆符のil，~見施行に対する協
カ並びにn:及、 γ({;zt

(3 ) 遊l調~設の織的、J!l!n管理に関するお基織の

設定及び教mlM
(4: 遊間施設の安全li'J1:のためのぷ，tt、製作、施
工u術にI悶j-る舗1i研究

(5) 遊間ñ~.l!!'のJ2Jf、製作、総T.及び倹1主役首:j11 
の~成、技術fl1~

16) 遊[姐ñ~.l!!'の安全鰍r.+lに l問 r る.:.ti前会、必沼会
，lfi.ぴ1;~庁'究会怜の附{匝

(7) 遊間ñ~，ìltの前科 í;'l;fl!J r~印刷物の刊行並び
にiJn.(1; 

(8) 会uの桁).1'[，、会t~剥 111:の kll給並びに協力
(9) 本会とfI((.)をfoilじくする内外.!r.1.1I体との技術
交流述給総括9
n曲 その他4覧会のfI的をJ.ill戊するに必裂なllll1

第2童話会 員

員リ

昭和56年8月15日

総

(会L1の#，P.!，.II&び民的)
lr;S条 本会の~Uはっき・の11'.会U&ぴ11助会uと
する。

(])正会n遊間胞泌を1;)1イ[し、成(;1'.'i1JlMill営する
もの。または滋|刈mti.f!t&.ぴ|対kll機23の製作、 H臣
フ'CTt;をするもので本会のIIf内に貸f.iJし入会した
法人米はfI用人。

(2珍骨助会U liilf!i以外のl湖i，f，~.(jで本会のA1!!旨に
質問し協力しようとする法人Xは個人。

一製品レンタルいたしますバリ

TV 
ROULETT 

最低5台以上で6ヵ月単

位、 1ヵ月 1台につき…
パリー製昂各種パーツボーナスラインウオールストリートデキシーランド

PARTS 

ボーナス ・ライン{新品)。

…・・'" 6S， 000 
ポーナス ・号イン(中古)

…'" 50，000 
ウオ四ル ・ストリート(中古)

・・・ 0￥60，000 
デキシーランド(新品)・ 0・

・・0・'" 70.000 
ブル・ マーケット(中首)…-

ι…'" 60，000 
スーパ四コンチヰン9ル(中古)

Y45，000 
ファイプライン{中古) • 

.，."..・￥30，000
例:スーパーコンチネンタル{中古)
5台の場合、

前月小切手ν225，000'"るい1:毎月決
済的約束手形V225，000. 
TJ'相、6カ月の保健企と Lτ約束手形
'1'2，250，000の健保が必要です.
~ ーの.. !Iltt。レシタルlHr どご鍋II!'二Iê
C J T. 

G雪白蚕王Lクト口二クス(掛
、
網"

• 

sr!1~wm のゲーム機用部昂

見やすさ抜群.グ

τ会長が任免する。
(役i~の聡務)
;;:S 13粂 会長[主、本会を代表し会務を統絡する。
2 副会長{;I'.、会長を補佐し会長に事紋あるとき
Ij，、会長があらかじめ理事会において議決を得

た順序により.会長の駁務をfTう。
3 .!早務F哩4i、 常務湾$1立、会長及び副会長を繍
佐ιて本会の会務を処理する。
4 ~聖*1卓、重量事会をt膏成し会務の執行を決定す

る。

5 監*1主、民法第59条の総務をfTう。
{役Hの任期)
W;14条役.uの任期は 2年とする。ただし、再(f:(j，
Wiけ:{t ~、。
2 事n仏;役員の任期(;1'.、両ij任者の残{工)tlllmとする。
3 1生μが辞任又は任期満了した均合l二、後任者
カ句!.t(モするまでは、前{f有がその総統を行うも

のとする。

(1生uの解任)
白1mゑ 役L~ に 、 1':it-!としてふさわしく生いれぬが

めったときは、総会において 4分の3以上のJA1思
をt!トて、そのi':iJ..tを解任することができる。
(名併会長、胤1:11及び参与)

首m粂 本会{ニ名誉会長、顧問&ぴ参与をiitくζと
ができる。

2 名営会i長毛引Iは主耳理E制!JポJ~会の維せんtに二より総会のJ爪鼻氏針.;i
を i~Þ るものとすす-る 。

3 噸IUI&ぴ参与l立、問事会の糸認を得て会長が
'[.，似する。

4 i;営会長、顧問及び参与l立会長のお1::](二応じ
怠~を述べることができる。
5 名誉会長、顧問及び参与の任期Ij， 2 if-とする。

ただし将({は妨げ幸い。

{役uの報網)
ll';17条 本会の役員(;1'.無報関とする。ただし、t事務
J'P.!)I、常務恕事、顧問及び参与1;1'.l'Il!事会tニ主寄り、
桜酬を支給することができる。

{堺筋}.，))

;:r; 18~ 本会の*筏を処理するため、本会lン)H~M
を説く。

2 !J~ .I*局には事務局長その他の駿員を泣く 。

3 *務局長その他の駿員(j，、会長が任免する。
4 事務局長その他の畷員の給与等については会

長がf盟事会の議決を得てゆjに定める。

第4章会 議

(会織のf;fil':li)
百';19糸 会成I;J:、総?会及び耳目事会とし総会(，t通常総

会以ぴ|抱II~'総会の 2極とする。
(会j轟の構成員)

W，20粂総会{主、正会員をもって締成良とし、鈴助
会nはHH市しな%を述べることができるが、 J車決
には加わらない。

2 1'11')1会は、理事をもって総成員とし、 llii'11は
出席し窓兄を述べることができるが、議決には

lJlIわら{tい。

(会滋の』霊能)

ジャンビューター操作盤
~ 

:r.?ン配列
じ
i主目

.ルーレッ ト~兜金に TV ゲーム化/1
・ 1-4人ffl.各プレイヤーは+字レ
パーで各所で各5枚阜でチップをかけ
ることがで事る.プール999点まで.

.ゲ四ム開始でTVモ=.~ーのま わり
を喝光点滅が走ります.
.1 硬貨 1・2・5・10点のl!t定切替
・配当事60、70、初、90%4段階切轡
.パ yテリー内蔵、停m対策OK

W95-1648 

‘ガイドチップ{ステンレス製)付レパ

ースイッチ、マイナス型、+字裂、八 ~ r-.. '-" 

方型の書1I ./ ¥ ./ろよ¥ /， ...... ¥ 
ガイl'チ ップ11刷もの~Rl批チップ交鉄 ~Cコ}) ~( )}) ~( )ラ
によっ!l:!式的瓦険性を b勺てい止す. ¥or ¥or ¥or 
'i1!刷新寝中側中PAT.P30293 
小切町 b のもめ~ ，す.(セガ、データ問}

V各種織作鍵有り{スクランプル、ディフェ

ンダー用
・夫.w， .ガラス エスηyション
(夕子、ヨコ兼用}
・タイトータイプ化経パネル
・スモック.w，
.レパーポール{小中 ・大)

ロニクス株式会社

タテ ヨ ヨ雑m~

三和エレクト

マブラウン管支持用骨11スチー

L1NE BONUS STREET WALL DIXIELAND 

t 向、

ーー

何硲 東京書官..区東池袋1-48-10 25山家ピル1002

〒170 台東京(03)982-8166



ゲームマシン (20) 月2回 (1 [1・15日}発行ゲームマシン第171号昭和56~手 8 月 15日月2回 (1日・15日}発行第171号昭和56年 8月15日、、E
，l 

内

7ι，
S

曹、

抽
押
.
ド
凶
聞
の
ハ
ピ
リ
J
q

ン
の

人
気
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ド
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状
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ス

7
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採
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パ
ピ
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に
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日

長
蛇
の
列
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絞
き
、
紋
時
間

出
川
九
が
持
活
と
い
・
7
状
態
町
民
。

二
れ
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映
像
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心
の
ハ
ピ
リ

オ
ン
が
版
ぷ
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で
♀
く
、
総

入
山
内
川
制
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映
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付
と
な

っ
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い
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よ
る
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な
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で
も
ダ
イ
エ
ー
体
験

劇
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映
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に
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し
て
い
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。
同
館
は
カ
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ダ

の
7
イ
マ
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よ
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世
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最
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映
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シ
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オ
ム
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マ
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初
公
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シ
ネ
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フ
ィ
ル
ム
の
」
二
倍
、
お
納
場
定
員
は
四
百
五

l
z。

フ
ィ
ル
ム
の
卜
低
と
い
・
7
超

神
戸
ポ
i
ト
ラ
マ
鎗
は
「
大

大
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学
球
ス

7

λ

ク
リ
ー
ン
に
映
写
す
る
。
リ
I
ン
は
垂
ド
院
で
、
凶
既
存
一
除

制
肌
芥
防
法
的
ω
ば
の
急
勾
配
で
、
も

一
昨
怖
か
ら
問
陪
と
量
点
に

ス
ク
リ
ー
ン
と
向
か
い
合
わ
与
っ
て
い
る
の
が
作
微
で
(
在

せ
に
な
っ
て
い
る
。
内

谷

は

F

M
)
、
-
」
の
形
式
法
倹
界

「ワ

ー
ル
ド
つ
l
λ
タ
l
』
で
初
め
て
」
映
写
効
棋
の
お

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
附
剛
山
体

い
ア
ル
ミ
パ
ノ
チ
ン
7
λ
7

が
コ
l
λ
タ
ー
と
な
フ
て
卜
リ
l
ノ
を
仲
体
制
縦
覧
時
間

九
分
間
附

w・
川
の
悦
似
体
・
・
十
分
定
H
H
:
・
行
人
九

帥
械
を
す
る
も
の
で
、
そ
の
コ
な
み
に

「ホ
l
ト
ラ
γ
』
と

ー
メ
は
.
般
公
務
に
よ
る
『
ι・
・
ば
、
ボ
ー
ト
ピ

γ
丹
、
試
み
・
9

ど
も
バ
人
安
川
会
」
が
拠
案
。
ハ
ノ
ノ
マ
的
映
耐
と
い
う
な

味。神
鋼
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
シ
ア
タ
ー

は
、
限
り
な
き
宇

宙
へ
の
ロ
マ
ン
」

が
テ
1
7
0

投
映

恒
泉
数

・・
h
d
二
千

怖
の
国
内
最
大
相
棋

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
中
心
と
し
て
、

パ
ノ
ラ
マ
抗
日
映
機
、

オ
ー
ロ
ラ
投
映
出
問
、

開
制
H
荷
役
映
後
な
ど

:
一・
・
「
畿
百
数
十
台

も
の
殺
映
倹
と
特

殊
効
県
を
出
「
ビ

デ
オ
フ
ロ
j

L

7

は
巾
央
部
に
自
動
口
什
降
裟
凶

付
の
刊
刑
よ
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、

多
H
的
ホ
|
ル

と
し
て
活
用

が
で
き
る
。

神
.P
附
川
閉
緋
後

は
、
仙
押

μ館
と
と
も
に
析
し

く
神
U
J

市
抗
科
“
一
千
隙
物
館
と

な
り
、
一
判
一
久
施
設
と
し
て
残

さ
れ
る
F
定
と
な
っ
て
い
る
.

こ
の
ほ
か
昧
耐
ス
ク
リ
ー

ン
を
保
川
し
た
も
の
に
シ
ネ

マ
2
0
0
0が
あ
る
。
二
れ

は
パ
ピ
リ
オ
ン
で
な
く
、
ポ

ー
ト
ピ
ア
ラ
ン
ド
内
に
逃
戯

胞
設
と
し
て
汎
説
明
H
さ
れ
て
い

る
も
の
ど
が
、
一
応
紹
介
し

て
お
こ
・
?
。
ス
ク
リ
ー
ン
は

前
径
川
町
灯
、
ヨ
コ
明
度
、
タ

テ
m
w
a伎
の
球
面
、
つ
ま
り
直

終
日
間
引
の
球
の
問
分
の
一
の

ス
ク
リ
ー
ン
で
、
刊
川
刊
フ
ィ

ル
ム
を
使
用
。
内
容
は
世
界

の
ジ
エ

y
ト
コ
ー
ス
タ
ー
や

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
飛
行

で
、制慨
客
は
立
見
出
叩
と
な
っ

て
い
る
。

タ
ー
な
ど
を
配
銭
。
そ
れ
ら

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
全
自

動
演
出
に
よ
り
、
直
径
m
H
M

の
半
球
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
像

を
映
し
出
す
。
「
銀
河
の
か
な

た
」
と
題
し
て
十
八
分
間
上

映
。
定
員
-
ニ
-向
人
。
な
お
州
総

神鋼ポー 争 ラマ館(~)、ダイエ一体職劇場{中央}、
川鉄lI8~n(亭納)の骨パピリオンのようす.

テレビゲームに変わるテープ)レ舛ブの決定版

上の写真はタ'イエー「オム=マッ

クスシアタ-Jの峡僚。左の図は
70f，、35t +Jのフィルムとの比較。

拍附札

S øe<従醐町四省割、臥 ~お>.91御もa・ S1Ia<‘訊

話。・.. 11・....骨頂固W簡 略 S白..fli6:M咽 ・4蝿納

OMNIMAX 
町""'-15陪刊酬師、S/ltame
2柿 >2剤、帥.'‘""剖凪

，.. ，、

トピア81の入場者数ポー

予想より11日も早く 8月4日に

3月19自の開場式のようす

2
9i
z
'
i

‘a
 

s---EER 

日
白
・
a岡
山
町
川

ad--

!
 

ta--‘‘‘.， 

仙押.ド附け
「
ポ
ー
ト
ピ
ア
創
」

y
ブ
し
て
『
た
も
の
で
、
聞

の
人
川
行
政
が
八
川

-
H
の
合
前
で
そ
の
F
測
は
行
八
ト

タ
か
、
-
F
万
人
を
仰
天
似
し

円
前
に
・
千
:
・
・
内

1
・
M
Lハ

介
、
.
』
れ
は
・
・
川
・
・
卜
け
の
子
人
と
さ
れ
て
い
た
が
、
・
』

附
俗
か
ら
.
内
・

卜
じ
H
HH
で
、
の
よ
〉
ず
で
は
さ
ら
い
F
測

州

μ
ボ
ー
ト
f
イ
ラ
ン
ド
怖
を
修
・
止
す
る
必
要
か
あ
る
よ

覧
会
が
問
会
的

μ
「
測
し
て
・
7
ど。

い
た
主
り
卜
・
H
H1
か
っ
た
。

A

「
力
人
H
は
京
ぶ
か
ら

ニ
の
人
吟
行，

r測
は
一
刈
州
米
た
川
川
鉄
峨
川
H
ホ
谷
山
砂
川
さ

段
件
附
で
な
ん
ど
し
修
正、

7

ん
一
家
，
午
後

-K時
五
ト
分

に
入
場
、
会
均
内
の
市
民
広

ぬ
で
川
協
会
長
の
-
M
崎
日
制
緩

神

μ市
長
か
ら
公
式
金
メ
ダ

ル
、
パ
ネ
ル
時
計
な
ど
を
フ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
喜
ん
で
い

る。

• 神戸博

， 

， 

な
お
、
川
協
会
が
こ
の
ほ

と
人
川
崎
n
F
・
... h
ト
ハ
ハ
人
を

H
川
象
じ
行
な
っ
た
怠
川
崎
川
伐

に
主
る
と
、
川
防
覧
会
の
印

象
は

「h
g

ば
ら
し
い
『
ま

あ
よ
い
の
符
の
A
H
J
が
約

八
O
M
m
r‘
『

md過
し
「
必

い
』
が
九
H
A
-
-
O
%
と
、

h
k

帆
引
に
M
J
で
、
満
足
し
て
い

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
人
ぬ

形
態
は
、
一
挙
族
で
き
た
J

パハ

・

九
Mm、
友
人
、
知
人
と
き
た

-二例

・
八
M
m

、
川
体
a
e
a
M
m

の
剣
A
u
い
で
、
日
制
り
は
七

八

・
問
M

向
、
泊
り
が
守
二

・

六
%
の
結
栄
と
な
っ
て
い
る
。

• 

神戸崎ポートピア会喝の全体図から

.‘
 •• 

ツデコ

神鋼ポートラマ舘の断面図。半E事量葺画面と

11置から4織の観客席設賓は世界初の1(-，>.

"" '・

-』7画_".暗唱】是正冨1:.. 

フラッシュボーイ

L 
[ 全国ネット脅誕ωサービス 11 

レス株式
会社⑬ 

雪野:B野誠瞬
4人用の本格麻雀、テレジャンに

続いてプレーヤ一同志が対戦でき

るマージャンゲームがカセット化

され、好評発売中です。
.1人用は、コンビューター栂手に対戦

・2人用は同時に2人が対戦できます。
・金品をかけてプレーすることは禁止されて

おります。

高直にxgし強烈是正

"ジデと体当り

ali攻量産をくり返し
火山や慣石をかわ

し怠ガら宇宙に

むかつて進む

スリルとサスペンス

溢れるゲームです。

本位/大阪府吹田市江!di町1-428(〒564)宮(06)386-6181(fI) 

東 京支g冒{ω)46句・1051側 綱同 支后官(092)731-3361絢
名古屋支窓宮〈慌の914-3191ω 金沢支思冒(0762)23・3591絢

LESTER COよT0.;よぷtitst;;::主:L21ii
'‘ A 

本 社:〒171双 京都銭島区 南池袋 3 9 - 5電話(03)988-2571仰

名古屋営機所 :干464名古屋市千積区春岡通り 6の28電話 (052)7625222 

福岡営業所・〒812UI悶市博多区樽多駅前3-3-12t噂多白水ピル5F電話 (092)4740120 
DATAEAST INC SANTACLAAA CA95050 U.S.A 

徐式会栓デコ・礼侠干064札幌市中失区南二十一条西十二丁目879-15tt(OII)562 241鮒む

識友
会社

盟かさをjJri，'-1'1する、川 (-技術の
-圃圃・圃・・・

|:二.I~
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PARTn 

特許出願中
W95-2029 

根強い人気で好評発売中
以ょのメダルゲー ム械の~置運営に勺幸まして I~
'〆グルゲーム場運営，j!.l(j.J を守勺てご使用下さい.

同肺'"蜘咽両州alE除<'''''・C$M揖川崎S

アイレム株式会社

-プレイテーブルのお申し込み、お問い合わせ

・本札 /大阪市東区安土町2丁目3幡地(大阪国際ビJレ20F)

・松原工場/大阪府松原市西大塚I丁目1-5 -16 

fr06(264) 1391(犬代表)

含 0723(36)1174(代表)

アィν必u これから..す種!，'~ Jの蟹混じ応える有1)・..を先発LてSぃ。....のでご鱗縛γ.'、-
rfw'.GP・II/S・iJ 11当役の開発し陀オリジナル・6誌です.

再 ν.... Z F:.守門戸わ-机 宵~・・・E盟問・r

察新日本企画
Shin Nihon Kikaku Corp. 

東京 支I;!i

仙台営業所

綿岡営難所

むつ営業所

東京都台東区浅草繍5-4・4 ジュ エル秋葉原
〒111rr03  (866) 6 175  

〒530大阪市北区西天満6丁目1番2号千代田ビル別館5階
TE L . (06) 365・6621(代)TELEX.5236785 SNKCO J 

東大阪営業所

仙台市上杉6丁目 1番 12号鈴木ビル 1儲
干980rr0222  (75) 6071-3  
福岡市1噂多区博多釈東3-3-1611);構ピル304号
干812宮 092 (471) 8612-3  
脅森県むつ市新町 1 2 の 4
〒035rr 0 1 7 5 2 (2) 7 7 8 0 
東大阪市吉田7-2-35ホワイ トシャト ー l階
〒578rr 0 7 2 9 (6 5) 0 5 3 3 

〆・、

，、

"" 
内

t'、
同

，、

ヘ

昭和56年8月15日第171号 ゲームマシン [全面広告】 月2回 (1 8・15日}発行 (22) 

-エ事現喝のシテaエーションでたわむれる愉快なコン
グのキャラクタ一。
.ハン?ーを持ってアヲックする気分は壮快です。高得

点にもなります。

・ジャンプボヲンとコントロ『ラーのハイテクヱ ジクで

今までにないスリルを昧わえます。

.ユニークな効果音はゲームの雰囲気を一応盛りあげます。

スモール

アップライト骨イヲ アップライトヲイプ

スカイスキッパー

女コミカルな複葉機が

大空をかけめぐります。
.あざや力、なテレビ函碕に楽しい?二メーションの世界

を鉱{ずます.

・スートのはいった動物たちを救う組み合わせで高得点
力守男られます.."l葉機を飛行鳴へ着蝕させ、うまく給油するのがボイ
ントです.

・J&いやすい操作ポヲンの配誼.

スモ『ル

アップライ ト世イブ アップライト骨イフ

在王室レ5Lp-ZスTι
'" 1: 円。IlÞ. y~る，代舗t戸 締羽u・m事" ，含 TεL帥"‘ 16(1
a関濁.>，亨S'1"fj除命喝包&"'..脇、 γ0)2TEL 06245 "155 
，""'，1雪yH T6O!> ~ tJ/tj刻f.w(i猫嶋.1.‘松町60TE:LOlちS41&111 
ltI tb ~ W，1鳴守?師向山m・a・j"J (:)‘ ・ Il~ TEUI・"従1821

レジヤツヲ・アッフライトマシジ・ イジナッフ
LEIJAC UPLIGHT MACHINE SERIES 

一一一一一ーせかいのtぴー『一一一ー

君はコンビューター

に勝てるかノ
楽 しさいっぱい/夢の世 界旅行へ.• 

-配当率
・1図軸 2(音・3回戦 …l剖量・5@)" .. ・6 時時
.仕様

.2回融 .4悟・4回線却1ft・6回獄 1倒告
-金繍 1，4砂""・全幅渓沿私
・奥行 耳切内t:.. W91-14i29 

¥ 

-あそび方
・10問.却何時俗弐a
・25e〆ダルペイアウト方式，

"_ '" b 

・2イン;(11〆グルを投入し(9枚まてoK) 
スタ->ボタシを?写して下念、、.
・""ピ込ーター聞のランプが点揖しグー，チョキ。
，，<司のいず".、に止ま9ます.
・;夫氏@動的にプレイヤー酬の1回惜のランプが点
謝するので.ストップボタンを押して下きい.
・プレイヤーが勝勺と 2回織がλタート します'>1.1 
後岡崎に勝ち敏いて6団総までプレーできます.
・プレイヤーが輔今τいる'4合、決の剖微舎やめて
ぺイアヲ 1.;t!タンを"すと 〆ダルが仏い11:され
ます.

お待だせしましだ/大好評ジャンケンゲーム新発売

ピカデリーサーカスも新発売
メタ'ルゲーム慢の段贋遺書Eにつきまして悼 'メタ.ル。ゲーム場司直営基.Jを守っτご使用下さい。

人 気急上昇中 グ

一一一一一〈にと qがっゼんーーー一一

ジュークボックスタイプ新登場

ゲームコーナーに最適です/
.10同司40向切崎武.
・"品仏也仏大型It企メダルペイアウ ト切轡弐.
・沖縄よ 9スターbし ~till過去でゴールも て・1でをい.

・デモンストレーションや'"・2快なマーチが2毘れま
す.

-仕機・金調町1，4JO執 ・企幅6月筒、 ・あそび方、世界の旅
・興行 4市鳴電 電'91-時535 ・tゲーム10内』柑向明智弐，

・2開〆グルペイアウト方式.
・@⑥⑥のポタシでヨ“ス含セレクト むT下さい.
.A'ースのコ-，レ，"0ンドン 日コーλのご，.-11";: /(リ
c，・スのコール..エa・ヨ・クです.

・@⑮@-I!>' ・ 3えと~4t丸まてプコイ Y 刺身入できます.
・:1-11;(ζ開通ずるtAコーλ 2培 Bコース 6 
地、 Cコー・λ・。加憎めメダルがぺイアウトされます.

.仕様
-企高 1.4砲、 .合唱円。‘ ・奥行4崎私
-"'91・-15535

LJ;Jfr.ニ'7:7Ujif~lt LEIJAC CO.，LTD. 
ー一一-DEVELOP隻ROFAM¥居EM(阿T-ーー由ーー『ーー-HEAD OFFICE ー....LEIJAC CO.，LTD. ~ニi二;;に;;!:設芸釘fカ力:3'::立;;::fJμ川川1m川m問…..川山'γ.Yod削。吋d由叫。g肘a酬w

本社/〆大阪市定川区西中島5T目11奮10号(第3φE島車ピル1叩OF) TEL06臥(305)1331 
TEL 06(305)1331 TELEX5236017 LEI.JAC ，.J 
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メダルゲーム院内設巡Ali41
につきま して11rメダルゲ
ーム均E邑tZ品切J1-'，j:って
J{史JiJ干さ， '0 

mmヲ

月2回【全面広告】ゲームマシン第171号昭和56年8月15日
h 、

月2回 (1101'158)発行{全面広告】ゲームマシン第171号昭和何年8月15日、、，J
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可
哩里b

，ー
省スペースを実現した新たな魅力…・・・

新タイプのハーフサイズテーブル誕生/

1 
.カラーポーカ一決定版

ゴールデン・ポーカー
マ95-1878(ボナンザ)

-技術の粋を集めた名機

ビッグショット II 
マ91-11722(高砂電器)

• スマ
lイ
ムコ
ム〆エ
内
イ譲
卜55

IIZ 
機 マ91ー 11722(高砂電器)

.2人が交互にツモできる
対局マージヤン
マ95-1836(日本物意)

.コングがピルをかけ登る
ドンキーコング

マ95-2098(任天堂

，..、、

20インチアップライ ト

2 

w .560鳴， D・480弘
H ・600-700明(網整可)
重量 36~ 

14イ ンチカラーモ ニター使用

f士機

プレアデス20インチテーフ ル

.競馬のスリルを満喫

ズームエイ卜 DX 
マ91-14065(高砂電鍵)

.馬が増え、売上げも増え
スーパー・ウィナーズ・サークル

マ95-2087(コロナ商事)

Telex 
5267710 VEND JPJ 

まま(03)553・8293附

大阪市浪速区恵美須西3-3-36

ft (06)643・3857(大代表)

東京支j苫 東京都中央区新川l卜18-7

沖縄支底

沖縄ベンドジャパンノ沖縄県怠聖子湾市大山436

式
社
株
会

総五t;;;.11 • ーア冨二ノ本 社/東京都畑区吾妻橋川 3干130n(附 2付 101紛
ー， /.1 名古屋営護所/名古屋市中村区下笹島町11・2住友生命名古屋ピル

レジャー・システム・クリヱイター 〒450n052 -583・0891-2 

-・園調 :1~1\.~・ヒット商EZをお手元!こ
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τEHKAN INTER附ATIONALCORPORATlON 
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CAH-1 ミ=ホッパービバシリース
葵図コインコントロールズ裕と旭精工側ガ家年

の授衡と経験から作りあげ定扱も小型で確実怠

畿鱒に般大の収納容置をもっミニホツ11-
〈仕栂〉

.最大収納数・ 100円硬貨の場合ぃ… 15ω枚
10円硬貨の場合 0・.......1300枚
25セントサイズメダル・1200枚

・硬貨払い出し 1分間(50Hz)……・ 220枚
(60Hz) ............ 280枚

.カウント リミッ ト:マイクロスイッチfサ

.モーター.定絡1時間 50HZ 100V 90W 
{ファ ン付) 60HZ 100V IOOW 

50Hz 24V 44W 
60Hz 24V 48W 

サーマルプロテタター内蔵瞬間停止装鑑及び

冷却ファン付

・使用可能径 11.5世-21.0世

MODEL NEW 

， 

720・A!F37

不良貨問題を一挙に解決

直告
窃俊郵在留&在的費顧怒りつ服Cありがとうこさいa:'1.
当祖の裂~革、 モの主唖掴に杓足り童陣あJ-U畠部の蝿
拙につき、特齢、実母新型臣、措置寄を申踊しており、そ
の一部革、!!tc袋線および会附され、 工~所碍曜によっ
て保醜されておりま事。
当事iの ミ ニ* ':11 'ーCAH. lIa時間I~SH192開ー竹担割
宰およひ演瞬罰~52・ 9お現号、 53・1棚田宮阜らびに 55.

53272曹により出頒公健在OJ.:鶴患者寮!こ係り、聾銭安時

コインセレクターによるロケーション管E里.1F
@コインセレクタ- 900/F36 900/F37(トータライザー付)

10円周・100円用、 1コイン-4コイン切答えがワンタッチで

て・きます。

0数量の多少にかかわらずご一報下さればお送りします

720-A 

i'i築費~12935国号〈実公園gS3-S1759雪}によって保履きれ
な、るものであり、こnι悶じ蝿遣のコピーa是正当担
感利も喧しに駿量販売し、ま疋依、 綿入盟問しと雷cm
して除、 主記吐鎖!こ係る尭S申書凝刀出願公告されE隙!こ
法に唖つ〈柑情量を絹京し‘a:J::法に畢づ芭使悶をaし
正められることにも躍り器移ので1]13るコピーIi8O::編入
使用宅都さら晶ょう曹缶強しま苛。

沼紛S棺6月

寛

匪劃

コインホッパーCH・5

~ 

調、

部

信績と技術のふれあい

〈特徴〉

1 .永年の妓術と経量産で作り主11定。小型で確実

怠犠備をもっ"コインホツ11一個
2.コインを緋出する位置は高く、全体の高さは

最も低い.

3サイズガ芭自にoe換できる(20φ -30φ〉
ι円盤のうしろl之、ストラスト・ べ戸リンクガ
入っているのでフレガ怠い。

〈仕繊〉
・最大収納枚徴。25(i!〆ダ)k..500枚
・硬貨弘、、出L枚数 1介問

(50Hz)"'160紋以上 (60Hz)…180枚以上
.モ- ~ _. 定絡碍関連続

50Hz IOOV 90W 60HZ II0v 
サーマル ・プロテクター内政、

瞬間停止装置亙ぴ冷却ファン付

.使用可能コイン径21o -30φ 

.カウント周検知 i丘接スイyチ

紙幣i翻リ機付

それぞれのプレイ

ヤーが同時に憲高

4固までダブルココ
ップに 挑戦できる。

セ
ブ
ン
カ
ー
ド
近
日
発
売

お

ま

た

せ

し

ま

し

た

新

製

品

グ

ポ

ナ

ン

ザ

製

DOUBLE UP 

ゴールデン・ポーカー

、
， 

". -吋'.. 山d内命. 

マ95-1664総発売元

マ95ー1878ポナンザ製

女アーダック社製紙幣識別機単体販売女

ACCEPTOR BILL ARDAC 

-詳細は本祉宛に

カタログを二'絢

求下さい。

安代畏殴蹄役

IOOW 
、

式会社
T E L (06)354 -0223(代)

._ 
司.句、
大阪市都島区東野田町4・4・3

クマ産
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く
削
じ
た
。

ど
が
な
か
な
か
溺
ら
な
い

の
で
め
る
。
そ
っ
と

H
を
あ

け
よ
う
と
す
る
が
げ
が
日
に

流
れ
こ
み

H
に
粍
い
術
み
が

は
し
っ
て
な
か
な
か
視
界
が

定
か
に
な
ら
な
い
、
も
ど
か

し
い
泌
じ
が
つ
よ
ま
る
。

救
急
柑
刊
の
叩
械
が
ご
く
紛
い

山
道
の
脇
の
諸
角
に
ひ
か
か

っ
て
い
た
。

品川附
加
を
冷
た
い
脂
汗
が
ど

っ
と
流
れ
た
。

一
寸
で
も
品
川
け
ば
弱
い
ね

忽
柑
仰
の
紛
が
切
れ
て
し
ま
い

探
偵
に
つ
い
て

(C
)

篠
山
川
は
朝
の
蜘
緋
タ
イ
ム

を
終
え
て
瑚
緋
山
附
〈
・
以
前
制
V

を
出
る
。

出
が
け
に
人
口
の
似
瓦
タ

イ
ル
に
ほ
ん
の
一
寸
靴
を
肝

ら
せ
で
し
ま
い
、
探
偵
は
気

鎌
を
損
ね
た
の
か
、
加
を
雲

ら
せ
た
。
そ
の
白
く
大
き
な

制
酬
に
一
瞬
競
り
が
は
し
っ
た

よ
う
ど
。

篠
山
山
は
.
歩

一
山
少
を
帥
剛
実

に
跨
み
し
め
て
歩
く
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
た
。

一
歩
を
大
巾
に
し
な
か
っ

た
た
め
に
生
命
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
を
然
偵
は
今

ま
で
の
山
行
で
い
い
か
と
い

う
ほ
ど
回
診
し
て
い
た
。

探
偵
の
登
山
一
肢
は
ほ
ぼ
一

-e

十
五
年
ほ
ど
に
も
な
る
こ
と

色"'

に
篠
偵
自
身
が
倒
れ
か
え
っ

て
い
る
ほ
ど
だ
。

必
初
の
山
行
、
山
ら
し
い

山
に
H
U
っ
と
の
は
火
山
で
あ

っ
た
。
あ
の
時
に
は
森
口
総
介
も

一
緒
だ
っ
た
は
ず
だ
。

そ
の
中
1
時
吋
は
テ
ン
ト
が
な

く
蚊
娠
を
は
り
、
天
井
に
は

夜
露
が
お
り
て
こ
な
い
よ
う

に
新
聞
紙
を
悦
べ
で
お
い
た
。

撃
や
滋
紫
を
綴
き
あ
つ
め

帥
恩
師
帽
の
内
側
に
部
以
く
数
き

j

b

L

h
 

そ
の
上
で
毛
布
を
刷
慨
に
し
て

紛
の
よ
う
に
も
布
に
は
さ
ま

れ
る
状
態
に
な
っ
で
続
た
も

の
だ
。

fm楽
の
+H
M
酬
な

Jn、

術
品
川
し
い
本
い
き
れ
の
残
り

香
が
鼻
孔
を
く
す
ぐ
り
心
地

よ
か
っ
た
。

寝
た
ま
ま
で
全
然
う
ま
く

も
な
い
の
に
薬
品
の
よ
う
な

匂
い
の
す
る
安
も
の
の
ウ
ヰ

ス
キ
ー
を
ち
び
ち
び
と
凶
し

飲
み
し
て
そ
れ
に
時
ん
で
政

ご
む
。
叫
開
聞
の
隙
聞
か
ら
鋭
わ
れ

る
口
血
の
数
に
刷
用
い
て
い
る
・
7

%
に
タ
万
水
辺
で
プ
ヨ
に
無

数
に
刺
さ
れ
た
あ
と
の
桃
び

あ
が
る
ほ
ど
の
ひ
ど
い
作
ゆ

み
も
忘
れ
て
・
桜
て
し
ま
う
の

で
あ
っ
た
。

探
偵
は
弱
み
を
み
せ
る
よ

う
で
今
ま
で
畿
に
も
訴
さ
な

か
っ
た
の
ど
が
、
実
は
こ
の

最
初
の
山
行
で
命
拾
い
を
し

て
い
た
。

そ
の
時
際
的
削
は
ハ

I
テ
ィ

ー
の
以
後
陀
に
つ
い
て
木
製

の
以
み
絡
を
仰
に
か
け
て
歩

い
て
い
た
。

連載小説(3)

。
山
行
の
経
験
が
あ
る
人
は

汲
で
も
よ
く
知
っ

て
い
る
こ

と
な
の
だ
が
、
山
行
の
パ
ー

テ
ィ
ー
の
結
後
尾
は
ど
う
し

て
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
・
?
£
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
具
合
に
な
っ
て
し
ま
う
。

大
山
の
山
柄
引
部
の
非
常
に

紛
れ
や
す
い
巡
を
准
っ
て
い

る
う
ち
に
紋
急
箱
が
忠
に
中
1

り
、
そ
の
反
動
が
鱗
が
ふ
わ

っ
と
浮
い
た
感
し
が
し
た
。

篠
山
山
は
山
か
ら
議
ち
つ
つ

あ
る
内
分
を
感
じ
て
日
を
問

そ
う
で
あ
る
、
人
を
呼
ぽ
う

に
も
近
く
に
は
人
の
気
配
が

し
な
い
。

そ
っ
と
布
手
を
上
に
伸
ば

そ
う
と
し
た
ら
脇
腹
に
激
舗

が
は
し
っ
た
。

山
病
ち
る
泊
予
に
お
角
で
脇

般
を
つ

い
た
ら
し
い
。
ま
ず

深
川
町
叫
慨
を
し
て
呼
械
を
笠
え

た
。
出円び
M

ほ
州慨
に
辿
り
っ
き
そ

の
途
細
川
仙
に
側
全
体
の
h
H
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
帽
械
が
ぬ
け

た
よ
う
に
へ
と
へ
た
と
伴
.
り
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ζ

ん
ど
。

ど
こ
ま
で
も
ぼ
ん
ど

n
q

が
よ
か
っ
た
。
哨
川
く
山
川
い
宍

も
よ
か
っ
た
。
冷
た
い
空
気

が
肺
の
断
に
し
み
る
よ
う
だ

つ
た
。

遥
か

F
カ
の
哨
岬
く
白

っ
ぽ
い
緑
の
・
本
守
一
が
限
に
や

さ
し
か
っ
た
。

政
瞬
の
後
に
や
っ
と
生
き

て
い
る
心
地
が
し
た
。

「
ヤ
ッ
ホ

l
」

紛
の
k
H
か
ら

「

V
ッ
ド

l
-

J

F

M

 

と
か
え
っ
て
き
た
。
称
日

総
介
の
川
円
だ
っ
た
。
議
川
の

れ
て
し
ま
い
力
弱
い
ス
テ
ッ
っ
た
く
た
わ
い
が
な
い
こ
と

ツ
じ
な
る
こ
と
は
際
的
が
嫌
で
あ
っ
た
。

〉
二
と
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
剛
怖
山
川
は
駅
の
プ
ラ
y
ト
ホ

ス
テ
ッ
プ
を
き
っ
て
併
然

l
ム
へ
の
附
段
を
索
引
く
ス

の
中
を
つ
つ
き
っ
て
必
り
ぬ
チ
ン
プ
を
き
っ
て
訴
衆
の
聞

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
合
を
す
る
り
と
ぬ
け
て

-
気
に

も
探
偵
に
は
あ
る
。

駆
け
あ
が
っ
た
。

綬
が
定
っ
て
リ
ズ
ム
に
の

呼
似
は
乱
れ
て
い
な
い
、

ら
な
け
れ
ば
正
篠
に
ス
テ

y

撚
偵
は
よ
し
と
し
た
。

プ
を
き
る
こ
と
は
出
米
な
い

れ
も
出
て
こ
な
い
。
深
偵

の

だ

。

は

ダ

1
7
プ
ル

i
の
ス

l
ツ

ま
ず
肉
体
で
こ
れ
が
出
来
を
必
で
い
た
。

t
H
胤
に
い
え

な
く
て
は
初
凶
押
な
ん
て
州
象

ば
必
怨
だ
、
川
明
る
い
が
を
避

的
b
u
・
』
と
ど
け
に
頼
れ
る
は
け
る
よ
・
フ
に
な
っ
た
の
は
年

ず
が
な
い
の
ど
と
探
似
は
限

的
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
、
篠

山川
が
供
れ
で
は
じ
め
で
つ
く

っ
た
背
広
は
7
リ
ン

・
ブ
ル

ー
で
あ
っ
た
。

い
や
別
に
年
齢
の
せ
い
で

は
な
い
と
然
偵
は
お
も
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
李
節
の
せ
い

寺
の
で
あ
る
。
暑
い
時
ほ
ど

似
し
そ
う
な
感
じ
が
し
な
け

れ
ば
告
ら
な
い
の
ど
、
設
い

時
ほ
ど
滋
い
色
で
び
し
っ
と

く
っ
き
り
と
涼
し
さ
を
前
出

し
た
ほ
う
が
い
い
か
ら
舷

m

の
λ
l
ツ
に
し
た
の
だ
。
こ

れ
が
燦
偵
の
い
い
ぶ
ん
で
あ
・

っ
た
。ブ
ル
ー
に
つ
い
て
一
家
言

を
も

っ
て
い
た
の
は
外
な
ら

ぬ
森
口
雄
介
で
あ
っ
た
。

川相
時
中
、

カ
l
キ
色

一
色

で
埋
ま
っ
て
い
た

R
本
で
ま

だ
午
織
も
い
か
ぬ
会
口
は
、

「於
上
色
よ
り
も
青
色
の

み
が
叫
制
服
だ
」

と
え
っ
た
。

傑
偵
は
そ
れ
ま
で
あ
ま
り

色
に
つ
い
て
深
〈
身
え
を
め

ぐ
ら
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

強
い
て
一
口
え
.
は
国
民
学
校

一
年
生
の
時
、
絵
の
時
間
に

三
好
先
生
が
は
帥
と
赤
は
総
胞

な
色
で
す
と
認
を
し
た
の
で
、

今
ま
で
考
え
て
い
た
俗
図
を

急
変
し
て
、
園
出
帆
制
抑
制
空
円
に

H
の
九
を
あ
げ
そ
の
下

一
面

い
附
怖
が
咲
い
て
い
る
惨
を
錨

い
て
、
計
算
通
り
に
沢
山
の

九
を
代

っ
た
経
験
が
あ
る
ぐ

ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。

3・ 、naka-ku.
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そ
う
い
〉
気
位
な
脳性
灘
な
と

こ
ろ
が
よ
か
っ
た
。

そ
の
後
採
似
は
山
行
で
の

一
歩
一
歩
を
大
事
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

苦
し
く
な
っ
て
も
泌
を
く

い
し
ば
り
な
が
ら
一
歩
エ
ヂ

強
く
路
み
し
め
な
が
ら
歩
を

運
ぶ
よ
う
に
し
た
。
知
ら
な

い
う
ち
に
山
で
な
く
て
も
そ

う
す
る
よ
う
い
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
た
。

ド
必
る
均
A
H
で
も
本
醐
閣
は
そ

う
変
ら
な
か
っ
た
。

仰
が
流

日
に
ち
か
い
ほ
ど
に
思
い
こ

ん
で
い
た
。

戦
後
の
所
謂
イ
ン
テ
リ
を

見
て
い
て
も
そ
う
だ
つ
た
。

知
ら
幸
い
聞
に
奴
等
は
転
向

を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

戦

中
の
よ
う
に
転
向
を
効
く
強

い
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の

に
、
自
発
的
に
、
あ
た
か
も

む
も
庄
も
区
別
が
つ
き
か
ね

る
幼
児
が
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
に

紛
れ
，
』
ん
で
動
き
が
と
れ
ず

大
多
段
の
野
栄
の
動
き
に
川

和
し
て
し
ま
う
よ
う
い
、
ま

'‘ 
、

マリジデート
恋人lこ対する貴方の愛情穫をHユ=ーク~

タコガクッションを上手に利用してコーJし
で待つ恋人に戸タック写る、愛情レベルゲ

ームです.

関銃り現われる努猛怠サメをスミで..遭写

るタィコミl革、涼しさを満嘆していただけ

ま写.

.ケ1
同.

メ乞

一

哩ち〈

ヴアジ泊ード

ワヲ':1ドチヤジピヨrν
ハィスコフフーを目指し雨沼盆 トンネル

情.5字 11の障害をクリヤーしロボッ
トカーと餓い合うレース(<1:、ドライブゲー

ムの決定版で事.

サつンドl革4チャンネルシステムの保問に

より.11感あふれる大迫力で宅r.

ロッワ・ワライマー
ロッククライマーId:霊長々 の障害物やチヱツ

クポイントを通過し怠がら得点を上げてゆ

き、3つの山頂を征服してゆくスリル1':み

ちたロッククライミングゲームです.
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ステリーの世界を撃~しなガら進んで行く
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ウズーロード
フフフイヨコー ・ボールで、狙った織を波

め港すゲームで1人から4人までが獲
しめるニューマシンです。
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2 ミカルなキャラクタ一司副長しさと、A車場牲の湖町いゲームソフ ト
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